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11. 活字化するために論文を投稿者に返送するが、かならず必要な額の切手および宛て

先を記した返信用の封筒を同封すること。



第18岡学会大会開催要項

1 .主催 日本レクリエーション学会

2.主 管 第18回日本レクリエーション学会大会実行委員会

3.日時 昭和63年 8月22日(月)

9 : 00-16 : 00 

4.場 所 函館ハーパービューホテル

干040函館市若松町14番10号

TEL (0138) 23-0 1 5 4 

5 .日程

8月21日(日) 18: 00 懇親会

8月22日(月)

(函館ハーパービューホテル)

20 : 00 

8 : 30 受付

9 : 00 研究発表

12 : 20 理事会

13 : 30 総: メエ〉ミ、

14 : 00 シンポジウム

16 : 00 終 了



目 次
(発表プログラム)

9 :00 A-1 子どもの遊びの実態について

(浜松短期大学) 大 平 滋 6 

A-2 リズムあそびを通しての対人認知発達について

(第 1保育短期大学) 鈴 鹿 信 子 14 

9 : 40 A-3 体力レベルと日常生活関連要因の関係について

(横浜国立大学教育学部) 海老原 修 22 

A-4 事務職員のレクリエーション活動の疲労回復効果に関する研究(1)

(日本体育大学) 伊 藤 11国 子 28 

10 : 20 A-5 学校キャンプ実施期聞についての基礎的研究E

(大阪体育大学) 4国 田 芳 則 38 

A-6 リゾート開発の現状と課題

(住環境計画研究所) 村 越 千 春 44 

11 : 00 A-7 社会体育「専門職Jの指導者マーケットに関する研究

(大阪体育大学) 原 田 巧信士て， 彦 50 

A-8 フライングディスクの普及と発展に関する研究

(上智大学) 島 健 56 

11 : 40 A-9 ソビエトの社会人レクリエーション制度成立過程に関する研究

(東海大学) 里 見 悦 郎 62 

A -lO ホノルルマラソンフィニシャ一日米比較研究

(大谷女子大学) 山 田 文 男 68 

- 2一



シンポジウム

砂テーマ‘

レクリエーション研究の今目的課題

14:00 S-l 日本人のレクリエーション行動の現状と解析

筑 波 大 学 松 田 義 行

14: 30 S -2 比較文化論的見地からみたレジャー・レクリエーション

北海道教育大学 村 山 紀 昭

15: 00 S -3 これからのレクリエーション研究・政策の課題

広島大学荒井貞光

15 : 30 総合討論・まとめ

総合司会

関東学院大学 鈴 木 秀 雄

- 3ー





発表論文

-5-



弓三 と、 会》 α〉 主撞 u、 <D 三宅兎主主 Eこ てフ t.、 可ご

遊び空間、遊び仲間、日常的遊び

はじめに

今日、子どもの人間関係の希薄さや、生活妓能の未熟さ

が、各穆の調査により明らかにされ、教育問題としてクロ

ーズアップされている.人間形成にとって重要な多種多様

な人間関係や生活妓能の形成は、学校教育や現実の家庭や

地場の教育力では、もはや十分に育成されることができな

くなっている.子どもは、文化の伝達や人間関係の形成な

どの多くを、遊びゃ遊び集団を通して達成してい〈もので

ある.そこで本研究は、子どもの発達保障にとって必要な

遊ひは何であり、またその遊びはどのように保障されてい

くべきなのかを究明することをめざしつつ、その前段階と

して子どもの遊びの実態を明らかにしたい.

子どもの遊びの研究には、三つの段階が考えられる.第

一段階は、子どもの遊びの実態調査、遊び環境の実態研究.

第二段階は、子どもの遊び老保障してい〈ためには、どの

ような方法があるか、または思怨としてどうあるべきかを

究明していく研究。第三段階は、遊びを保障するためには、

具体的にどのような手だてがあるのか具体案を提示する研

究である.この段階はさらに実践された場合は絶えず再検

討をしていかなければならない.ところで、今までの研究

は第一股階のものが多〈、さらにその研究の結論も抽象的、

理惣的な課題の提示が主で、なかなか研究が蓄積されてい

かない。しかし、遊びを保健するための具体案を提示する

ためには、その地i去における子どもの実態把握は必要であ

る。全国規模で子どもの遊びの調査などをするが、その調

査結果からは具体案は出てこないであろう.ひとつの目安、

または比殺の対象である.なぜならそれぞれの地峻により

微妙に実態は異なるからである.子どもの遊びを保障する

ためには、その地域の子どもの遊びの実態を把挺すること

により、保障しなければならない環境や手だてを考えなけ

ればならない.

なお本研究は昭和62年度の科学研究費による研究「子

どもの人間関係・生活技能の形成と学校外教育に関する実

証的研究Jの一環である.

目的

本研究は浜怯市の子どもの遊びの実態を明らかにするこ

とを目的としている.調査では、幼稚箇児・保育園児も対

象にしているが、本研究では原則として小学生の実態分析

を中心とし、子どもの学年による変化や性差による変化を

考慮しながら検討していく.

調査方法

1.調資対象:浜松市内の幼稚園児・保育園児及び小学生.

対象地峻は3小学校区内で、古くからの市の中心部である

ブtこ.sp. 法委

〈浜怯短期大学〉

M小学校区、比絞的市の中心部である J小学校区、市の周

辺部で農村・新興住宅地・市営団地がある I小学校区であ

る.小学校3校、幼稚園5カ所、保育所 1カ所。

2.調査方法:質問紙法.幼児及び小学校3年生までは保

護者が子どもから聞いて答えている.

3.調査時期:昭和62年 11月

4.有効回収数:655 (男子331、女子324)全体

では 1025(男子506、女子519)

5.有効回収率:95.9% (全体では 93%)

6.質問紙の権威質問紙は、子どもの行動傾向を遊び、

人間関係、生活妓能、生活経験、学校外教育、生活状況(

食生活、自立度、テレビ〉などのカテゴリー (96項目〉

でとらえ、子どもの生活実態を調査し、年齢や性差、その

他の環境による行動変容を調査できるように項目を檎成し

た.

フェイスシートは、子どもの『年齢』・「性別』・『家

族僑成』・「日常生活時間』・「居住地域』及び両親の『

年齢J • r最終学歴』・「機業』から成り立っている.

6.データ処理:NEC. PC-980 1 VX.プログラ

ム rLotusl-2-3Jで行った.

1.子どもの遊びの実録

子どもの遊びの調査報告で、今日の子どもの遊びの内容

の乏しさや遊ばなくなった傾向がよく指摘される.その原

因として「さん問』がなくなったと言われている.つまり

遊び時間、遊び空間、遊び仲間が乏しくなったと言われる.

そこで2広報告もこの3つの視点を踏まえながら実態を分析

してみる.

1)遊び時間について

遊び時聞については、 「ふだんの日の生活時間について』

それぞれ『テレビを見ていたJ r家の中で遊んでいたJ r 

外で進んでいたJ r外出〈買物のおとも、けいこごと、な

ど)Jについて何分しているかを聞いてみた.表1.表2

は、それぞれの学年別の平均時摘の結果である.

表1. 2をみてみる.まず男子は、テレビ視聴時聞は平

均 11 0分と自由時間のすごし方では最高である. 3年生

と5年生が比敏的少なく、 6年生が一番多い.室内遊びは、

6年生が少ないがあとは余り変化がない.外遊びは、 1-

3年生までは95-110分と多く、その後は減少してい

く。外出は余り変化なく 40-50分ぐらいで、 3年生と

6年生が比較的多い.つまり、 1-3年生までは、テレビ

と戸外遊びがほぼ同じ時間あり、その他に室内遊びも盛ん

であるため遊び中心の生活がある.4-5年生は戸外遊び

が減少するが室内遊びは維持されているのでまだ遊びは確

- 6 -



タラフ 1.磨{主地止戸外避ぴ碕闇
男子 u胆性・骨F

~山.海図たんIt. 畑悶住宅街園高后衝圏平絢

ザラフ2.居住地と戸弥避ひ鴫周
I;r子(単位・分)

~tIJ.海図たんぽ.畑箇住宅街園高庖衝圏平均



保されているといえる. 6年生になると自由時間はテレビ

が中心で遊びが極端に減少する.外出は全学年通して女子

に比べて少ない.

女子は、テレビ復聴時間は平均 103分で学年による変

化は余りみられず、男子同様6年生が一番多い.室内遊び

は、 1-4年生までが比較的多く高学年になると減少する.

戸外遊びは、 1-3年までが比較的多〈、 4年生以降急激

に減少する.また 4年生以降室内遊び中心となる.外出は

2年生以降平均的に僧え男子と比べて多いのが特徴的であ

る.つまり、 1-3年生はテレビも見るがそれ以上に遊び

〈戸外・室内〉が盛んであり、これに対し4年生以悔は戸

外遊びが極端に減少し、テレビ.室内遊び.外出が中心と

なり活発な遊び経験や人間関係の機会が減少している.特

に6年生はこの傾向が顕著である.戸外遊びは全学年を過

して男子の方が女子に比べて大幅に多い. (ただし、幼稚

園年長児だけがわずかであるが男子を上回っている〉

さて、ここで居住地場と遊び時間の関係についてみてみ

よう。居住地域は、 r山.海J rたんぽ.畑j r住宅地」

r商宿街J r工場』の5つの地域に分類したが、 「工場J

が1名しかいないため事実上4つの地場の分類となった。

ここでは戸外遊びの時聞について検討してみる.グラフ 1、

2がその結果である。男子では、居住地壌が山.海の子〈

人数が少ないためか平均時聞が多くなる傾向がある.また

3年生は一人もいないためOとなっている.)は、全体の

平均時間と比べて比較的多い.また、たんぽ.畑の子は、

全学生とも平均以下であった.住宅街の子は、 1-3年生

までは平均以上であるが、 4年生以降減少する。つまり、

学年が上にい〈ほど戸外遊びの時聞が減る.これに対し、

商宿街の子は、 1-3年生までは平均以下であるが、 4年

生以降に平均以上になる.時聞は全学年を過して大きな変

化がない.

女子は、山.海の子が平均と比べて比般的時聞が多いが、

全体的に4年生以降、急激に戸外遊びの時間が減少する.

そしてこの減少については地域による特徴はみられない.

次に友達との遊び時間をみてみよう.表3.4のように、

まず男子では 1-5年生は r2時間』が多く特に1. 2年

生は 60%前後と多い r4時間』では3年生. 1年生.

5年生に若干あり、 r5時間以上」は3年生だけいる.ま

た「遊ばないJt;t学年とともに増加し、 4年生以降急噂す

る.特に6年生は 50%と多い.ここにも、 6年生のテレ

ビ中心の孤立的な自由時間のすごし方がうかがえる.これ

に対し女子は、 1-3年生は r2時間Jを中心 (30-5

5%)に rt時間J30%前後となる. 4年生以降になる

と「遊ばないJがまさに激増し 60%以上となり、 6年生

は72. 2%にもなる.女子の4年生以降の室内の孤立的

なすこし方は特に顕著で、男子より女子の方が人間関係を

築く遊びゃ活発な遊びが失われており、人間関係をつくる

遊びの危機的状況といえる.

2)遊び空間について

①遊び場むこついて

遊び空間については「どこで遊ぶことが多いですか」とい

う聞いに対し、表5.6の項目から 2つ選んでもらった.

男子は、全体的に自分の家.友達の家が多い. 1年生. 3 

-5年生は自分の家よりも友達の家の方が多く、室内遊び

でも友達や自分の家を交互に使用しながら友達と遊んでい

ると考えられる.遊びの内容としては表9から考えて 1年

生はファミコン、ごっこ遊び、おもちゃ遊びであり、 3年

生以降はファミコンである.戸外では比較的公留が多〈、

特に5年生は48. 2%と多い. 5年生はある程度のオー

プンスベ}スが必要なスポーツ系の遊び〈野球.サッカー.

ポール遊び〉をするためであろう.また、道路・路地.校

庭.空き地なども、全学年を過しである程度の使用が認め

られる.ここでは、ある程度のオープンスペースを必要と

するスポーツ以外の遊びである自転車乗りやボール遊びを

するものと考えられる.

女子は、室内遊びが中心なため自分の家.友達の家が圧

倒的に多い。自分の家は全学年を通して 60%以上と遊び

の中心的空間になっている.また友達の家は、 1-3年生

は平均66%と多いが、 4年生以降になると大幅に減少す

る.遊びの内容としては表9から、 1-3年生は幼児の延

長的な遊び〈ごっこ遊び.人形遊び.ままごとなど〉が中

心となり、友達とー絡に遊んでいるといえる.低学年が自

分の家で遊ぶ時は、絵かき.読書・絵本を中心にして遊び、

4年生以降は、テレビ.ファミコン.読書をしているとい

えよう.戸外では、低学年では男子に比べて家の庭が多く、

そこではごっこ遊び.人形遊び.ままごと.鬼ごっこなど

で遊んでいる.公園は男子に比べて多〈なく、オープンス

ペースを必要とする遊びも少ない.若干道路・路地での遊

びが多いが、ここでは高学年は、ローラースケート.鬼ご

っこ. 3年生以下は、なわとび.ゴムとび.鬼ごっこをし

ている.

ところで、居住地峨と遊び場について検討してみよう.

表7は全学年の男女を合計したものの平均である.表7に

よると、 r山.i毎Jの子は全地場を通して r自分の家』が

一番多く、戸外では『家の庭』と『空き地Jが中心である.

また他の地域と比べると「神社・寺』などで遊んでいる.

次に『たんぽ.畑Jの子は r自分の家J r友達の家J r家
の庭Jが多い.このように r山.i毎J rたんぽ.畑Jの子

は、自然があってもその自然を遊び空間として利用できず、

家や家の周辺を中心とした狭い遊び空間で遊んでいるとい

える r住宅街』の子は、他の地場から比べれば『自分の

家J r友達の家Jは少なく、 『公園J r道路・路地J r校

庭Jが多い r商1苫街』の子は、他の地域から比べて『友

達の家』が一番多〈、また少数ながら f学童クラブ・図書

館』も多い.これに対し家の庭が狭いせいか、他の地岐に

比べて『家の庭』は一番少なくなっている.

②公園の利用状況と意見

次に、遊び空間の保障をするとき真っ先に考えられる公園
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について検討してみよう。まず公園の利用状況であるが、

表8のようになる。

1. 3. 5年生は「ときどき遊ぶJ rよく遊ぶ』が多い.

特に表5のように 5年生はよ〈利用している。 2.4. 6 

年生が『あまり遊ばないj が多いのは、 2年生は空き地で

工夫しながら変形したサッカー.野球をしたり、鬼ごっこ

をしているからであろう。また、家の庭も遊び場になって

いる。 4年生は校庭.空き地でサッカー.ボール遊び.野

球をし、 6年生t;t室内が遊びの中心なため公園を余り利用

しない。 以上のことから、戸外では、遊びの中心は公園

であることはまちがいないが、利用の密度には学年差があ

る。つまり、 1年生の遊び空間は、公園.道路・路地o 2 

年生は公園の他に空き地.道路・路地.家の庭と少し広が

るo 3年生は公園を中心tこ、道路・路地.空き地。 4年生

は公園の他に空き地.校庭となり、 5年生は一番遊び、そ

の空間も一番広範囲で豊かである.公園を中心にあらゆる

空聞を利用しているo 6年生は室内中心である.

女子は、 1年生が比較的よく利用しているが、その他の

学年は男子に比べ利用率が低い.女子のよくする遊び〈表

9)や友達との遊び時間(表4)などをみても、うなずけ

られる結果である。女子の戸外での遊び空聞をまとめてみ

ると、全体的に少ないながらも公園と家の庭それに道路・

路地.が中心で、自分の家の周辺が遊び場といえる.男子

と比べ空き地は遊び場になっていない.

では、この戸外遊びの中心的空間である公園に対して、

子ども逮はどのように考えているのだろうかo 8項目(r 

きまりがきびしいJ r空き地のままのほうがよいJ r場所

が狭いJ r外灯〈あかり〉がほしいJ r水のみ場、トイレ

がほしいJ r遊具がもっとほしいJ r今のままでよいJ r 
遊んた、ことがないのでわからないJ)から思っていること

をいくつでも挙げてもらった。その結果がグラフ 3.4で

ある.

男子は、全体的に遊具がほしいと狭いというのが多い.

遊具に関しては低学年が、狭いというのは5年生を中心に

3. 4年生に多いo 6年生は利用事も低〈、室内中心であ

るため公聞に対する意見も少なく現状宵定が多い.これは

宵定というよりも、自分違の遊び空間として余り認識して

いないので関心がないためといえる。規則がきびしという

のは、学年が上にいくほど多くなる。子ども逮が日常的に

利用する公鴎が小さな児童公園が中心なためであろう.外

灯がほしいも一番利用する 5年生に多い.また、現状でよ

いと答えた子が多いM小学校区は、広大で設備の整った浜

低減公国〈総合公園で 10.68説〉がある。

女子は、男子同様遊具がほしいと狭いが多く、学年によ

る変化も男子と同様である.また、水のみ場.トイレがほ

しいも平均30%と高率である.特にトイレがほしいとい

うのは女子にとって切実である。小さな公鴎といえどもす

べての公園に水のみ場.トイレ.外灯は最低必要条件であ

ろう.女子の遊び内容にもよることだが、規則がきびしい

と思っている子はほとんどなかった。男子同様6年生は戸

外遊びから遠のいているため公園への関心が薄いといえる。

3)遊び仲間について

進ひ色仲間については、友達との遊び時間については前述

の通りなので、ここでは遊び友達について検討してみる。

r主にだれと遊びますか」という質問にたいし7項目(r 
クラスか同じ学年の友達J rきょうだいやいとこJ r自分

より年上かまたは年下の友達J rその他J rひとりで遊ぶJ

『母親とJ rその他のおとなとJ)から 1つだけiきんでも

らった結果がグラフ 5.6である.

男女とも学年による変化は余りみられず(特tこ1-5年

生までは〉、若干男女差が確認できる.まず男子では、同

級または同学年が全学年平均74%と高率で、残りは全学

年平均、異年齢が 12%.きょうだいいとこが9%となり、
2-3年生は若干きょうだいが他の学年と比べて多くなっ

ている。女子t;t、同級または同学年が全学年平均65%と

高率であるが、その次にきょうだいやいとこが 17%と多

い.異年齢は9%であり、 3-5年生は比較的きょうだい

や異年齢と遊んでおり、それぞれ2つの合計パーセントは

3年生32%.4年生29%.5年生34%となっている.

年下のきょうだいをみながら異年齢集団の世話をしている

のであろう.

2.子どもの日常的遊びと、したい遊び

①子どもの日常的遊び

子どもは、ふだんの日どのような遊びをしているのであろ

うか検討してみよう rふだんの目、どのような遊びをし

ますか」という問いにたいして、具体的によくする遊びを

3つ書いてもらった結果が表9である.

学年別に検討してみると、まず男子であるが、基本的に

はスポーツとファミコンが中心となっている.この基本バ

ターン以外では、 1年生は自転車の他ごっこ遊び.おもち

ゃ遊びという幼児の延長的な遊びをしているo 2年生は幼

児の延長的な遊びはなくなりつつあるo 3年生はドッチボ

ールが高E院を示しこれが特徴といえようo 4年生は自転車

がまだ 19.6%と多い.自転車は4年生までよく乗られ

る。またゲーム遊びもするようになるo 5年生はファミコ

ンよりもスポーツなどの戸外遊びが中心といえるo 6年生

はファミコンが中心で 6}' 5%と激噌する.

さて、ここでファミコンやスポーツをする子の遊び空間に

ついて検討してみよう.ファミコンやスポーツをする男子

の全学年の結果が表 10である.ファミコンをする子の遊

び空聞は、男子の全学年平均〈全学年の遊び場の割合〉か

ら比べると、 「自分の家J r友達の家」だけが多〈、戸外

の遊び空間はどれも平均以下である.これに対し、スポ}

ツ(サッカーと野球〉をよくする子の遊び空間は、特tこ『

公園Jが多〈、また r空き地Jや「家の庭』も多くなって

いる.平均と比べて『自分の家Jや「友達の家Jは少なく、

戸外が遊び空間になっている。

また、ファミコンをよくする子どもの中でスポーツもよ

nu 



( J夏目11として 1596以上〉
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くする子の割合は次のようである。 1年生37. 5 %、2

年生66.7%、3年生47. 1 %、 4年生46. 4%、

5年生61. 9 %、6年生54. 8%である。つまり、男

子の遊びの基本型であるファミコンとスポーツの実態は、

ファミコンを中心に室内遊びをするグループ、スポーツを

中心とした戸外遊びをするグループ、それにファミコンと

スポーツの両方をするグループの3つのグループに分けら

れる.

次に女子であるが、1. 2年生は幼児の延長的遊びともい

えるごっこ遊び.絵かき.人形遊び.ままごとなどが中心

で、 2年生頃からローラースケートもするようになる. 3 

年生は幼児の延長的遊びでもある人形遊びやごっこ遊びも

しているが、ゴムとび.ポール遊び.なわとびと活発な遊

びが中心となり、幼児的遊びの脱皮の時期といえる. 4年

生t;t絵かき.テレビ.読書と室内遊び中心である. 5年生

はローラースケートや鬼ごっこなどの戸外遊びと読書.ゲ

ーム.テレビなどの室内遊びとが半々である. 6年生はト

ランプ.ファミコン.テレビ.ゲームと室内遊び中心であ

る.つまり、戸外遊びでは鬼ごっこが比較的多〈、自転車

は低学年ほど多く、ローラースケートは5年生が多〈、他

の学年でも行われており、女子に人気のある遊びである.

室内遊びでは、トランプは上級生に多〈、人形遊びは 1-

4年生に多い、テレビは4年生以降に増加してくる.

また、ょくする遊びを学年別に 10%以上のものだけを挙

げて該当学年数(男子6学年、女子6学年〉で比べてみる

と、鬼ごっこ(10学年〉自転車 (9学年〉ボール遊び〈

8学年〉ゲーム (7学年〉ファミコン (7学年〉読書・絵

本.サッカー.野球 (6学年〉ローラースケート絵かき

(5学年〉という11慣になっている。

ヲラフ7.左連関係{単位・%)

男子

え'二.1'-:{

- l'年 2年 3年--4年 5年 6年

②子どものしたい遊び

したい遊びもよくする遊び同様に3つ書いてもらった.

表 11は各学年別に、したい遊びが 10%以上のものを挙

げ、その挙げられた学年数で整理したものである.

男子は、サッカー.野球.ファミコン.ボール遊びが圧

倒的に多い。ここでもスポーツとファミコンという基本パ

ターンがでできている。女子では、鬼ごっこ.なわとび.

ポール遊び.ローラースケートが多い.男女とも戸外遊び

で、なおかつ集団遊びが上位にきている.若干遊びに重量か

さがないように恩われる.特に男子のスポーツとファミコ

ンという基本パターンは豊かな遊びの経験が少ないのであ

ろうか.今後検討する必要がある.

おわりに

子どもの遊びの実態を学年別、性別に検討してきて、子

どもの遊び全体にいえることと、学年や性別による違いに

よる特徴などがあることが明らかになった.ところで、最

近の子どもの遊びの調査などからその特徴として類型的に

集約してとらえる傾向がある.例えば「現代の遊びは①室

内で、②ひとりきりで、③体を動かさずに、④商品化され

たものを相手に、⑤受身の形で過ごす F孤立型』の性格を

強めている.したがって、遊びが、群れ型から孤立型へ変

質したのであって、それを集約したのが、すでにふれた『

鬼ごっこからテレビヘ』の変化となる.J (1) という指摘

である.確かに今回の調査でもこの傾向はあったが、子ど

もすべてにあてはまるものではない.厳密にいえば調査の

対象地域も違い一概に比較できないが、年齢や性別による

違いが大きいといえる.先に類型化された遊びの特徴は、

タラフ8.責連関係(単位・%)
骨子

得来的こと

'ニュース

ーー 1年 2年 3年 4年 5年 一6年



6年生や女子の高学年にはあてはまるが、男子の5年生を

はじめ男女の低学年はそれなりに遊んでいる。また、全体

的に「鬼ごっこJもまだ健在である.このことからも、全

国規棋の調査や大まかな調査からでる類型的な特徴を鶴呑

みにはできないと言えよう.ひとつの目安として参考には

できるが、実際の子どもの遊びの保障のための参考にはな

らないであろう.実際の子どもの遊びを保障するためには、

それぞれの地峻で詳細な実態調査をし、その実態に見合っ

た手だてが必要である.

また、他の調査でも指摘されており、今回の調査でも明

らかになったことで重要なことは、今日の遊びの状況の中

で人間関係を形成することがむずかしくなっていることで

ある。子どもは多種多様な異年齢集団の遊びの中で、遊び

を伝達したり、人間関係を学んだり、生活技術を修得する

ものである。グラフ 5. 6からも遊び仲間の均一化は明か

であり、さらにその友達とすごす時間〈表3.4)も少な

く、また友達との関係も表面的になっているといえよう.

グラフ 7.8は友達との付き合い方について7項目から該

当するものいくつでも挙げてもらった結果である.

男女共、 『テレビやマンガのことについてよく話す」が

多〈、男子は「趣味〈スボ}ツ.つり.写真〉などについ

てよく話すJが学年が上がるとともに増大し、女子は「お

となになってから何になるか、何をしたいかについてよく

話すJが比較的多い r悪いことをいっしょにするJは男

女共ほとんどいない.

ところで、 r遊びをより楽しくするためには何がほしい

ですか」という問いについて、 5項目(r広い場所J r自
由な時間J r気のあった友達J rたくさんのお金J rその

他J)の中から 2つえらんでもらった。その結果は表 12

のようである。男子は、広い場所が一番多〈全学年平均約

68%で、以下自由な時間と友達が約53%である.

女子は、自由な時間と友達が平均約64%で、広い場所

は53%であった.また低学年は広い場所を求め、高学年

は自由な時間を求めてい~傾向がある。

以上のように調べてきた結果を踏まえ、豊かな人間関係

をつくる遊びを保障するためには、日常の遊びにおいて新

たな異年齢集団の形成とそれを支えるプレイリーダーと遊

びのネットワークが必要であると考えられる。今後はこれ

らの具体的な手だてを検討していきたい.

注1.深谷昌宏、『産業化社会の中での子どもたちJ r教育学研

究』第52巻第3号〈昭和60年9月〉日本教育学会.16ヘ0_:;-0
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リズムあそびを通しての対人認知発達について
O 鈴鹿信子

(第 1保育短期大学)

障害児レクリエーション

l はじめに

これまで時間に閉ざされていた日常生活や地域社会での

隙脊児(者)のレクリエーションに、ょうやく光がさし込

んで来ている.

ジヱラルド.s .オモロウ(1)が原始時代から現代までの

レクリエーション活動の臆史を述べ、その中で18・19世紀

』こ人ゥて心身陣容者.精神病患者の治療としてのレクリエ

ーションサービスが提供され、それは病院・姥設 さらに

は刑務所などのいたるところで見られるようになった左述

べている.しかし、日常生活や地峻社会でのレクリエーシ

ヲンについては.ピーターー A.ウィッドωが『仕事の後

にその人を re-CI-eate(再創造}し、その人悶をも

う一度使えるような人聞にっくり臨す J r仕事以外のこ k

は、すべて仕事をより良くするための準備 j としてレクリ

エーションをとらえ、生産性の低い、和l潤をあまりあげら

れない人骨は、レクリエーションの対象外にあったこ kを

H<'丈て b、る。

また、ジェラルド S オモロウ(3)は『社会的に不利な

立幼の人々へのレクリエーションサービスは1960年代から

展開したが、まだ未解決の部分は多い J rすべての人々の

レクリエーション欲求は満たされなければならない.とい

うレクリヱーション初期の原点に立ち帰ろうとする一部の

レクリエーション専門家が出てきた Jと指摘している.

池間(4)が述べている r20111:紀に入って、やっと米国を中

心にレクリヱーション運動が組織化され、休系化された j

kあるレクリエーションの大きな涜れの中で、社会的に不

相!な立坊の人々へのレクリエーションサーヒスは、やっと

動き始めたばかりである.

[J木においても 1987年、第 1回全国福祉レクリエーショ

ン交流研究会が福岡にて、第 2岡は新潟にて開催され、第

3聞は 1989年東京にて開催の予定である.家庭・学校・施

設，地域社会などの福祉領践でレクリエーション活動をし

ている人たち、またしようとしている人たちが、自分たち

の戸として研究会をもち、情報を提供しあい、課題を共有

し喰ねあう事により研究開発実践に取り組んでいこうとす

み研究会である.これはレジャー憲章(5)第 1条『人はすべ

てレジャーに対 4る権利を有する lまた土井(6)の『障害者

も健常缶も社会にあるすべてのものは、臼 rbに・共4こ楽し

むことができる j などの珂念に一歩近づこうとする地道な

動きであるといえる.

しかしながら現時点では日常生活の中での自由時間を楽

しく 型かに過ごしたいという障害児レクリコーションを

実現させる場所 スタッフーボランティアその他に、未解

決な問題が多く、さらにその自由時間を質の高いものに守

るための方法は、まだ手探りの段階である.

大島賀代子

(福岡市レクリエーション協会)

そこで木研究では、障害児レクリエーション教窒(つく

しんぼ教室)で行っている活動のうち、リズムあそびを中

心に子どもたちの行動変化を調査した。(昭和60年から障

害児の放課後の時間の過ごし方についてを研究実践してい

る教室である}鋭子の関わり方の変化、リーダーや友だち

への働きかけの変化が対人認知l発遣にどのような1量刑を果

たしているか等を報告し、対人関係の発達I~B吻の一助4こ守

ることを目的とする.

2.研究方法

u.隙害児レクリエーション教室(つくしんぼ教家)の概要

①目的

・陣容を持った子どもたちが、放課後のひtときを共4こ楽

しく、豊かに過ごす.

・生活 水泳・音楽あそびー休操・リズムあそび・絵両製

作あそび・臼然などを楽しみながらEまかな休験を持つこ

とにより、 Fどもの心身の成長発遣を促す.

・子どもー綴 指導者の三者が共に協力しあい、励ましあ

い、お互いの成長を高め合う.

@対象

小学生(陣容を問わず)

@クラス編成

1クラス 15人とし毎年募集する. (持ち上がり式}

@内容{通年)

火曜日 14: 00~14: 号O おやつ

14 :開~-16: 00 水泳

水曜日 14: 00~14: ちO おやつ

14 : 50~ 16 : 00 リズムあそび、音楽あそび、

絵爾製作あそび

木曜日 14 : OO~ 14 : 50 おやつ

14:50~16:00 水泳

土曜日 13:30~14: 苅体操

(子どもたちは、下校時間にあわせて一人が週三日参加し

ている}

⑤場所

福岡市立障害者スポーツセンタ一

回.調査IlJIrm
・昭和61年12月九昭和63年1月

・毎週水曜日のリズムあそびの実施時(24岡)

{ただし、 7才児については入学時が異なるため.出席同

数に差がある. 1O~18悶)

回.対象児

つくしんぼ教室水E韓日参加者21名中、参加率ち0%以上の

子どもについては表 1の通りである.また学校・学年別の

ようすは表 2の通りである.
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表 1.対象児について 表 2.学年・学校別

替号 1 2 ヨ 4 空5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 31 

10 氏名 A B C E F G H J K L M 

8 8 8 年齢 10 9 9 8 7 7 9 8 7 7 

努性 別 男 男 男
l 男A 

男 男 男 女 男 男 男 E 
障害名 A A A A A A M M M M 10 D 

I.Q. 30 * * ホ 3ち * * * * * 傘努出ト一一一一

!一8学1一校日率一名% 
イ イ イ ロ ロ ロ J、ロ J、ロ ロ ロ

ヨョ58 100 91 66 83 92 80 79 58 76 I 91 
」ーー

¥養護学校
イ

学年¥、¥¥
ロ J、

トー一一一一
4 年 1名

3 年 2名 1名

2 年 ち名

年 13名11名

(昭和 62年度分}

9.プログラムの概要 国.記録方法

参加者数や参加状態によって、その日のプログラム内容 チェックリスト(表 4)を作成し毎週終了後すぐ記録し

ゃ流れは変化したが、毎聞の基本的指導内容をまとめると た. (チェックリストを作成するにあたり、大島仰の音楽

表3のようになる. あそびチヱクリストを基に、障害児とリズムあそびをして

全休を通して大きい動きと小さい動き、緊張と弛緩の流 いる時の行動を分析し組み立てた)判断の基準は、完全に

れがくり返されるよう配慮している. できた(@)、だいぶできた (0)、少しできた(.d. )、

子どもたちは教室への参加により、充分発散して帰宅で できない (x)の4段階とした.チェックリスト記録k共

きることを第一のねらいとする。またチエヅクリストの各 に文章、写真 VTR記録も行った。

領i場を休験させながら、常に母子分離、対人関係の広がり 図 1はリズムあそびチェックリストを@3点、 02点、

をUI助し社会参加へのカを養う. ゐ 1点， x 0点の点数で合計しグラフにしたものである.

表 3.プロプグラム

時 mll 内容 | 目的 | 備 考

14 :ち01自由あそび |遊具を使う場合は、自分て用具 1.子どもの心身の状態を観る |一人、母親

室からだす 1.遊具の使い方、対人関係の観察|リーダ一、友達と

15: 001あいさつ 『手をつなごう」のうたにあわ l一人一人の参加のしかた

せて、集まる。 1.自分から参加する

.・.
全員で...・

lち:10 1リズム運動 ピアノのリズム(J、P、点、

J 、βなど)にあわぜて部屋の

中を自由に歩く.

-リズムを感じてからだで、表現|母親t.一人で.友達と

する.

・母子分離して動く.

lち:201手あそび |グーチョキパー 1 .模倣ができる l座りながら、

(資料 I参照) 1 うたいながら、手あそびする. 1リーダー対母子で

i5";'3oT走る 1"r ヨーイドジ;ーモ走五了テジテt..:ー忌ι長~伝吾討がす:................r.O' j → 10 
----------------------_._-_._-----~_... .............. ーー'ー

ンする 101 → 10 
子どfも(友達と二人づっ)母親

lち 40 Iセッセッセ 季節の款をうたいながら、二人 1.相手を意識し、相手と協力する|座りながら、

で向かいあって、打ち合せる. I 母親→リーダー→友達と

lち:451フォークダンス 1rすてきな友達J (資料2参照)1・パートナーチヱンジによりいろ| ・ム 母続、

Iキンダーポルカ J(資料ヨ参照)I いろな相手と協力する. 1 11.ヲ リーダー、友達

lち:551あいさつ 『トントントンひげじいさん J 1・誰とでもあいさつて・きる.

の手あそびをして IきようならJ1 .ことば、握手、おじぎで表現.

.・.

...・
3.結果及び考察 もは床に寝転がったり、棚の中に横になったり、走りまわ

表与は参加率50%以上の子ども 13名を対象にしたチェッ ったり、泣き通しだったりで母親に連れられての参加であ

クリスト記録結果のうち、 1回目と最終聞を抜き出し、ま った.しかし24回目では 3名を除いた10名が自分から進ん

とめたものである.(リズムあそびは図 2の部屋で行った) で参加できた。この 3名のうち 1名はグループから陥れて

阻. rA参加について j は 1回目のリーダーの始める声か ウロウロしたり、カーテンにぶら下がったりの状態から、

けに、自分から参加できたのはダウン症児 1名、名前を呼 母親やリーダーに声をかけられたり、追いかけられたりを

ばれて参加したのは精神遅滞児 1名であった .11名の子ど 楽しむようになった.他の 1名はグループに遅れての参加

F
h
u
 



表4. リズムあそびチェックリスト (@できる 0だいぶできる A少しできる ×できない)

項 臼 トートート-1一一十一卜

;砲l朝暫詰詰主E午山1干山岨』f
広益LU品山j主J品品之1旦孟r担2?完主r出山益益プ辺立出;τ三主3Tf庁忠j?ち?忠剖叫吋;d;パ止斗it主:ii主ii記;ii:ji一;;三5三:子子手F;子子子j22一;ι.

101* }>}lのリズムで
動I'VI

‘ 動くことが

111両足とぴが
ト十一一一一

121片足とびが

j ;. 
71 王ト隠の前年 同時に行うことがで

i:::J;;戸:山 間1二二
;:止;:ことJFMll 川
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l司1 リズムあそび評価真

1501 1
152 

I~O 

130 

120 

1101 1 1!16 

1001 1961 1 11196 

90 骨t

~~ 1 1 1II 701 701 I11 111 1 1 7~ 万

ち01 111 111 111 111 111 111 111 1 111 111 111111 46 

40 

__:~ 1 "111 n旦旦 i旦旦』i立 J
i'価敵，ト2~ /1-2411-2411-2411、24ト2411-2411-1011・-2411-2411-1811-2411-18
"ullt一一 一一一 一←一一一一一一一 | 
IU. ^ 1 U 1 C 1 1) 1IFIGIIIIIIJIKIL ~J 

のため、母子分鍛ができていない.しかし途中 3~4 問失

禁のためトイレへ行った行動はなくなった. 1名はいつも

マットレスの上にいるが、言葉かけに対し笑顔で参加する

ようになった.

集合に要する時間も短くなった.初めは声かけや『手を

つなごう jのうたを 2番まで2固くり返しうたっても(3 

分)輸になることができなかったが、今では声かけのみや

1番を 1問うたっている問(1分弱)に、揃うようになり

ー絡にうたう子供が出てきた.

困. I Bリズム運動 Jはピアノに合わせて自分の感じたま

まを、身体で表現する運動である.初めはピアノが鳴って

も棚の中に寝転んだり、マットレスの上にいたり、窓やカ

ーテンにぶら下がったままの状態で、音を聞くだけの参加

が7名、泣きながら母親と歩いている子ども、母親により

つかて歩く子どもが 3名.母親以外のリーダーや友達の母

親と歩けた子どもが 2名であった.しかし回数を重ねると

と11名が母子分難して動くことができ、リズムに乗って身

休で表現できるようになった.

回 rc手あそび 16、二人で向かい合って手をたたきあ

ヲ Jは歌に合わせて二人組でセッセッセをする.これはま

ず母観とできるようになり、次にリーダーや友達とできる

ようになった.初めは手を自分の胸の前で備えて打っても

らうことを楽しんでいたが自分から相手の手を打ったり、

また 21".(ダウン症・自閉症}は部分唱しながらできた.

9. roリズムダンス Jはフォークダンスの曲をパターン

を少なくして踊っている.二人で手をつないで歩く、向か

い合う、パートナーチェンジをするなど、リズムに乗って

動く.初めは参加しないで見ていた子どもが4名、遂げた

子どもが 7名、母綴と E鳴った子どもが 2名であった.最近

は全員がリーダーと踊ることができ、友達と踊れる子ども

が8名になった.また踊っている時の表情に笑顔が見られ

るようになった.

回. r E行動2ち、友達の動きを見ることができる Jは注目

し続けられるのは 2名{自閉症児、ダウン症児}である.

8名はグループと同じ行動をせず、雌れて自分の行動をし

ている.しかしその状懸でも人の動きを見ていると推察で

凶2 リズムあそびのへや{陣涛者スポーツセンター小体育館}

窓

;九ス;
z ヲIJt i 

市-r~

. 
t-H・ ιU~

かf~

合剛

館15::Jli
11120m 
トも!
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きる.それは雌れた場所でグループと同じ動作をして参加

していたり、 r 26.自分の番を待つことができる jでの自

分の番には参加したり、正確に動けるなど場面が見られた

からである.

f 27.非言語的交涜 Jでは初め、全員母子分権できずタ

ウン症の 1名を除いた 12名古人、リーダーに拒奇反応を示

していた.しかし今ではケンカする子ども、友達を追いか

ける子ども、世話をする子ども、リードしてあそぶ子ども

などさまざまな場面がみられ、大人から子ども同志へと広

がりが見られた.母子分継できない 1名も、時々母親から

破れて部屋の中の探検を始めるようになった.

r 28.言語的交涜』では初めにリーダーと話をすること

ができたのはダウン症児 1名だけだった.最近ではリーダ

ーが話しかければ答えられるのは 6名になった.これは無

発語状態から不明瞭ではあるが返事、あいさつができるよ

うになった.この中の精神遅滞児 1名は単語が増え、子育

も明瞭になってきた.また 2名(自閉症児・ダウン症児)

は2語文である.

f 29.指示を理解する J r 30.役割分担を意識して行動

できる J 2名は母親の指示でしか行動できないが、 4名は

リーダーの言葉の指示のみで行動した. 7名はリーダーの

言葉、動作、至近距擁での指示を必要とした.

f31.リーダーシップがとれる 1ではダウン症児 1名が

どの場面においてもリーダーになり行動している.これは

非指示的場面では自発的に、指示場面は理解しての行動で

あった.

国.以上の行動を障害別にみる.

自閉症児群 fA参加 Jでは自由にあそび、集合の両場面

で寝ていたり、走りまわったりの状態から、集合の合図で

自分から参加するように変化した.しかし 1対 1のあいさ

- 18-



つで自分の番が終わるとまた元の状態に戻ることが多い.

r Bリズム運動 Jはどアノのリズムに合わせて最後まで

表現できるようになったが、ほとんど一人で動き、母親、

リーダーから友逮への広がりがみられない.友だちと手を

つないで歩く場i爾では拒斉反応から受容への変化はみられ

るが、すぐ一人になっていた。

r C手あそび JはこFあそびの技術は全員達成度は高い.

しかし厳後までリードしてくれる相手の場合、最後まで共

同運動はできるが、協力関係を要する友達とでは成立が困

難である.しかし逃げずに最後まで友達と向かい合ってい

たなどの変化はみられた.

r Dリズムダンス j は7名全員母親とー絡でもすぐ逃げ

ていたが、ち名はパートナーチェンジができるようになり

誰とでも踊れるように変化した.

rE行動 j では一人での行動場面が多かった.人に関心

を示すことにより、物への関心度が高く、床の木目、ナー

スコールボタン、電話機、水道などに興味をもって行動す

る場聞が多くみられた.しかし電気のスイッチを消す友達

をつねったり、オモチャを取られまい左もめたりなど非言

語的交流の変化はみられた言語的交流 Jでは 3名に発

誌があるが 2名はリーダーはの返事ゃあいさつでありこの

中の 1名は部分的に歌が出る.他の 1名は 2語文が出てい

るが抑揚の欠如や時々場面への不適切な言語が見られた.

I 指示を略解すること j では言語指示、動作指示、指示す

る距雛、指示内容などの研究不足がみられ今後の課題とす

るが、この評価表からは指示の理解、役柄分拠の意識の評

価は高い.これは毎恒l悶じ流れの中でパターン化された涜

れへの自閉症児の図執性からではないかと推察される.

全休にグループの中では友だちの受容への変化はみられ

たが、孤立した行動が多くリーダーとの関係から広がらな

い.またグルーフ"の流れの中で部分的参加が多く見られ、

これは薮内らωが『社会的孤立状態の自問児にとっての社

会 (I~認知の困難さ l を述べているが、グループ全体の流れ

を杷握する力の欠乏の表れと思われる.

評価表によればA.B.Cの各領域での技術の達成度は

i奇いが、それは比例しての対人関係の発達が見られない.

!裂回@が『自閉症児の身体運動感覚は他者志向的情動へ

と発展されず自己の身休内部にとどまる 1 と指摘している

が、技術の達成感、満足感をどのように他者志向的情動へ

発展させるか、プログラムの内容などの研究課題である.

凪.精神遅滞児群 rA参加 j ではリーダーから名前を呼ば

れての参加や母綴に連れられての参加であったが、 2名は

一人で進んで参加できるようになった.またあいさつの場

而では、最後まで全員が座っていることができた.

Iリズム運動 j 藤永側らが精神遅滞児は『身体の発育や

諸機能(休絡、権力、平衡性、柔軟性、その他}が著しく

劣る j と述べているが、 4名の精神遅滞児にもリズム運動

のバランスの悪さ、堅きが見られる.しかし 1名は友達関

係への積掩的行動がみられ、後の 2名も相手からの働きか

けられれば楽しそうに・絡に歩いていた.参加問数の少な

い1名は母子分躍がむずかしくこの場面に参加したりしな

かったりの状態である.

rC手あそび」では指先の技巧性は自閉症児群より劣る

しかし4名中 2名は友達と、 2名は手あそびせず母親によ

りかかって歌を楽しんでいる.これは手の先や指先の細か

い動作が困難なことと、参加する意志の欠如によるものと

思われる.

rDリズムダンス j では技術の達成度に困難きがみられ

るが、 2名は共同運動する意志があり友だちと踊れたが、

後の 2名は立ったままである.しかしリーダーと踊ると少

しは動いた.パートナ」チェンジでも 2名は積極的に、 2

名はされるがままに動いた.

r E行動 j対人関係のよい 1名は友だちの動きを良く見

ている.口蓋破裂のため発声はするが言語表現が難しい.

対人関係で積極的行動がみられる他の 1名は弱視のため 1

m以内での行動しか見えない.その結果、いつものぞきこ

むような動作が多い。また学期初めなどの生活リズムが変

化する時期、友だちをぶつ攻撃的行動がみられたが、 Jjt語

がI普加し、発音が明瞭になってからは、その行動が減少し

た.また大声で音程やリズム感のよい歌をうたう.

参加回数の一番少ない 1 名は領峻A~Eのどの場而にお

いても母子分権できず、何恒lも失禁する状態であった.

藤永00が『新しい場面、新しい友達への緊張感、不安、

興奮が非社会的行動の表れ Jと述べているが、この行動は

すでに雰閥気のできたグループへ遅れて入ったことへの不

安感、緊張感の表現であると思われ、聞を璽.ねるうちに、

失禁がなくなり、時々ー人で部屋の中を探検し始めた等の

変化からも推察できる.

全体にグループの中で、この 1名を除いた 3名は対人関

係に発達がみられた.

国.ダウン症児君事 rA参加Jは友達を誘つての参加や母績

との参加である手をつなごう Jをうたいながらの参加

ができるが、発音の不明瞭さと音程の狭さがあり、こらは

精神障害からと思われる.

r Bリズム運動 j では技術の達成度はあるが動きの滑ら

かさにかける.日暮ら00が『ダウン症の筋緊張の低 F、関

節可動域の異常さからの運動機能発達の遅れ Iを説いてい

るが、リズム運動での身休表現の硬さはこれをあらわすも

のであると思われる.

rC手あそび J 1名は友達をリードしてのあそびだが、

他の 1名は母親とのことが多い。参加回数の少なさからと

恩われるが、母親から綴れて友達に働きかげている場隔が

時々見られるようになった.

rDダンス J 1名は自分から友達を誘ってパートナーに

なる場面が多い.しかし臼閉症児を誘ってf(!否された時の

対応に柔軟性が見られなかった.

rE行動 Iでは 2名とも対人関係はよい. 1名は常に友

達をいたわり助ける場面が多く見られ、時にはテレビや学

校の場面をおどけて再現してみせたり、意のままにならな

い時に怒ったりなどの場面が見られる.他の 1名はおとな

n
ヨ



地械で行う必要性がある.

深Ll!()事は『音楽リズムあそびを通じて共有続験をするこ

とによって、育やリズムを共有したり、仲間との関わりの

中での個性の刺激し合いの大切さ j を、また山口は仰天野

(15)の日常の活動におけるリズム訓練の後に続く学習への貢

献度 j を支持している。

障害児レクリヱーシヲン教室の子どもたちの集団や、集

団の中の個性を大切に、リズムあそびを過して楽しさの休

験をしながら、子どもたちの成長発遣を援助していくもの

である.そのためにはチェックリストの再検討や前に述べ

た課題などを、今後の研究課題在する。

グーチョキパーで何つくろう{フランス民謡)

遊び方

<歌> <手の動かし方>

(])グーチョキパーで・・両手でグ一、チョキ、パーをし、

グーチョキパーで くり返す.

ωなにつくろう・ 手のひらを顔の横でリズムに合わ

なにつくろう せて左右に動かす.

。)右手はチョキで人 ー右手でチョキをする.

(4)左手はグーで.......左手でグーをする。

(5)かたつむり .• • 右手の甲に、左手グーをのせて、

かたつむり かたつむりを作る.チョキの指を

かたつむりの角のように動かす.

[その他の例]

右手。・左手切ー(ボクシング、肩たたき、スーパーマン)

右手~.左手ψ {チョウチヨ、拍手、うさぎの10

右手穆-左手穆 {かに、はさみ)

*グー、チョキ、パーの組合わせで何がつくれるかを問

いかけ、親子で相談したりする.子どもたちからでてきた

ものを取りあげ、レパートリーを増やしていく.
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国.図 3では今まで述べてきた友達関係を図にしたもので

ある.この図から自閉症児同志の撰択実線はない。 V8の

排斥点線ほ電気を消しては V3につねられたり、身体が小

さい放に VIOの攻懲の的』こされたり等のため、姿を見ると

排斥的行動を示した.V 10の採択実線は V8はの攻懇的行

動の減少f妻、抱きつく好意を示す行動に変化したものであ

る。しかしV8は不快な表情で立っているのみであった.

このように初めはまったく対人関係が成立していなかっ

たグループに、 f豊かではあるが対人関係の発達変化がみら

れた.

4 終わりに

降得兜の社会参加へのUl助主しては制度上、昭和ち 3年

f中程度の降客児の幼稚間保育開への受け入れ Jや昭和5

4年『糞護学校の義務制、そのf去の交流教育、統合教育へ

の流れ!など、健常児の中への障害児受け入れの方向に動

いている。

しかし地域社会においては公民館活動、子ども育成会活

動、その他の受け入れはこれからと思われる.

降寄児のあそぶ機会や均所などの受ItsIl作り左平行して

隙害児の社会性、対人関係発達への媛助が、家庭、学校、

しいが人なつこくパートナーチェンジも抵抗なくできた.

チヱックリストから 2名の差がみられるのは年齢、参加回

数、 1Q 、環境によるものと思われる。

全休にみると年長のダウン症児を，t，心に対人関係(友人

Illl係)が発達してきた。
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自閉症

精神遅滞

ダウン症

撰択実線

排斥点銀

V2 ~V8 

V9 ~ VI2 

VB. Vl 

友達関係図図3.



動きの説明

(隊形 二人組で向かい合い自由に広がる)

(1).右手と右手で縄手をし、上下 3閏軽く娠る (4呼悶)

ω.胸の前で拍手を 3岡行う ( 4呼悶)

(3). お互いの左肩を右手で 3問聴くたたく。

次4こ、右肩を左手で 3恒l軽くたたく。{8 ~f.悶)

ω.両手をつないで右まわりをおこなう (8呼悶)

(5). (のと同様に左まわりを行う { 8呼問}

(6) .プロアムナードポジションをとり、好きな方向へスキ

・ソプで移動する.最後は新しいパートナ←と向かい合う

{ 3 2 ~f.悶}

以上をくり返して行う.

資料 3 キンダーポルカ

J =: 126 

(3). (l)~ωの動きを繰り返す. { 1 6呼問)

ω.お互いに手を離し、両手で自分の膝を 1問たたき、胸

の前で 1図拍手行い、相手と手のひらを合わせるように

3問たたき合い、 1呼間体む{8Df問)

(5). (のの動きをもう一度行う{8呼問}

(6) .両手を取り合い、両足で軽くその場とびを 3回行い、

1呼間休む{4呼間}

σ，. (6)の動きをもう一回行う{4呼問)

(8) .両手を取ったまま、その場を一周まわる。慣れてきた

らパートナーチェンジを加えて行う{8呼悶}

以上をくり返して行う.
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併に力レ-"<..Jレと日?常生生三言舌移司云重要望巨ヨ CT>将司 f系 4こて》し、て

O 海老原修 (積浜岡立大学教育学部}

休 JJレベル.有田量素性能力，無酸素性能力，日常生活活動レベル

1 .問題の所在

1960年代から 1970年代後半にかけての高度経済成長政策

は、その副次産物として、急激なt也峻変動、環境変化、社

会問題を引き起こしたこ主、岡崎に機械化・省力化が運動

不足症 (hypokineticdisease)をわれわれの身休に発生せ

しめたことは、知られる左ころである.この運動不足症へ

の世界的な共通認識が『健康で豊かな生活を回復するため

に、スポーツを生活に取り入れよう J という考え方を標傍

する.一連の健康ー休力づくり運動、たとえば、西ドイツ

のトリム運動や Spielmit、カナダの Partic ipact ion 、

イギリスの Sports in the community-問 xtten years 、

オーストラリアのLife be i tなどに結びっく左考えるこ

とが可能である. 1970年代後半から今日に至る、わが国の

スポ ツ人口の噌加や健康・体力づくり運動の隆盛もこの

影響下にある kするのが妥当であろう.

ところで、このようなスポ ツ人口のm加や健康・休カ

づくり運動への参加者の噌加に伴ってスポ ツ事故や陣容

が附加していることもよく知られている.ジョギング中の

心臓マヒや心不全、テニス肘や疲労性骨桁などの慢性的な

スポーツ障害、また最近ではヱアロビヴクダンスにおける

隊容などが事例報告されている 12' エアロピ 'Yクダンス

では床面、シューズ、運動様式の規定によゥてその対応策

が図られたように、適切なメデイカルチェックや運動処方

によって事故や降客の発生が未然に防げられるならば、ス

人口・フィトネス人口と事故・陣容のmJの正相関性 11' 1;1: 

適切な運動処方を怠ったこ左が原因になろう.

運動処方の実践を考えるとき、スポーツ科学とりわけ運

動生理学は、休力向上のトレーニングに関して、時間 (du

ration )、頻度([requency)、強度(intensi ty) の至適

自由ーを廃立している E叫が、実践プログラムを実施する上で

われわれが日常生活を営んでいるという事実を見失いがち

であると指鏑できる.すなわち、適切な運動処方の作成に

あたっては、休カトレーニングのみならず、日常生活のさ

まざまな要因を考慮する必要があり‘そのことはより生活

に密着した運動処方プログラムの作成が可能にすると考え

られる.

また、冠状動脈疾患患者への運動療法プログラムからの

中途脱落者{ドロップアウト}の理由を検討した研究では

スポーツセンターの利便性、運動処方プログラムの内容、

家践とライフスタイルに関わる要閣の 3点が重要な因子と

報告している a¥運動プログラムの促進条件に関しても、

adherence. compl iance. dropoutと参加者を分けその特性を

報告している"が，岡崎に各個人の健康・体力水準の

評価・測定.それに基ずく運動処方の提供というたことと

あわせて.生活活動の中に運動プログラムをどうとり入れ

るべきか.その具体的な方向付けが下重要となってくる Jと

街嫡する"ように.日常生活に応じた運動処方プログラム

の1;;1発ー提供が急務となっている.

そのような観点から.参加者を特定した上でその特性を

比鞍検討すると岡崎に.実際の休力あるいは疾病の状況な

どの指標と日常生活のさまざまな要因を関連付けて考察す

るこ kは健康・体力づくり運動を実施する上でより生活に

密着した運動プログラム作成にあたって必要と考えられる.

これまで，前述の視点からの研究は.沼田"と多々納ら

'. .ιnがある.前者は運動不足感を，後者l主体力もしく

は健康度評価を外的基準として日常生活との関連を検討し

ている.しかし実際に休カ測定を行った研究は多々納"の

みでありかつm~主体力が有酸素性能力1:無酸素件能力仁分
類されている状況を勘案すれば.実際に体力測定をしその

濁定評価値と日常生活関連要因の関係を傑るべきであろう.

本研究では.この観点、より，池田ー多々納らの研究の方向

に態拠しながら.実際に休力測定を実姥し.その結果{評

価}と日常生活篠式との関連を検討するこ1:.さらにはそ

こでの問題点について言及することを目的とする.

2.研究方法

4i ft~ 繁性能力 J: 無r\tt 案件:fIl;)Jの休力測定 k日常生活に関連

する要因についての質問紙調棄を併用した 7 1ールドワー

クを実飽した.体力測定ならびにその評価は宮下の方法 a引

によった.調査項目は池田引と多々納ー引質問lJ¥目を参照

に作成した.対象者.測定，調査期間の契なるフィールド

ワークを 3回実施した.

研究 1. 山形県の農村節市の小学綬 5 ・ 6~生児煮を対

象に. 1986lF 8月主 11月lこ実錐し，体力lま，

有酸素性能力だけを測定した(写真 1) • 
研究 2. 全国主要 7綴市一般成人男女を対象に 1985年

実鈍した.休カについては有酸素性能力のみ

を測定した{写真 2) • 

研究 3. 山形県村山市の一般成人男女を対象に 1986年

11月に実鈍し.休力測定は有酸素性能力主無

素性能力{写真 3)を測定した.

測定項目{変歎)の取り級い方は.休カに関しては宮下

の評価法 Z引によったが.有酸素性能力を測定した研究 1

と研究 2では『慣れている J.ふつう J.劣っている J

の 3段階に合成化したが.研究 3では有厳禁性能力を『か

なり優れている J- rかなり劣っている』の 6段階，無酸

素性能力を 5段階で点数化した.また.生活関連要因に関

しては.研究 1は表 2に.研究 21孟表4に示す通りである.
研究 3での変数の取り騒い方は以下の通りである.

X 1 体育成繍;学校当時の体育成級ち段階を点数化し

た.

X 2: 運動部経験年数;中学絞.高校.大学当時の運動

部参加年数を加算しそれを点数化した.

X 3: 学歴;中学校卒 4点.高校卒 3点.短大・高専 2

点.大学卒 1点とした.

X. : 廃業;廃業の程度を 4段階に分類し.座棄をよく

する場合を 1点として座業をしない形態を 4点、と

する.

X.: 8常生活活動レベル;仕事や家事における活動形

態.立っている.立ったり座ゥたりする，階段の
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昇降. if!l積物の;11徹.そうじ，食事の支度左あと

か た ず け な ど よ く動かす J 4 点~ rまったく

しない J 1点とし.合成化し点数化した. . 

X. : 余暇時間時間未満 1点. 1 ~ 2時間未満 2点

2~3 時間未満 3 点. 3~4 時間未満 4 点. 4時

間以上里点とした.

X 7: 睡眠時間;ち時間未満 1 点，ち ~6 時間未満 2 点

6~7 時間未満 3 点. 7~8 時間未満 4 点. 8~ 

9時間未満ち点. 9時間以上 6点の 6段階とした.

X. : タバコ;喫煙 2点.すわない 1)点、とした.

X. : アルコール;ほとんど毎日飲む 1点.ときどき飲

む{週に 3~4 関飲む) 2点.ときたま飲む(週

に 1~2 阿飲む) 3点.ほとんど飲まない 1点の

4段階とした.

X 10: 運動・スポーツ実施度;ほとんど毎日(週に 3~

4回}ち点.ときどき{週に 1~ 2悶) 4点，と

きたま{月に 2~3 回) 3点.あまりしない(年

に数える程度) 2点.まったくしない 1点、の 5段

階の評価敏とした.

X 11: 客観的健康度;食欲不振.疲労感，肩こり.運動

不足感などの 12項目について.ある 1点.ない

2点とし評価値を合成化した.

X 12: 休脂肪率;皮下脂肪原を計測し.長嶺の肥満判定

法制により.肥満 1)点.肥満でない 2点、とした.

x‘ )  :休力・運動への自信:休力や運動に対して自信の

程度を，大いに自信あり 4点，自信あり 3)席、.あ

まり自信はない 3点.まゥたく自信はなし 1点の

4段隙で評定し点数化した.

X..: PWC 有骸素性能力.ここでは PWC7S"QR.・‘を

を劃定し，評定簡は前述の通りである.

X円・仰筋力;脚伸展パワーを測定した.評価値は前述

のi語りである.

分析行法は，研究 1と研究 2ではクロス集計に基づき x2

スコアとクラマー係数を算出した.また.研究 3では.組

問分析を行い相関係数を算出しそれに基づき網開ダイアグ

ラムを作成した.

なお.対象者の人数は研究 1では表 1に.研究 2では表

4に示す通りで.それぞれ 3段階に分類した体力レベルの

人数を示す.また.研究 3では，男性88名.女性79名を対

象としている.

ヲ結果

表 3に研究 1の結果を示した.男子と女子ごとに X 2 ス

コア左クラマー係数を示す.男子の場合.学習1'1.スポー

ツクラブに有意差が認められる.乍汚勲に行っていない

者と行っている者では前者の方が体力があること.さらに

スポーツクラプでは行っている者の方が休力があることを

それぞれ意味する.

表1.PWC170による有俊素性作業能力の区分

if1，画 性別 男子 女子 合宮f

1尉 1ている 49 36 8ち

2.ふつう 95 89 184 
ト一一一

3劣ゥている 49 37 86 

合計 193 162 3雪ち

{単位:人数}

表2 説町民教の檎成I

アイテム カテゴリー

1きょうだい数 I 1. 2人!-:J..上 2. 1人 3.0人

2.;量判欄 1. 30分J-:J..上 2.15~2切十 3.15分忠治

3.休宵好き・煉い 11 好き 2きらい

4.好きな科目 1 体育 2そtlJ，:.I外

5.必修クラプ 1 スポーツクラプ 2文化クラプ

6.学習鑓 I 1. j画qている 2通うていない

1スポツクラプ I 1参加 2不参加

8好きな格調l 1 スポーツ中被 2それ以外

9.食べ物 1 たぺる 2たべない

10主観的健康状喧 I 1 よい 2よくない

11.客脚湘樹脂 I 1 自覚なl 自覚あり

12.日常の身{材S勤 I I ょくする 2ときどきする 3しない

喪3.体力レ'"'"ルと日常生活要図的関係

男子 | 女子
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o
r

一E
-
一

8
0
2
g
8
1
4
-
1
6
2
0
2
L
2
3
8
1
6
3
2
;
4
0
2

一
1
8
2
1
9
1
4
5
8
8

3
一6
E育
γ
皇

8
-
B
〓3
4
3
9
1
0
7
4
7一

6
4
8
8
雪

7
一

9
9
4
6
雪

9
8
1
2
9
6
1一
雪

1
4
2
9
9
8
6
4
0

寸-一:一・。…。一
1
1
1
J
1

…一
一

J

J

o

l

o

-

。一1

0

0

1

一一Ili
-

-

1

2
一
-
一
一
一

o
-
2
一
百
u
Z
9
5
g
3
6
2
7一

0
6
8
7
3
E
4
6
2
1
8
6
2
6
7
0
0
1一
0
7
4
8
6
雪

2
3
6
3

E
8
百三
E
E
6

一26
ラ
'
o
l
-
-
2
0
4
3
1
4
J
J
6
1
7
6
i
i
3
9
7
7
4
一
7
3
7
5
7
1
6
2
8
4

6
一1

一4
一O
一一

6
1
0一
0
1
8
2
1
3
1一
事

1
6
6
4
6
-
1
1
4
0
4
1
6
2
2
1
0
2一
8
5
7
雪

3
3
2
0
0
4

7
「
「
「
「
「
下
一
4
7
5
3
3
7
8
L
i
2
2
g
L
0
7
1
1
1
3
U
9
3
6
U
9
9
0
8
0
3
8
3
3
6

3
2一白一
3
一O
一3
ぢ

L
o
-
-
雪

3
2
0
7
8一

4
6
8
9
8
2一

8
1
6
8
9
8
5
4
4
9
2
8一
宮

0
8
9
8
7
3
7
7
3

1
1
-
-
ι
9
1
1
2
一
O
I
l
-
-
0
1
1
3
2
2
I
B
I
-
-
o
o
o
o
o
o
-
-
o
一
1
1
o
l
o
-
-
1
0
1

1

r

E

-一
一
ト
ト
1
1
ト
6
1
L
3
M
M
γ

」

J
0
0
6
4
0

十
2

Y

3

L

f

ト
仁
7
2

1
1
一一
9
一。一」一
7
一
l
a
i
l
e
-
-
4
4
g
6
7
4
」

J
J
1
0
j
1
2
J
j
j
J
4
9
7
0
4
0
j
l
i
6
8

6
-
4一一
2
百
E
-
E
6一

0
3
2
2
1
0
雪
-
3
1
2
3
雪

0
4
5
2
4
1
1
1
0
0
0
S
2
1一
7
3
2
2
2
9
6
9
1
5

- 23-



る. 表6.PWC151J1肺IX1:説1事政3置と玖燃飽

また日常の身体活動を伴う遊びについては.長い距継をド『とご一一一一間川 男 性 i 空 空一

定る.ボールー石を扱げるの 2項目に有意差が認められ. 1.， ~子ムh 閉 I x2 Cr. %2  Cr 

X 2 スコアの数値を考慮しても.体力のある者ほど身体活 」一一一一一一一一一一一一一一
1割IT¥腿康度
2夜帰磯

7.75 073 11. 65* . 107 
6. 76 . 081 
3.44.059 
3.60.073 
7.97**.115 
4.07.064 
3.95.063 

動を f干う遊びを行う.いわゆる活発な児童であると判断で

きる.

一方.女子の喝合，男子で有意差の認められた学習聖書や

スポーツクラプに有意差は認められず.好きな番組に有意

#.が認められ.体力のある者 11・どスポーツ中継を見ている

ことになる.

食べ物に関しては.清涼飲利水に有意差が認められ.体

力のある者ほどジュース類をよく飲むことになる.

主観的健康状態評価では.男子問機.からだっき，体力

運動神経の 3項目に有志差が認められる.

さらに，客観的健康扶懸評慣では.気持ち悪さを経験す

る者が休カレベルが低いことを意味するが.この項目に有

怠差が認められる.

また日常の身体活動では.長いi1!縫を走る.パット・ラ

，.. '1トでたたく.走って曲がる・止まる，ボール・石を扱

げるの 4項目に有意差が認められる.

7ラマー係数の大小は体力レベルの高低と日常生活要因

の関連性を示すが.男子では .200を鐙す項目は.男子で

はからだっき.やさい.ごはんーパンの 3項目，女子では

からだっき.運動神経.休カ.好きな寄輔lの4項目である.

また X2 検定で有意差の認められる項目では，いずれもク

ラマ←係数は. .180前後の数値を示し.相対的に高いと判

断できる.なお. X 2 スコアとクラマー係数の対応関係に

ズレが生じているのは臼 1111宣が異なるためである.

喪4.PWCI5'問調嗣Xによる有償草作刻寵力町区骨

/1.ラ 却明主散の摘成E

アイ テ ム カ テ ゴ リ

1客鰍強蹴度 1よい 2ふつう 3わるい
(20項目の客観fI'.P'.健康度指標を合計1..3臨時仁愛挽する}

2帯熱a積書 1.1:くなも、 1.1つあり 3.2ι社あり
(42珊自の樫繰搬を合計1..3続需に変帰する}

3主観Ir'Jdl畑貴 I 1よい 2ふつう 3わるい

4睡眠:... ，r..1 I 1. 6町田主満 1.6、7町司未満

5たばこ

6アルコール摂取

3.7-8時間未満 4.8時間以上

1眼t沿い

1飲まない

2吸う

2ときどき 3毎日

1. E1常生r&i~明IJt: 匂ょくする 2ときどき 3しない
| 買いものをもっ.からだを曲げるなどを3隈備に総合評価する}

8舟曙界情 I1.20楠抹満 1.4時間未満 3.4配相似上

9体力へのfl信 I 1.ある

10運動綱 I1.ある

2ふつう

2ふつう

11.7'を州t，丹連盟昨胃Il'f敬 I 1な1.. 1.3'字以下

3ない

3ない

3.4'手~1J:

11軍司戊純度 I 1週 l回以上 1.112-3回 3それt:l下

3主御機脱皮
4睡眠附司
5たl:iこ
6."/~:::J -M!!Ilt 
1白常生活活動度
s余静澗
9体力ハ司自信
10運動神経への自信
11.'宇生附tの運搬瀕年数
12運動実純度

10. 13ホ ー 083
4.38.055 
8.43.076 
1. 34 . 041 
7.03.069 
4. 90 . 0ち8
8. 36 . 076 

15. 61 *牟 103
8.29.075 
3. 56 . 048 

13. 15*ホー 099

11. 11* .106 
20.33**.142 
12. 07ホホ. 110 
5.07.065 
ち. 10 . 069 

表6にIi研究 2の分析結果を示す.男性の均合.離病経

験. 1'" 力への臼 15. 運動神経への臼信の 3 明日に.干j:t!.~
が認められる.またクラマー係数は男女共に低い数値を示

すが. .100以上を示す項目はいずれも X 2 スコアが布意義

を示した.
男女聞に共通する項目は休力への自信のみで，休カレベ

に夜機的に関与すると考えられる濯効実施慢は男性では有

意差を示したが女性では示さず.この差異は注目される.

表7には研究 3における相関分析による相関係数を示し

た.右上は男性.左下は女性の結果を示した.男性の局合

PWCについては日常生活活動レベル{ド.23)と運動・ス

ポーツ実純度(r~. 32)に有意差が認められる.またm筋力

については.体育成績(r~. 38)と体力・運動への自信{

ド .27)が有意である.

一方.左下に表示した女性の場合では. PWCでは.学

廃(r~-.22) と体力ー運動への自信{ド.30) .脚筋力では

体育成績(r~. 39). 運動告書参加年数(r~. 22). 学療(r~-
39).座業{ドー22).日常生活活動レベル(r~-.23)' 体力ー
運動への自信(r~. 44)の6項目がそれぞれ布怠な相関関係

を示す.
図 1.図 2.図 3は，表 7に示した相関マトリックスに

基づき. PWCならびに脚筋力の体力レベルに関連する生

活要因より f構築した相関ダイアグラムである.

図 1に示す男性の PWCについては運動・スポーツ実施

度と日常生活活動レベルの 2要因が直接的な相関性を示し.

それぞれの背景には.前者では，体力・運動への自信(r~ 
.41l.客観的健康度(r~. 24).運動部参加年数(r~. 41).体
育成績(r=.40)が，後者では体育成績(r=. 17).座業{ド・

42)の関連性を指嫡できる.

男性の関筋力を示す図 2では休カ・運動への自信 t体育

成績に運動・スポーツ実施度(r= .19)を加え.これらの 3

要因の背貨には運動部参加年数をあげることができる.

さらに.図 31こ女性の P¥VCと脚筋力に示す.この両者

の悶には高い相関関係(r=. 29)が認められる. PWCでは

学腔と休力・運動への自信が.開筋力では体力・運動への

自信.体育成績.運動郷参加年歎.日常生活活動レベル・

座業がそれぞれ有意な網開性を示す. PWCと脚筋カ共に

有意な相1関関係が認められるキーファクターである体力

運動への自信は，運動・スポーツ実施度(r=. 39). 体育成

績(r=.切れ運動部参加年数(r=. 37>と有意な相関関係を

示している.

4.考察

本研究では体力測定の評価値と日常のいくつかの生活関

連要因の関係を明らかにしようとした.
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3つの研究調査に共通する点は.体力についての主観的

な評価が実際の休カレベルと高い関連牲を示すことである.

子どもを対象にした研究 1では.表 3，こ示すアイテム 10:

主観的健康状態評価.研究 2では表 6に示すアイテム 9.

10:休力や運動神経への自信，研究 3では表 7に示した.

X け・休力・運動への自信である.これらは必ずしも日常

の行動パターンの 1つではなく.意書重である点を留意すべ

きであるが.休カレベルが高いので自分の休カに自信があ

る.評価を高くするという関係が成立し.運動生理学での

主観的運動強度の妥当性"に充たる.

トレーニングによって，すなわち身体への物理的刺激に

よって休カが向上することは周知の通りである.したがっ

て.日常生活活動のなかでは.身体への"1i散を保筒する.

スポーツクラプへの参加.腹案などの生活形態や活動度.

子どもの身体活動を伴う遊びゃ運動スポ ツ実練度が.体

力の高低と関連が認められたのは妥当な結果と判断される.

児j章・生艇の体力に関しての生態学的研究では.農村 t

/';1¥市の休力を比較すると農村の方が都市より休カレベルが

高く，農村の日常生活には有酸素的能力を高める場が多い

とし.農村の自転車通学と沼市の徒歩通学の速いに原因を

求めている‘“. 同ーの通学方法ならは.通学距離や通学

時1:11が:if!要な要因になる左推定されるが.研究 1では必ず

しも重要な要因ではない.これは通学という行動が有酸素

(J¥) 能力を高める場ではないと解釈することも可能ではある

が.スポーツクラプへの参加や日常の身体活動を伴う遊び

への関与などがより強い刺激となっていると推定する方が

よいであろう.

また.日常の身体活動を伴う遊びでは.男子よりも女子

にいくつかの項目で関連性が認められ.その項目がパット

・ラ，-'1 トでたたく.ボ ル・石を綴げるなどであるから，

いわゆる活発な.オテンパな女子が休カレベルが高いこと

になろう.

一般成人男女を対象にした研究 2・3では.男性の均合.

連動実施度と日常生活活動レベルの 2項目が.女性の場合

にはタバコが有骸素的能力と関速があり.また研究 3での

み測定した無酸素的能力である脚筋力 tI.t.女性では座業
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と日常生活活動レベルが関連がある.研究 3の女性の場合

には学歴が PWCI:関連があるが.学歴が高い者はその年

数を休育綬棄を受講し卒業時点、の初期体力レベルが高いと

考えるならば.その後の日常生活行動において明らかな差

がないかぎりは，学歴が高い者が休カレベルが高いという

現象は妥当であり.これと同じ現象は図 1.図 2.図 3に

共通する運動部参加年数が初期体力レベルの高さに関連す

ると判断できる.

多々納の研究、，でも.休1Jに関連する日常生活活動要因

l.i運動実錐度だけで.その他の要因tますべて意識に係わる

要因もしくは主観的な結標であり.本研究での男性の結果

に一致事る.
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できるが.これらの項目についても.回答者の主観的な判

定に依存している点を留意する必要があろう.すなわち.

島問ら，])が生活活動量の高い者が体力的にも高い水準の

傾向にあるこ1:.駿種によって生活活動量が異なりひいて

は休力水準が異なることを明らかにしていることを考慮す

れば，日常生活活動の身体への物理的刺激の程度を心拍教

によって追跡調査を行う.あるいは観察法を用いるなどの

客限性の高い手法によゥて日常生活要因の行動パターンを

分所したその結果と体力レベルとの関連性を検討するこ t

が!Ii:要と考えられる.

さらには.日常生活関連要因が客観的な測定の可能な行

動パタ ンに関わる要因 k主観的な評価に依存する意識に

関わる要因に大別でき，その脊最には生得的な要因や人口

統計学的な要因も挙げられる.行動パターンに関わる要因

についてはその客観性の程度によって評価が異なる.いわ

ゆる薄動実姥度を例にとれば.従来の質問形式では頻度を

質している場合がほとんどであり.強度や時間についても

言及する必要があろう.毎日の軽い運動と週に 3日の強度

の高い運動では後者の方が質の高いトレーニングであり体

力向上に寄与するが，頻度だけを手がかりにした場合には

前lfの tiが高い評価となり，体カレベルとの関連性は薄れ

る.したがって，体力レベルを指標に用いる際には主観的

評定を俳除し客観的な行動パタ ンの分析に主眼を置き.

身体的健康度や体力への自信などの主観的な判断に依存す

る指標をmいる際には客観的な指聖書より主観的な要因を周

いる.と考える.

写真 1.小学生の有酸素性能力 (PWCI70)を測定する

写真 2. 一般人の有酸素性能力 (P胃C，叫HRIIl...)を測定する

写真 3.一般人の無酸素性能力(l1li伸展，パワー)を測定する
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事務職員のレクリエーション活動の疲労回復効果 I~ 関する研究( 1 ) 
~昼休み中のレクリエーシヨン活動による自覚痕状の変化を中心として~

O 伊 藤 順 子

(日本体育大学)

V7')I-Y3i活 動昼 休み自覚症状疲労回復

I はじめに

現代生活における疲労の問題は、とりわけ日常の労働生

活の過程で人間に経験される現象として扱われるととが多

b 、。
一般に身体の疲労は、①生理的・心理的機能、②パフォ

ーマンス、③疲労感という三つの側函において、仕事をし

たことによって生ずる他覚的変化や仕事の能率の低下、疲

れたという感じの徴候であるといわれているl)2) • 

現任、被労の凶復には、睡眠を第ーに、休息や栄養を取

ることが効果を持つといわれている.しかしながら、本研

究では、疲労したときそのまま安静を保つより、軽い身体

的運動をした方が回復効果があがるととがある 3) 、とい

う績極的な休息方法の考え方に注目し、その手段としてレ

クリエーション活動(以下、レク活動と称する)に着目し

fこ。

職場に適切なレクリエーション活動を導入し、それが職

場に働く人身の健康や休力、疲労や能率、出動率や災害、

人間関係などにどのような影響があるかを検討した先行研

究には、験種別や作業内容別にとらえたものとして、時量谷

らによるいくつかの報告がある 4)5) 6) .その影響は、健

康の維持・噌進や体力の向上を始めとして、人間関係や臓

湯の雰囲気など他の事態にも良い結果となって表われるこ

とが、生理的心理的側面からの効果測定・調査によって明

らかにされている 1)81 .しかしながら、これらの報告は

例人の起床から就寝までの聞におりる行動または習慣的行

動の内容についての変化、休養や生活状況への影響を具体

的に追究するまでにいたっていない.個人の生活環境にお

ける健康な生活の向上にレク活動導入の主眼を置くとする

ならば、個人の生活状況から具体的にどのような反応がど

の程度期待できるかについて明らかにしていくととが重要

な意義を持つといえる。

そして、働く人々の健康を維持し、疲労を回復させるた

めには、朝の寝床、作業前、作業中、昼休み、夜寝る前と

いった一日24時間の随所に工夫がなされるととが理想であ

り、その中でも昼休みの時聞を有効に利用することは、午

後の心身の状態に変化を与える刺激としての重要な役割を

持つことになると考える.さらに、限られた時聞を、レク

活動によって f楽しさ jや「快Jにつながる心理的な自覚

に対して能動的に活用し、意識される主観的訴えや疲労の

自覚症状を軽減させることができれば、より一層昼休みの

活動の効果が期待できるはずである.

つまり、小木が「産業保健 1j (日本産業衛生学会編、

1985年)の中で、疲労の表われ方には、労働負担や生活様

藤本給次郎

(日本体育大学)

式のi皐いによって大きな差が認められるという指摘をして

いることからも、働く人守の日常生活の疲労を個人のレベ

ルから分析していくととが重要だと考える。

しかし、レク活動を実際に職場全体の活動として権進さ

せていくごとは難しく、その臓場の組織・経営体による違

いから慎重に対処していかなければならない実情がある.

そういった意味で、本研究の対象になった公共の機関で、

昼休み中の活動を中心とした個人レベルでの対応策として

昼休み中の活動の内容による遣いが、昼休み後つまり午後

の作業開始時点に気分や疲労感という主観的訴えにどのよ

うに反映され、終業時またそれ以降の休養や生活状況にお

ける心身の状態にどのような影響を与えるかを測定・調査

により明らかにしようとした。

以上のことから、本研究は臓場の昼休み中のレク活動が

疲労回復に与える彫轡を、その活動内容の相違と、自覚症

状の変化の関係から、事例的に明らかにすることを目的と

した.

H 研究の方法

1 .対象

東京都B区役所に勤務する事務職員男子28名であり、そ

の内15名を本研究の測定・調査の対象とした.

2.測定・調査の期間

昭和62年 9n 16日から11月13日にかけて 1期間2週間で

実施した.

3.測定・調査の内容と手順

測定・調査は、段階的に二つの方法を取った.詳細は、

次のとおりである.

①基礎資料を得るための測定・調査

対象者の体力の現状を把鍵するために、壮年体力テスト

(握力・黍直とぴ・反復横とぴの 3積自のみ)を実施した

質問紙による調査は、性別・年令をはじめ健康状態、疲労

感の有無、疲労回復方法、自由時間の過ごし方、家族織成

など、個人の属性を明らかにするごとを意図とした.また

対象者の職場環境や生活環境に対する個人的訴え、労働の

遂行・持久に伴う自覚的他覚的変化の有無を聞き取り調査

および観察法によって実施した.

②昼休み中のレク活動による疲労回復効果をみるための測

定・調査

表 lに、昼休み中のレク活動による疲労回復の程度をみ

るための測定・調査内容とその測定・調査時点を示した.

測定・調査は、 1週間に2日間のレク活動日に、 『自覚

症状調べj (日本産業衛生学会・産業疲労研究会選、 1910

oo 
n
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年)とフリッカ一個測定を 1日4回実施した. r/T感調査
は、質問紙に今の気分や疲労感、個人にかかわる要因など

を飽め慣き式に本人が書き込むもので、 1日3回2週間

(測定・調査期間中の毎日)継続して実施した.

被験者の選定は、既に昼休みにレク活動を積極的に臓場

で実施している者の協力を得て任意に行なった.

28名は、囲碁・将棋といった静的な活動を遡 2回以上継

続して行なっている者(囲碁・将棋群)とテニス・野球・

ラグビーなど動的な活動を週 2回以上継続して行なってい

る者{運動継続群)、そして昼休みは特に決まった活動を

せず、雑談や読書などで過ごす者に本調査をきっかけに昼

休み週 2闘を掻低限に動的なレク活動を積極的に取り入れ

ていく者(運動実施群}の 3群に分けた上で、その活動に

よる影響を検討した.しかし、勤務内容が最も平均的な 2

週間を基準としたために、公務による長期の出張・行事な

どが重なり、最終的には15名が調査の有効対象となった.

表2は、その年蹴構成を示したものである.

測定・調査実施期間は 3群とも向日開始が望ましいと考

えられたが、現場での調査という詰IJ約があったため、群に

よって調査開始日が多少異なった。

III 結果と考察

1 .基礎資料を得るための測定・調査結果

1)研究対象者28名の特徴

壮年体力テスト、質問紙調資、聞き取り調査、観察法の

範囲での対象者28名の特徴は健康・体力については加齢に

伴う機能の低下という傾向を持ち、自由時間量やその過ご

し方はほぼ一般的な行動範囲であった。

疲労に関しては、 「いつも感じるj、 「ときどき感じる」

「たまに感じるj と答えた者を合せると 28名中27名 (96.4

%)が日常生活の中で疲れを感じており、その回復方法も

表3に示すように多様である。

2.原休み中のレク活動による疲労閥復の効果をみるため

の測定-調査

1 )被験者の概要

基礎資料を得るための測定・調査の対象者28名のうち15

名が被験者として昼休み中のレク活動による疲労回復の効

果をみるための調査対象となった.

本研究において比較した運動実施群と囲碁将候群の被験

者の概要を表4.表5に示した。ごとでは、より個人にか

かわる要因としての項目を取り上げた.

なお、運動継続訴は、各種スポーツに代表されるような

身体活動のため、被験者が40才未満の者に片寄ってしまっ

た。そのため、相対的に各群との比鮫検討が困難であると

fjJ断し、今回は考察の対象としなかった.

まず、昼休みの過ごし方に着目すると、観事実によって運

動実B白書干の被験者は、磁場内での過ごし方が中心になって

いることがわかった.実際、臓場の昼休みの場面は自分の

鯖子に背をもたれかける格好でのいねむりや読書といった

光康の多いことがわかる.ごれらは、職場環擁の違い(机
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の配置、空間的余裕、照明、換気など)によって昼休みの

休憩としての機能が十分に果たし得ない状況にあるのでは

ないかと考える.閉幕・将棋群の被験者は囲耗・将棋をす

る場合は、昼食を取るとすぐ移動するととが多いが、それ

以外は、臓場内で昼休みを過ごすことが多い.

運動経歴とスポーツの実施状況に着目すると、就職そし

て結婚・養育期のスポーツの実施状況は学校期のそれと比

べて、職場・家庭環境や本人の動機に大きく左右されると

考えられる。たとえば、 fスポーツをやりたいが子供が小

さいうちはできそうもないj、 『時間的余絡が持てないj

などが妨げになっているようである。

2 )昼休み中のレク活動の内容と評価

レク活動は、その性質上、動的活動としての運動と飾的活

動としての開碁・将棋に分けられた。その内容と評価につ

いては次のとおりである。

①運動の内容とその評価

被験者との爾接により、レク活動としての要素を合み、

身近で、道具なしで行なえる体操が候補に上がり、音楽に

合わせて行ないたとの要望があった。昼休みの運動は、 4

回とも内容の作成、指導は筆者があたった。

内容は、温谷が考案した安全体操引を参考に、午前中

の疲れを一掃し、爽やかな気分で午後を迎えちれるように

特に身体の姿勢を正し、健康の維持.fW進のために今後続

けて実行できるごとに震点を置いて、被験者の年歯昔、休力

体絡を考慮して作成された.また、 I回ごとに被験者の反

応や時間的条件(最低でも 10~15分間が必要)をもとに、

回を重ねるごとに運動強度を高める工夫をした。これは、

どの程度の運動が疲労回復に効果的なのかをその時の訴え

や反応かち導き出すためである.

運動の強度として、芝山 10)の壮年期の健康な休力の保

持には適度な運動が必要であり、池上 11)の安全かっ有効

な運動とは、定常的な全身運動でリズミカルに反復続続で

きるものであるという条件をもとに、心泊数が毎分 120~

130拍になるような軽度の負荷で数分間以上、できれば20

~30分間の運動を目安にした.

被験者の服装は、ワイシャツ姿に運動靴着用である。場

所は、 4聞とも原外である庁舎屋上(地上5階)で実施さ

れた.表6は、 4回目の運動内容とその構成及び被験者全

体の運動中みられた共通した反応を記したものである.ま

た、図 1は、その時の心拍数の変化を運動実施群の年長者

のY.Aさん (56才)と年少者のT.Mさん (35才)について

連続して測定したのもである.なお、運動後の RP Efl霞{

主観的運動強度)は、 Y.Aさんが r¥3 ややきついj 、T.

Mさんが rl1 楽であるj という申告を受けた.

以上の結果から、被験者の反応に示される楽しい雰聞気

の中での実施後の感想は、運動の効果として「爽快だJ、

『体が軽くなったj、 「スッキリしたjなどがあげられて

いる。また、当日の終業時に両者とも気分は良く、午前と

比べて作業能率は上がったと答えていることからも、その

効果が認められる.これは、昼休み中のレク活動として呼



吸循環器系を適度に刺激し、リズミカルで手軽な定常的な できる.

全身運動であったために心身の状態を変化させ、午前中の また、昼休み後の所感調査において、活動が『楽しかっ

疲れを取りうる活動と評価できる。 たj という悶答が全測定日かち得ちれた.これは、開幕・

②問符・将械の内容と評価 将棋鮮の被験者(で全日にわたって『棄しかったj という同

開喜平・将械は、開芥・将棋盤が30!間程度並べてある庁舎 答が得られており、昼休みを楽しい活動で過ごすというこ

地下の集会窒{和電20:!'t.)で行なわれている.部尾では. とのレク活動の在り方に注目できる.

仲間と声を機付合って指しあったり、仲間の対局を見学し 次に、 「自覚症状調べjによる訴え率の昼休み前後の変

たり、績になって休んでいる人も見受けられる。ごの場は 化に着目してみる.ごの調査察は、疲労に関する30項目を

年備や役職という上下関係がなく、好きな四碁・将棋を指 I群(第 1-10項目) rねむけとだるさJ、H群{第11-

しあう仲間としてのなどやかな雰閲気が感じちれる.しか 20項目) r注意集中の悶警官j、田群(第21-30項目) r局
し、勝ち負付が決まる己とで喜んでいる者、悔しむ者の精 在した身体違和感Jの3群に分けたものである.

神的な感情を誰もが味わっているようである.これは、思 表7からわかるように、運動実施苦手のIII鮮を除いて、昼

休み後の所感調査の『将棋でいい攻めができて気分が良い 休み前に比べて、昼休み後の訴え率の減少傾向がみられる.

「ずっと負付ているので悔しいj という答えからもその反 また、この結果から全体的に運動実施群よりも閥芥・将

応をみるととができる。 棋群の方が訴え率が高いことが注目される.

聞主主・将棋群は、全体的に休を動かすことはなく、精神 運動実施群は、 「精神作業型・夜勤型j と判定される「

而の働きに集中がおかれていると見受けられる.また、部 1> 11 >IllJのタイプから、 r --般型j と判定する r1 > 

尾は地下のため日当たりが悪く、常時20-30人が在室、喫 阻>JI Jのタイプへの変化がみられた. (表8)

t望者が多いにもかかわらず、適切な換気が十分に行なわれ 次に、項目別の訴えの集中を表9でみると‘共通の傾向

ていなかった. として、 『目がつかれるjに訴えが集中しているのがわか

以上の結果から、昼休み中の拍動としての囲碁・将棋は る.これは、事務作業者の特徴といえる.

内容そのものの楽しさは味わえるが、午前中の疲れを取る 運動実施鮮については、 『目がつかれるj、 『ねむいj

活動としての評価はされ難いと考える. の訴えが昼休み前に集中しているが、運動実施後は、減少

3)昼休み中のレク活動が疲労回復に与える効果 している.これは、運動実施によって、大脳の活動水準が

①R休み直後への彫轡 高まったものと考えられる.

昼休み中の過ごし方による影響は、第ーにその直後であ 閤碁・将棋群は、 『日がつかれるjの訴えが昼休み後に

るR休み後の回答に反映される。図 2、図 3は、運動実施 減少を示しているものの、いぜんとして集中は高く、昼休

群と湖碁・将棋群の全被験者について、昼休みのない土鰻 み後に上昇した rui1がぼんやりするJ、 『物事が気にかか

日限を除いた調在期間中の所感調査における昼休み後の るj、 『声がかすれるjなどの訴えは活動の特徴を表わす

『気分Jと『筏労感j を5段階の尺度で示したものである ものとみなすことが考えられる.

「気分Jについてみると、活動実施の昼休み前から比べ また、全体的に囲碁・将棋群の訴え率が、運動実施群よ

て正の方向の回答を示している者は、閉幕・将棋群に比べ り高かった.

て運動実施群に多いことがわかる.気分は、外界の刺激に 図4及び図5は、フリッカー値測定結果をもとに、湖IIA

応じた自分自身の状態によって絶えず変化するものである. 日ごとに始業前のフリッカ一億に対する変動百分率を時間

こζで正の方向の凶答を示したということは、昼休み中の 的経過で比較したものである。しかしながら、図からわか

出来事が自分自身の心身の状態を変化させ、また好感をも るように、昼休み中のレク活動による影響は運動実施1ft.

たせる働きをしていたと考えられる.これは、運動実施後 囲碁・将棋群にかかわらず多様なパターンが表われたため

の『スッキリしたj 、 「爽快だj、 『休が軽くなったJ、 に、昼休みの行動状況だりだは、一様な傾向としての判断

f気持がいいj という被験者からの自由回答によって裏づ がくだせなかった.

けられる.そして.運動実施群の「気分jの正の方向への ②終業時とそれ以降への彫響

回答傾向は、運動実施の制定日だけではなく、積極的にレ 終業時の回答は、昼休み中の影響が昼休み後の次に反映

ク活動として運動を実施した日にも同様な結果をもたらす されてくる時点であるから、その影響の持続性をみること

ζ とが関 2から明かである. ができる.

次に、 『疲労感Jについてみてみると、運動実施後の疲 そして、終業時以陣への膨響は、終業時以降の行動や家
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考えられる.

しかし、二日酔いや寝不足といった行動は、翌日の始業

前の所感調査の回答に影響されてくるものと考えられ、終

業時及ぴそれ以降への影響についての結果と考察は、本研

究第 H報で報告する ζ とにする.

測定・調査時点と内容

測定・
調査内容、

午前 l午後 |午後
始業前|終業時|始業時|終業時

畳休み柄ll(昼休b後}

O O O O 自覚症状調べ

時点

表 l

IV まとめ

本研究では、労働を中心とした日常生活の疲労を回復さ

せるためには、 1日24時間随所への配慮が必要であるとい

う立場から、その内の昼休みの活動に焦点、があてられた.

そこで、本研究で対象となった男子事務磁員の昼休み中

のレク活動が、疲労の回復に与える効果は、自覚症状の観

点から以下のようにまとめることができる.

( 1 )昼休み中にレク活動として体操やゲームをすること

によって、 I気分Jや『疲労感j といった主観的な訴えを，

正の方向へ導かせるごとができた.すなわち、囲碁・将棋

という静的な活動よりも休操という動的なレク活動の方が

心身のバランスを繁え、疲労回復に有効な主観的効果をも

たらしたといえる。

(2 )昼休み中のレク活動としての体操やゲームをするこ

との運動強度は年齢による差が認められた.

(3 )昼休み中のレク活動は楽しさと満足感をもたらすこ

とができた。

(4 )昼休み中のレク活動の実施によって、昼休み後の「

自覚症状調べj の訴え率が低下した.つまり、積傾的に活

動するごとが自覚症状の変化からいって疲労の岡復に効果

をもたらしたといえる。しかし、活動の内容によって逆の

要因としての働きがあらわれてしまう場合が認められた. O 

O 

O 

O 

O O 

O 

フリッヵ→直

所感調査

*所感調査は38毎に配布・回収し2週間継続した
*0印は測定・調査実施を示す

被験者の年齢織成

35---39 
4砂-44
4令、-49
5か、-54
5争、-59

計 (N=15)

疲労回復の方法(複数回答)

表2

運動継続群囲碁将棋群運動実路群

(%) 

42.9 
35.7 
32.1 
21. 4 
21. 4 
17.9 
10. i 
10.7 
7.1 
7.1 
3.6 
3.6 
3.6 
3.6 

2
0
9
6
6
5
3
3
2
2
1
1
1
1
 

1
1
 

疲れを感じる節位を動かす
飲酒
眠 る
休養
何もしない
人治

スポーツをする
深呼吸をする
体操をする
トイレに行く
あくびをする
践を洗う
飲食
趨昧・創作をする

表3

V 今後の課題

昼休みの 1時間は、食事・休憩という、胃の正常な消化

織能を保持し、疲労回復に有効な行動を含むが、さらに残

りの時間を休憩の効果を上げるために、いかに有効に用い

るかが今後重視される点であり、主体である個人の側から

みた検討の必要性がある.

勤務による時間的制約や被験者人選に要求される条件と

人数の点で種与の困嫌があったが、既にレク活動を継続し

ている被験者との比較や運動実施群の運動日以外の測定・

調査による比較、またレク活動の効果を見ていくための継

続調査が必要と思われる.さらに、各人の晴好性に合った

体操以外の活動を昼休み中のレク活動として、その内容と

程度について主観的効果のみならず、客観的効果として検

討していく ζ とが今後要求される。

年齢{銭)

注記・引問文献

1) S.II. Bart1ey .. E. Chute:Fatigue and lmpairllent in 

Man .McGraw-lIill.1947 

2)吉竹 博:産業疲労ー自覚疲状からのアプローチー.労

研出版. pp. 3-5. 1975 

3)渡辺俊男:疲労と休養.体育の科学.32(8) pp. 552-555. 
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表4 被験者の概要(運動実施群)

本人の属 通勤条件
被

車牛自 験経 運好動きの・男貴 最終 車子散供骨 既往 時 間 方法 体力の
昼過休ごみしの方 運重惟歴 スポ菊ーツ猷の況者 年 学歴 症 嫌い 有無

名 歳 数 (歳 片道

附中学切時水代泳は剣の選道手、高と校し

週l回りl1-時3(夜時間間) 開脅 S26 新聞・雑 て活躍.就職後は5年 バFミ〉
Y.A 56 28 大卒 f畏性 1時間 電車 好き あまり E蕊売み

間4で6卓年あ球まり部で、終には業所体後属育バ館.ド事昭ミ府7和ト主y 
週1回

(25. 気管 未満 利用 ない
読指書定 週判2 ク回リ汐2チ0散分f~歩朝朝) 2l) 支炎 (!1tJ.l 

歩扮い) をよくやっていた. ジョわ

既婚
F中でJ~学野間球時代代.~大は高学、時校高代2董年.は特ま

特にしていない
S.T 53 17 大 卒 なし 1時間 電車 どちらぬ あまり 読書

に年し間ていない対.れ就以ー職後を後やは (伎月のl山回歩5時き間) 区 なし 30分 利用 い油、 ない いねむり 5 ぐらい
以内 {位J.l っていた.そ

歩州市) 特にしていない.

既婚 係宇品官議匂代蕗護・主謡主主

可思己ど鵠がある}

M.F 39 19 大 卒 なし 1時間 電車 好き 少し 読書
(9) 30分 利用 ある いねむり をを続始め~tる所.(年属就職間.後10も治以内 (すこし 全信炎 る日)

歩o 野球部に

既婚
神時代代は鴇柔道代のは野選球手.と中し学て

K.K 38 18 大卒 なし 1時間 電車 好き とても 新聞読み 活躍.大学時代は特に 特にしていない
(5. 30分 利用 ある

せ再才ずびか柔、ら就道1←職を始後を始め2年める.しる26て. 
(時間的が余な裕い)。) 以内 (すこし

歩くi

中学時代はJIIr~-~で活
T.M 35 12 大卒 未婚 なし 30分 電車 ど使JJltい 少し 読書 躍。就臓後26才からバド

週l自回ト3y時2(夜時間間) 未満 利用 滋好き ある いねむり じり(週3回位)3回0才位 バFミ2
(!1tJ.l からテニ1. (月2-3 月1-2
歩か」か) )を始める. テニス (昼)

*経験年数の(区)は都庁や他の役所からの移重I織の年数を示す

疲労 w， 

日常疲生労活感の
疲感(平れじをる日時) 

疲(艶れのを丘感平ひ曜問じとる日月) 

ときどき
感じる 通量腿(朝中) 木曜日

たまに
起朝きた時感じる 木曜日

とき感どき
じる

終仕事っが
た時 なし

たまに
感じる 帰宅途中 月曜日

たまに
感じる 仕事中 月曜日



表5 被験者の概要(囲碁・将棋群)

本人の属ド i間ih冬{牛 4苦労 感
験被 齢年 験経 最終

車引説(歳共霊
既往 時間 方法

運好動きの・
体力の 昼過休ごみし方の 適腿歴 スポーツの

日議選の
感疲(平れじをる日時) 

l 疲(艶れのを丘感平ひ均曜とじ月) る日者 年 学歴 症 燦い 有無 実施状況
名 歳 数 片道

S22 
中と学し時て代活躍は剣.道都の庁選に手い既婚 肋膜 将棋(区 6年ら前なに野な球つを たまに 終仕事っがM.S 55 18 高 卒 炎 30分 電車 fl:f批い 全く に入って

要伊たし時rZてdME語はもt種移野は球1:"すi卓てZを環いのし還たて水.手い詠とた
ゃくて 感じる た時 木曜日

区 (24. S36 未満 利用 溜量子き ない から材各 から特にしてい
21) -39 (1l1:1vI: 的に習う ない

結核 歩が」品、)

8 

S57 

謹書韓E
既婚 十二 ときどき

仕終事っがた時A.S 51 14 大 卒
鶴 1時間 電車 どちら凶 ふつう 将棋 特にしていない 感じる 水曜日

区 (14. 以内 利用 いえ郎、 入ってか
9) (1l1:1vI: 躍。

歩がw，¥)

開脅 量信炎 市霊箱t学鰐時代詰は野JE球P.ヰ誠る嘩. たまに
T.H 45 高 卒 なし 1時間 電車 どち幼I:~、 あまり 囲碁(10 特にしていない 感じる 夜寝る前 担問

(16. 以内 利用 油子き ない
年ら位始前めかる14) (すこし

歩<)

既婚
r時代l記代は判は堅寺持;代のは上部柔選道手、.高と中校し学時て

月l回4時間位 ときどき 仕終事っがS.O 40 20 高 卒 なし 2時間 電車 ど切舵い ふつう 将棋(就 活躍. 10年位前から/~F
週堅11l持F回U求N2(朝時(間タ・昼位) 

感じる た時 加星日
(15. 以内 利用 滋好き

職し後て始10年め ミントンを始位め)る.開1求←を(続年13) (すこし 問10日
歩<) る) ける.

鵬首 将棋
F時J~代間凶代U}"は外野球部.、 中柔学道

たまに 仕終事っがR.T 36 10 大卒 なし 30分 自転息 E坊tも あまり 読書 で選手として活躍. 特にしていない 感じる た時 利回
(5. 未満 利用 え自由、 ない 聖位炎 高水校泳時カ可代等意はう.FE就-職.J.ト後.は (やうがり時た間いがと思な4) 

特にしていない. い)

*経験年数の(区)は都庁や他の役所からの移重I般の年数を示す



時 刻

12:42 

12:47 

12:50 

13:00 

表6 レクリエーション活動の内容・構成と被験者の反応(体操/4回目)

T 

5 

3 

10 

80 

60 

。

プログラム 内 n廿-

(導入) 緊強をほぐし、ムードを柔らげる
一声をあげる

ストレッチング 立隼主の体の侭匝
(柔軟運動) (肩幅に両足を伺いて立ち、上体を

ゆっくり慣掘させ、側飽聞に緊張を
感じたら止め10-20秒間維持、
ゆっくり戻して反対側へ軍帽)
画監を璽の後ろで組む
-肩および上続三頚筋
(商i腕を頭の後ろに回し、片方の手

で反対側の肘をつかんでゆっくり引
く)
立位での体の盟屈
(両脚を嬢で交差し、膝を起制こし

てゆっくりと上体を前屈させる)

回旋運動 腕の前後回し
頭・上体を回す

グー・パー レクリエーションゲーム
片方の手を前に出し、手の平を開き
もう一方は震のあたりで獲る.臨す
声にあわせて、握っていた手は聞い
て前へ、開いていた手は握って腰の
ところへ戻す.これを連続して繰り
返す.反対の動作も行なう.

屈伸運動 下殻(足首・膝)

ステップ・ジャ その場足踏み・スキップ・ジョギン
ンプ中ωX楊 グ

音楽にあわせながらその場でサイド
ステップ・ジャンプをする. (肩足
とぴ・両足移動とぴ・その場とぴで
践を績や上にあげてとぷ}

呼吸調登 その場足踏み、呼吸を整える

終 了

ストレヲチング
(柔放運動}

包縫運動 屈伸逮動

グー・パー

。由・4H(}JA.、〆

5 

ン
/ 

10 

留意点 被験者の反応

無理に反動をつげて曲げ 「あ一、気持がいいJとい

ょうとしないように設章、 いながら、体の局部の疲れ

させる. をほぐしているような様子

最初から無理をせず、マ
イペースで行なうように
させる.
体操の労燥が上がるよう
に特に姿勢に気をつけさ
せる.

膝の硬い人には、軽く膝

を曲げて無理しないよう
にさせる.

メリハリよく、 「それ! 隣の人のしぐさを眺めなが

ヨイショ!J等と声をか ら、 「おや?J rあれ?J
けてムードを盛り上げる と楽しい雰囲気

音楽にあおせて程く灘ん リズムにあわせて体を動か

で、ステップするよう促 すことがなかなか出来ず、

す. 多少戸惑いながらも一生懸
命体を動かしている.

苦しかったら無理をせず
その場足踏みをするよう 息をハァハァさせながらも

にさせる. 楽しそうに体を動かしてい
る. . 

大きく患を吸ってゆっく
り吐くようにさせる

(使用曲:TIIE saUARE) 

ステップ・ヲャンプ
中"(.，0:効融

F/'へ¥
¥ ノ弘、

呼吸謂墜

、'b-.-/¥、

.Y.A.!56才)

。T.M.!35才)

15 20 
(分}

図l レクリエーション活動中の心岨数の変化(運動実施)
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2持

(気分〉

均す @木金@火@木金@火

官~\ ~協関門脇信協一一閥」
(56)欝側、1;fi -1 
S. T 
(53) 

M. F. 
(39) 

K. K. 
(38) 

T. M. 
(35) 

|関ーー顔協一円顔」
l~~. u ~ l 

開問門閥一一一間関」
|;3-1蹄 1
l Ií!DD~Dfffj:D~ 

1協ニ・=協=傷口口脇」

*毘習は、昼休みに運動をしたことを示す
*曜日のO印は、iJll臣・検査日を示す

⑧木金⑨火@:木金⑨火

器忠i~17-'1門閥露関門閥」

|uu U U i 
|閥門関門関門閥J

|閥門門閥長円開け

|関門門協門閥門門閥 1

1 1  

関 2 U休み'1'の治!Il)}による位休み後の影枠(迎ill佐助包)

被験者名

{歳}

A.S 
(51 ) 

T. H. 
(45) 

S. O. 
(40) 

R. T. 
(36) 

{気分〉

@金⑪火水@金⑪火水

*~'i、昼休みに運動をしたことを示す
*・・は、昼休みに閤碁・将棋をしたことを示す
*曜日のO自]は、泊1陀・検査日を示す

@金⑤火水@金⑪火水

管制門門 」

片凶s杷1立hht伊hM園...  圃J圃

|圃圃園田園 J

』寸圃4
l~.・..n~
I..U I 

医13 昼休み'1'の活動による昼休み後のj~梓(聞持・将棋)



表7 自覚症状訴え率(症状群別) (%) 

遼重膜hi!i群 囲碁・将棋群

昼休み前 昼休み後 前後差 昼休み前 昼休み後 前後差

8.9 2.8 -6.1 21. 8 16.0 

H 1.7 。 ーし7 13.0 10.0 -3.0 

m 。 0.6 0.6 14.7 12.0 -2.7 

T 3.5 1.1 -2.4 16.5 12.7 -3.8 

* 1、H、IIIはそれぞれ群別の訴え率であり、 Tは30項目全体としての
訴え率を表わす.

表8 自覚症状の構成比 (数字は%

運重牒施群 囲碁・将干期宇

昼休み前 昼休み後 昼休み首I/ 昼休み後

訴え率順 I>U>限 1>悶>Il I>II1>U 1>悶>U

I/T 2.54 2.54 1. 32 1.26 

II/T 0.45 。 0.78 0.79 

日I/T 。 0.45 0.89 0.94 

* I/T、Il/T、I1I/TはTの訴え率に対する各症状群の
訴え率の比を表わす.

表9 自覚症状の項目別訴え率

連5世8窃包i浮 tiHU・1号お話下

明 日 H休みjjij ~H本み後 品紙本み;j奇 昼休み後

1.頭がおもい 5.3 23.5 6.7 
2.全身がだるい 5.3 23.5 13.3 
3.足がだるい ‘5.9 
4.頭あくびがでる 10.5 5.6 11.8 
5. がぼんやりする 5.3 5.9 ... 26.7 
6.ねむい 6 31.6 5.6 6 35.3 20.0 
7. 目がつかれる 6 31.6 16.7 070.6 .60.0 
8. j}Jf乍がぎこちなくなる 6.7 
9.足もとがたよりない 17.6 
10.僚になりたい 23.5 6.7 

I lIJ の平均 8.9 2.8 21. 8 16.0 

11.考えがまとまらない 5.3 11. 8 13.3 
12.話をするのがいやになる 5.9 
13.いらいらする 5.9 6.7 
14.気がちる 17.6 6.7 
15.物'llに熱心になれない 5.3 17.6 6.7 

11 16. ちょっとしたことが思いだせない 5.3 17.6 13.3 
17.することに間追いが多くなる 5.9 6.7 
18.物事が気にかかる 23.5 ... 26.7 
19. きちんとしていられない 5.9 6.7 
20.根気がなくなる 23.5 13.3 

11 llJ の千・路j 1.6 13.0 !日.0

21.頭がいたい 11. 8 6.7 
22 屑がとる
23.腰がいたい 5.6 5.9 6.7 
24.いき苦しい 17.6 20.0 

田 25.口がかわく 23.5 20.0 
26.声がかすれる 6 41.2 ... 46.7 
27.めまいがする 17.6 6.7 
28. まぶたや筋肉がピクピクする 17.6 
29.手足がふるえる 11. 8 13.3 
30.気分がわるい 5.9 

m 111 0) 平均 0.6 14.7 12.0 

Total 3.5 1.1 16.5 12.7 

場昼休み自ijは25%以上=6 50%J;Al:.=O、昼休み後は25%以上=4 50%以上=・をそれぞれ示す
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，、}~~.，f交キャン 7--g.ミB包:Jt1HlJ円につ L 、ー亡の芳割程(y.. :HÎJf~ u 
大阪府北摂地区高校教員の怠識の分析一

ü~\\l! 1 万¥111(大阪体育大:'f:) 五林 正降〈大阪祉会体育朝咋子校〉 高見彰(関西女守慌，~i.J切だめ

，"{:校キャンプキャンプ実胞lPllm高校教J'l

6まじゲ::dこ

文部'tîの n然教*Ht.巡・I~業、スキー・'Ø:IIIなどをメインプ

ログラムにした野外活動行事の附加、生活iこ綴ざした総合・

体験教ffを南側しての生活科の発足など、近'rf!!:r校教育にお

ける野外教ff. 野外i，~1ilJの重要性も改めてJJ.u'(されてきてい

る。しかし、 n然数本支刷UIIIIJの現状は、 3i!'lmでの実施校

が全体の86%あまりを占め、4 ・ 5泊の実』樹交はL~%弱と僻事で

ある，)他の学校キャンプほ2iEJ3U以内での実施がほとんど

であり、また、野外炊事、キャンプフ 7イヤ一、ハイキング

などいくつかのものに限られている実施プログラムの岡イヒ

などが指摘され、実施期間、プログラム、指導者、施設、管

f1lhflI等、より多械で充実した教育内容を犠り込むために解決

されなければならない問毘点も多くある。 2)3'4'

"'j:校キャンプの実施lU/IIlJを少しでも延長することが可能で

あれば、その教育的効果、レクリエーションi，f;動への.部議・
問主の作成も今以上に守!まれるものと思われる。学校キャン

プの弓IARとして、その企i世|・連常・指導は実施校の教員にゆ

だねている学校が多く、その成否は教員に白うところが大き

いといゥても過汚ではない。この考え方をもとに、前回はEド

ヴ校教oのγ校牛ャンプ実施lUI聞についての怠識を分析し報

:りした。5) 今lulは、高校教員を対象とし、?校キャンプの実

刷UIIIIJに関する，部践を分析し、期間延長の可能性をさぐると

ともに、キャンプ実b制PIWJを考える上での某礎的資料を得る

ことをu的とした。

4υFヲピえy才jミ

大阪}削廿呉地区(茨，..jc.高槻itj)の公立高校教員(手気合)を対

裂に、 γ校キャンプ実施!日l間に対する意識について、質問紙

によるぷl伐を行った。謝nll寺WIは1986年11月20日-12}l10日

で、ル，jilil"JL2校(教諭数男性616名、女性199名、言1-815名)に調

布ぷを符15日~~配布し、1î効回答数(率)は9校106名(58.9%)で

あった。

分析の}j(};は1.適ヲ'11:ごと巧える学校キャンプの実施JUI間
(以内'1数どする場合もある)と、(L)ftl労1)(2)"1'11:(3)教員符験
年数(~):/1 1勺教科(5)Wf.i粁験(6)例人的キャンプ経験(7)キャ

ンプ講門会参加経験(8)学校キャンプの必要性(9)キャンプに

対するH嫌感との|則述 2.?校キャンプ実脳切開に影響を

およlます2!!附(25JfiU)の5sM瞬評定得点主古巣と、 1であげた

(1)-(9)および適~'rだと考える学校キャンプの拍数との関i聖

について行おE検定を行い比較検討した。また、古íj回[~時報

教nに対して行った同様の謝夜結果もあわせて考察を加えた。

引なお、キャンフ'.JUI間に影符をおよぼす安岡25項目につい

ては、キャンプ期間の長矧を択一しその閉山について白山記

述でli.1容されたものを格別・再構成したものを附いた。叫

語:r';-.牙よLとつ考脅さ

1.適当と巧える学校キャンプの主施JUIIIIJについて

高校教nの適当だと考えるマ校キャンプのi1'1数としてf!}た

阿答を、fiij炉U.湖fiの1/1学校教員の結果とあわせてl文111こぶした。
図1適当だと考える泊数

(単位:%)

図1泊2日園2泊3日ロ3泊4日・4泊以上

今回対象とした高校教員は、 2れ'1311を適当としたものが肢

も多く 64.2%と全体の5分の3強を占めた。次に多くf¥}られた

同符は3i1':H[]であり、25.5%と全体の4分のlをr1iめている。 l

汀12F1、 4汀15IIkJ..I'.とIfil答したものは少なくそれぞれ5.7%、

4. 7%であった。 1i1'1を合め2ifJm以内といl符:したものは69.

9%と全体のおよそに刊で、逆に3i1'1~ 11以上とlill符したものは

30.2%およそ3t，1Jという結果を得た。

これらをql学校教員の結果と比較すると、①2が1311が:J~Iこ

巌頻航で同容の割合もほぼ同嫌である ②111'下校教nのほう

が高校教員と比較してより多くのものがlがJ2Hをぷ|白jしてい

る(P<0.005) ③高校教員のほうが中学松教日と比較してよ

り多くのものが3i(H日以上を志向している(1'<0.005)とい

うことが言え、総じて高校教員のほうが中守校教nよりもよ

り長い学校キャンプ実施期聞を志向していることがうかがえ

るJB これらの差異は参加生徒の体力lfiî、 ~1:'校カリキュラム

の融通性、事故等責任問題などに対する教員のa部議・羽紋に

起肉するものと推測できる。(表 l参照)

つぎに、適当だと考えるお!敵と、(1)-(9)についての比較

結果を以ド(図2-閃8)に示した。なお、現状よりの!日l間延長

という怠昧から、 2花13日以内と 3泊~HRI:との比較をI~I心に

X'検定を行った。

(1) 性別(児女走)における比較(関2)では、ばI~11以上とllil
容したものは、男性31.8%に対しy:t'1:22.1%とほぼ10%の売

があったものの、千I意差は認められなかった。 liil符押~í"ìに)1~

はあるものの男交差が認められなかった111では111''1:校教t1と

問機の給栄であった。日

男性
88.人

女性
18.人

図2性別×泊数

x'検定結果有意差なし

(2) 年代における比較(闘のでは、 3泊4日以上とドH符:したも
のの割合は40代が最も高く、20代、 30代、 50代の順となって
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いるが{j怠な庄はみられなかった。従って、 qJヤ校教員にみ

られた [，('iい{I:{I:;のほうがよりi毛いキャンプ'JTlIIlJを，志向するj

という車占拠と ~i~なり、{!'代による芳:は認められなかった。日
図3lffl:x泊数

20lt 
34.人

沢
弘
人
欣
臥

釦

4
4
中

50代
9人

x'検定結果有意差なし

(3) 教11経験{I:数における比較では、 3i(14日以上と[iil符し

たものの;切合は1-5{!'-40%、6-10"ド二 21.9%、11年-15

{j: 12.5%、16'r1:-20'.r=.τ40%、21年以上ご28.5%であり、

教i!終験6-15'.1:のIjll窄w!が若 F低いlW6を示したものの{'f

怠/1::は，認められず、経験の浅いほどまた深いほどといった意

叫での/~~~1~1はみられなかった。 '1"'(:校教11の場合はこの比較
をffっていない。!d

(4) 如、，_1.'(教科においては、体育科とその他の教科で比較を

行った(1文14)0 3向'1411以上と[iiJ容したものは、体育科教I155
%flslxHの教!115.1%で、 0.5%水準で有意な売が認められ、

体行科教口のほうが他教科の教員に比べ2AJ3FI以内よりも3

il'l411以上をよ1向していることがわかった。IjJヤ校教員の場

介は、 l:~変!5教科とその他の教科との比較を行ったが有意差
はみられていない。引

図4担当教科×泊数

体背
40.人

その{也
66人

x'検定結果 2泊以内よりも 3泊以上を志向する

体育〉その他 ※※※0.005 

(5) キャンプ引本経験においては、経験の有無(医師)と経験

の川!日~15'2)による比較を行った。
関5引率経験有無×泊数

経験IJ
88人

H験制t
18人

図5-2引率経験程度×治数

経験少

38.人l量級鱗鰯鱗繍協務磯13.21

経験lt

23人

経験多

27人

x'検定tfz果 2泊以内よりも 31自以上を定府する

引率経験ありくなし ※※0.01 
ff験少 dJ験111・多 l!iO，05 

8割以上のものが引率を将殿しているが、3il'l4日以上と1II1符
したものは引率経験.ff25%引率未経験者55.6%で、 1%氷if/i

で有意万二がみられ、ヲ|キi未経験者のほうが粁験者に比べ副'13

日以内よりも3i1'I4日以上を志向していることがわかった。後

述の表2から、①引本経験r.fのほうが指導的な問題をJU/IIIJ延
長を/l1li与する安1Mとして'支'けとめている、(2，)未符験.nl~fのほ
うがlUIII日延長にともなう効果附を認めていることが明らかで

あり、現:(Eの学校キャンプのJ}I;Iえになんらかの問題点があり

それにituriiした経験者'のほうがキャンプ実施期間延長により

trl傾的安勢を示しているものと思われる。

引率経験料度の比較は、引本経験l司数1-41illを絞験少llr.、
5-7凶を粁験1!111lJr.r.、 8fr'l以 1:を経験多mとして行った。経験

少群に比べ終験中fllJr.f..多鮮のほうがいずれも1i怠に2~'13 L1
以内よりも3i1'14日以上をliiJ答しており、引'tc経験11'1数の多い

ほうがよりI毛いキャンプ実脳TIIHJを，志向していることがわかっ

た。後述の表2より，i;Iネ終験中IUJ・多併のほうがJRl与がj要附

を比較的問題としておらず、期間延長にともなう効果附を期

待していることに起凶するものと忠われる。【Jl"r:校教Hの場

合は、引本経験の多少という意味での|刻illは認められなかっ

fこ。"
(6) 偶人的キャンプ絞験においては、マ枝キャンプのう|本

以外の例人でのキャンプ参加l経験の有無(際16)と、例人的キャ

ンプの最長経験IUJ聞の長則(関6，-2)について比較を行った。

引率以外での偶人的キャンプの経験者は56.6%と全体の約

半分強であり、 3~'HIJ以上と同符したものは35%で続験のな

いもの(26，1%)より高い割合を示したものの、イI怠な売はみ

られなかった。

図6個人でのキャ Yプ経験の有無×治数

経験有

経験無

46.人

図6-2個人でのキャンプ経験期間×泊数

経験短

18人 協機購離競輔削|

経験中

33人

経験長

9人

x'検定結果 2泊以内よりも 3泊ruーを志向する
経験短期〈長期琵，*"， 0，005

中期・短期〈長期※絞※0，005
中期く長期※※※0，05

例人的キャンプの厳長経験JtJ聞の長短による比較は、 I泣長
経験lUlI1ll2紅]3日以内を経験短期l群、 3花IHJ-4が15Uを続験'11

WJ降、 5~'16日RI:を経験長JUWf.として行った。車干験JkJþJlff.の
3ÆH日以上の[riJ答事はおよそ8~i切と非常に高率を示し、経験

短期・ I!IJU聞との間に有意な走料忍められた。よりw切のキャ

ンプを経験しているものは、期間延長にともなう効ml{~を認

めており(表2参照)、 n己の体験を宇l脚iJi主準としてliil告:した

ことがうかがえる。 5~:16日以上のキャンプ体験は、現状2~'13
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11以内で行われている'芋校キャンフ。を3i1'.I4[JJ;tJ:にと期間延

長を11定する考えを助長、するものであり、キャンプの意義を

よりw解させえるものといえるだろう。なおこれらの結果は、

111'，，/・校教Dの場合は分析していないが、適.~I'Iだと考えるi1'1数

iこj副長経験JUJl IIIのl毛剤がI~l'jするとしたキャンプJUl間に|刻す

るパイロットスタディーの*i1iW:と合致している。"

(7) キャンプ識すl会参1蹄そ験においては、参加師験の有無

(関7)と参加 II~ij数の多少(I~<17--2)について比較を行った。キャ

ンプ.泌科会に参加lの経験を持つものは18.9%と全体の2割弱

であり、指導的I:llUliIこ強く不安をいだいているにもかかわら

ず(ぷ2参照)低，'fIであった。 3布汗的!司14[日!以I上:とl刷1討刊}リl答しfたこものは、講

i門吋会参b加!降献宅験J行守
であり、 5%水準でイf怠な1.5.が認められ、キャンプ議1'1会に参

加したもののほうがより長いキャンプ実IitTJUl附を志向してい

ることがわかった。

m員有

20人

位験無

86人

経験少
13.人

経験多
7人

図7キャンプ講習会参加経験有無×泊数

図 7-2講習会望書加経験多少×泊数

x'検定結果 2泊以内よりも 3泊以上を志向する
講習会参加経験有〉無 ※0.05 

キャンフコl柑1会参加藤主験の多少による比較は、参加経験回

数1-21口!を終験少群、 3liilHI:を符験多ltr.として行った。両

m聞の3i1'14日以上のliil答率には岩下の差があるものの有意な

/'r:はみられなかった。

識すi会参加絞験者は未経験.filこ比べ、指導的問題を比較的

不安に感じておらず、逆にJUJlnJ延長にともなう効県階をより

多く JU!i1iしているが、識すl会参JJlIliil数の多少での比較では有

aむなj1~はみられていない(表2参照)。従って、学校キャンプ期
1111延長をfJ定する考え方を助長するひとつの方法としてキャ

ンプ議科会への参加があげられよう。また、参加しようとい

う怠品作り、参加しやすい環境作りを今後考えて行く必要が

あろう。この結果は、適当だと考える花i数にキャンプ講習会

の参加のH11!tが関与するとしたパイロットスタディーの結果

と《致している。"

(8) ヤ校キャンプの必変判:における比較では、 3花14日Rl:
と1"11'写したものの割合は必要性あり =31.2%、どちらともい

えない 30%、必要性なし=33.3%であり、有意な売はみら

れなかった。

(9) キャンプiこ対する好嫌感における比較(図的では、キャ

ンフ・をfTむ野外活動が好きであるという反応を示したものが

全体のにやj強を占め、嫌いという反応を示したものはl割弱に

とどまっている。'1'"、F校教員は好感はほぼ同僚の航であるが、

嫌感を示したものは17.2%で高校教員のほうが低いf，fiであっ

た。 3i1'I4L1以上と剛容した割合は、好感群士35.9%か IIII:J・

嫌感r.f.よりH意にi郎、ものであり、好感l作のほうがよりi毛いl

キャンプ実b色JU/II:Jを，志向しているといえよう。 "1γ校教ilの
場合もI，;J憾の傾向がみられた。引

Hき

78人

ど色らとも
いえ低い
18人

鎌い
10人

図8キャンプに対する好嫌感×泊数

x'検li!*占* 2泊以内よりも 3i白以lをit.l:jJ'~ る
好き〉どちらともいえない ※0.05 
好き〉どちらともいえない・鎌い※O目05

2.rF校キャンプ'主施lUJII:Jに影符をおよiます渡仏!について

学校キヤンプ刻包帥JU別棚m附H限問iりiに影特をおよlぼます波渡e凶2部5羽I11にこ支対対、J十J'、
る 5民F関刻骨幣椛寺気'両正d詳i「首'1干(i定のf得!l{ij結出!巣l長ミをミ可平!ド~y-均Jf，似i(のd高可引Lい、順からA炎<IIにこ示し fたこ。
なお、 níjr~il湖ñを行ったtjJ''{:.校教nの平均{，f( ・順位も付記し

Tこ。 表1 学校キャンプt1.lIVI問に.，瞥をおよぽす要因

制I~ lJ1 日 MEAN  so 

E 軸日のキャンプ1m.1*怖が131胞となる 付属} 3.田7 0.919 
付償問 1)

一ー一一一一一一一一一一一ー， プう融ロ制グ耐ラ申ム不と足して・何内号刊が行lえt:Iばm良とい江かるとい け防 3.830 0.956 
(3.682，6) 

3 問問t多忙になり、引き受将司 (掲} H3剛8011} 0.871 

4 教り観期待と生で陸き、る生桂と生徒の相互思貯がよ (日} 打開 0.812 
(3.579・8)

5 較喰自の.!:散・体力に開聞がおきる ua) 3.651 0.936 
(3.875，5) 

6 野外活動の噂門家が必要となる (f旨} 02刷588・5η 1.045 

? 柑i草者の人数が不Eする ua) M間 1冊。。同5:3) 

8 三号の霊化帯、自然の厳しさをより峠わ {目} 3.%2 0.8弼
(3.489:11) 

9 警切豊富で輔のめるプログラムが行え (自}
{333341314 6} 0.936 

10 時間外・鮒過勤務が問聞となる {環}
3却5 1.307 

(3.517・10)
一一ー一 一

11 THl輔の刷・酬の不曲川11姐とな 柵 3.381 0.857 
(3.489:11) 

一一一一一一一一一一一-
12 畠聾陸と自はるt...:.-プに削る盲目・舵hIJ1必 cu 3.311 1.027 

0348甜2423} 

13 生れ徒るの枇会性や協hの輔神に向LlJt見ら (日} 0.993 
(3.427:14) 

14 寺桂が野丹活動に対してより興悼をいだ 四 3.254 0.891 {ー}
15 生徒白負但する経園面で踊趨である (珊) 03鵬226却) 0.9閣

16 自燃をより理解し壁"するように芯る (日〉 3.217 。781
(3.227:17) 

ト一一
17 宅よ徒りの聾陣わ1れEる・ l~tJIこ対する車撒・態度が (m 3.198 0.867 (ー}
18 生徒の体力面で問題がUITくる cn 3.179 1.094 

ト一一一一一一一一一一一一一一一一← {33531142 9} 

19 教壇圃由経買耳、酎政的に主陣をきたす (環) (2.689，21) 1.0SO 

20 制き々る人の性格の仲毘・改聾がより期待で (臼) 3凹4
0.8'" (ー}

ト一一
21 受け入れ施段が不足すると思う (環} 3.0H 0.979 

(3.4却:15)

22 事故が増え、責任問聞等が増える (調} 2.861 0.974 
(3.193:19) 

23 生徒の車散が減退する 【主〉 2.670 0.887 
(2.655:22) 

24 i山の教宵活動に寛陣をきたす {珊)
2.629 1.182 。22則的

2s 保讃者の理解がt専られはい 〈珊)
Z筑苅 0.8闇

(2.524:泊}

豊中MEAN聞の()内由散値は、前回申中学股融員申平均と順位モ示している.
豊中項目欄白 ua)は指哩サイド由要因 (聞}は施股勧f1i璽任帯とい勺た圃境
白書図、 (目)は納煙室亘にともない溺強b'X1H考できるb的，y.j量図、 (主)はキ+
ンパー自身の主体的要因である.
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係JfiLIの順位をみると、指導的要附がu立のほとんど・をし

めており、以ド、 1I的的要附、環境的要附、 H~ド的要IÆIが出
(I している。係喫|刈の総、I~均fli( も、指導的安凶が3.708とM
も，!':jいfli(をぷし、次いで1I的fドJ'.8!1人13.3Z9、 主体的安!大13.053、

隠岐的要l人13.035であった。名Jfillf/jの論議はおいて総平均

自民のみをみると、 主体的および環境的要IJ.，:]は学校キャンプ実
施JYJ間延長を阻害するものとしてとらえられていない。現状

のZh"3日以内のキャンフ・k施Jm間が3i1'HI=fHl~.に延長された
J:M0， JUI間延iむこともなう効果WIIま認めるものの、それ以上

に、数日n身の符験・技術など専ド'Jf'1:や忠:欲の問題、企jilJj.

迎下fもfTめた抑!叶者の白lL!、野外プログラム内符の不足・不

備などといった指導サイドの問題が正:j校教ilの，G識の 1:に大

きな.f-:安として立ちはだかっているといえる。

1[ 1γ校教nの湯合も、総、I~均値は指導的要闘士 3.862、目的
的要凶 3. HOとやや，r:jい~iîをjj~ しているが、効果情は認め
るものの指導的なifIiで問題があるというとらえ}jは同械であ

る。 L体的喫凶、環境的要悶もtfJ学校教員の方カV五いfti砲を示

しており(それぞれ3.223、3.123)、その数怖からわずかでは

あるがrWY'・校教員の}jがキャンプ期間延長にとって抑l害的な

4のとしてとらえているものと思われる。項目別にみて特に

1[1・両教HでrtなるJ11は、他の教育活動に支|憶をきたす(rt

>山\)、教!1・ IIミ徒の財政的支附(山~>1[ 1)、生徒の体力的問

Jlii(I[I>尚)、受け入れ施設の不足(1[1>高)、事政等.1't任問題。I'>，:":i)などが 1:げられる"

つぎに、''{:.校キャンプJPlII1]lこ彩符をおよぼす安凶をさらに

分析するために、f'ljJIJ、年代、教員経験年数、抑当教科、ヲ|

半終験、例人的キャンプ経験、キャンプ講習会参加1経験、学

校キャンプの必要性、キャンプに対する好嫌感、適当だと考

えるh'，数の違いによるz'f::を比較し、その結果を表2に示した。

(1) f'l労IJ(表2̂ 側)においては、指導的要因に差がみられ、

!'(f'lの}jがJP/l11Jhl長を阿i存する要素としてより強く受けとめ

ている。他の要同には差はみられなかった。

(2) "1:代(表2B欄)においては、主体的要闘をのぞいて指導、

1 I(~J、原境的要闘に有意廷がみられた。指導的要因では、 20
代が30代以上に比べ有怠lこ低い偵を示しており、 30代以上の

}jが~IL~i;:要素としてより強く受けとめている。しかし 年代

の低いI~.:jいという怠昧での関連があるとはいいきれない。目
的(~J要凶については、 30代が他の年代よりff意に低い値を示
し、 JUlIIfJ延長にともなう効果用をあまり期待していないよう

であるが、年代が向いから低いからという怠II，jiで・の廷につい

ては，'，及できない。環境的・~闘については、 20代よりも 30・ 4
0代のほうが、さらにそれよりも50代の方が有意に高い偵を

ぷし、年代が向くなるほど~U古的問題として強く受けとめて
おり、 Ifr"(校教Hと11IJ織の結果であった。叫

(3) 都府験"1敬(表2嚇)においては、年代とliiJ.係主体的
安lA:lをのぞいて他の却材に千TE去がみられた。指導的要因で

は、教n経験15"1:未満と15年以上で{j怠売がみられ、教員経

験のi長いもののえiが~Il需要素としてより強く受けとめている。
11的的要fNでは、経験年数11-15年が他の経験w数グループ

より、また、 6-10"1:がi訟も経験年数の鋭いクソレープPと長い

グルーフ・よりfi怠に低い怖を示した。しかし、教日経験年数

のI毛無iという怠味からの)1~はないといえる。環境的安|大|では、
肢も教i1経験の知い0-5"1'が他のグループよりイi.C.Hこ低い似

を、また、幸子験¥6'rF以 Lがそれ以トーのク・ループよりイi.uに1-・:j

い{仰を示し、教日終験のI長いものほどsIL'.i;:的安点としてより

強く受けとめている。

(4) 担当教科(表2財閥)においては、体育科とその他の教科

で比較を行った。指導的要闘に1i怠な走がみられ、他教科教

員のほうが体育科教員よりも阿L';ij'的要素としてより強く受け

とめている。また、 11的的要!大11こもAがみられ、体-(f科教i1

のほうがJY/l1lJ延長にともなう効果ii?をより認めている。なお、

{也の要IA:Iには先はみられなかサた。

(5) 引来事干験においては、経験の-(i11!~ (ぷ21嚇f)と経験の

純度(表2F，欄〉による比較を行った。

幸子験の有無において、指導的安岡は符験lfのほうがイi立に

高い航を示し、阻害河内捜索としてより強く受けとめている。

また、目的的要同lこも有志、な71:がみられ、ヲ|ネA遠望験者のほ

うがJU/lllJ延長にともなう効tJ!:ltfjをより認めている。ワlキq三宅
験者のほうが学校キャンプJUJ間延長により i'iA的志;識をもっ

ていることになるが、この際闘は、現花の?校キャンプにな

んらかの問極点がありそれにI直面した経験.nのほうがキャン

プJUmfl延長氏より斤i隔がj姿勢を示しているからではないだろ

うか。他の要因』こAはみられなかった。なお、，I I"{:校教nの

場合は、どの要脈|にも引率経験のイi1尽による関.i1!はみられな

かった。日

引率経験問ocの比較は、引率経験骨|数1-41日iを符験少目下、5

-7同様聖験中群、 8同以上を経験多r.lとして行った。環境的

要因以外に有意な差がみられ、指導的要岡では、経験少・1[1

群のほうが阻害的要素としてより強く受けとめている。 1I的
的要因では、経験rjl・多群のほうがJUJ間延長による効果附を

より認めている。また、主体的要闘では、事干験1[1・少nlのほ

うがやや~n害的要素として受けとめているが、粁験多llllま ßIL

ftf的iこ感じていない。これらのことより、引本将験の打無に

より意識に差はあるものの引率経験者のtl'だけでみると、経

験回数が多くなればなるほどキャンプ実脳U/I:U延長にi弘主的

な意識をより強くするということがいえよう。

(6) 倒人的キャンプ経験においては、~~{~.校キャンプの引本

以外の個人でのキャンプ参加経験の有無(表2..G欄)と、側人

的キャンプ経験の最長年l数の長知(表211欄)について比較を

行った。

例人的キャンプ参加肝.験の有無においては、どの要|刈にも

有志な走はみられなかった。

長室長向"数の長知ーの比較において、すべての安|刈にイI怠なA
がみられ、指導的安閑では、最長経験的数Ii!'lのもののほう

が経験2i1'(yJ.J::のものに比べより阻害的に受けとめている。

しかし、経験拍数が長いものほど不安に感じているとはいい

きれない。 tlfl内(J'-J'，皮肉では、符験il'1数4h~"以 1:のもののほう

が3泊以下のものよりJPJ間延長にともなう効*W/をより認め

ている。経験拍数が長くなればなるほどという古いかたはで

きないが、 4h'Il;.J.J二の経験はキャンプ効果をト分に認めるよ
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表2キャンプ期間に影聖書をおよぼす要因×性別・年代・教員経験年数・教科・引率経験・個人的キャンプ経験・鵠習会書加経験・必要性・好嫌感・適当と考える泊数

A 性別 B 年代 c 教員経験年数 D 教科 E 引率経験 F 引率回数 G 個人経験

82Ett人 824 001代t3240人人g3500代ft493人人 sま紅ト円12~11~年5町年以E年2B1人⑨16-20年10人 ①@体そ育の他406人6人 事晶なりし B1BB人人 銭ij日間Yg晶なLり64 06 人人

83制1
4.032 

83%7g3m 
3.864 @ 3.794 æ~“9g 3m③ 3.5∞ 

3.943 (SJ 3.810 83;z 
83ち

3.476 
83M2② 3加

3.608 
837m 

3.708 
--------._.・ー --------.・・・・・・・・・・・・・・・・・・， ーー---・-------------・ーー・ーー・-------- ー--ーー・・.-.---- -・・・ー・・------ ー・---.ーー----------. _.・・.-ー・・・・・白骨--

g〈32 長;a ①側〈鶴来※ ~~務;※①〈②策費電嫌 〈 孫娘 ①〈②※縦書提 ②〈①来※圏在 有意差なし
〈 ①<<%③④液凝

①③ 3.370②④ 3.106 
3.350@3.556 

g 3mg3m③ 2.929 
3.271 (SJ 3.449 3.223 3.532 

③ ① 3.0卯② 3.3ω
3.291 3.245 

『i目j 有意3差24な5し
------ー・-----帽圃・・・・・・・・・・ー・ー ー-----・・・・・--・・・・ー・-----------ー・・・ ー---_._._----- ーー・-------・ー- -------ーー-ーー・ーーーー・. ー------.-----

~~~桜猿楽 gp 〈 様様 ~~~設楽蕪〈 様様業
②〈①策策嫌 ①く②液凝嫌 æ~緩ん 有意差拡L

8 3m  g 2849g 3m  
3.081@3.431 g212gm③ 3.01 g 3038 

3.030 
83悩1

2.910 
83附②3凶

3.028 
g 3醐

3.082 
ー・・・--・ e ・・・ー・---------・・・・・. -・・・-----.--------ーー-----------・--- ー・・・骨骨・ー・・----- --・ー・・・ー・ー--- ー・・.・--------ーーー・・・ ---・・・・・・・・・・

æ~~装疑 $~~護 3す※ 鍬 笥 建鰍委 有意差t.L〈く※娯策楽策滋 様策 有.差なL 有意差なし 有意差なL
〈妓※※

roll 83mg3附
3.133@2.926 

g 303883脱 @3例 Z
3.167 (SJ 3.032 

gm3  
3.126 

83側
2.833 

83加②3川
2.827 

83叩
3.101 

-ーー・・・ー・・--ー--_._------------ ー・・・・ー------..-・・・・・・，・ー・・・・・・・・・・ーー・ー -・司----_.-・・・ー ー・・・・・・・---------------------------'・・ーー・・・・司.

有意差なし 有.差なし

H 個人経験最長泊数 I 続習会参加経験 J 講習会参加回数

i!若泊以山1上5人2 72人泊13人 8あなL り28 06 人人 an面白里li人

84mg3脳 83制
3.771 

gm9  
3.653 

-・・・----------.・・・ -ーー・・---・ーーー・・----

く

3532滋側〈①業
①〈②※様策 有意差なL

83加 g3110 83m  gM3  

i 的日 一~一3.2一5き7一い一ー3.4¥3 3.219 3.633 
-ー・ーーー・----------- -・・・ーーーー・・・・・・・・--

②〈①来型農様 有意差なし

igigi 畑

①② 2.938 82例
3.058 2.982 

ー・・・・・ー・ー・・・・・・・-- ー・・----.・・・・・・・・・・--

有意差なL 有意差なL

83“7②④ 2.846 
8513 82;:; 

-ー・・・・----.._----・---ー-ーーー -ー首・-------------- ーー・・・・・.ーー・・・・・ー--

gi鋭的問糊 ①〈②/:， 有意差なL

」一 一 一

うになる IIJ能性があると思われる。環境的安岡では、最長経

験計"数2ÌÉIのものが他の汗1数のものより~Il'iif的にとらえてい

るが、続験的数の長匁iという怠昧での閲述は言及できない。

l体的要附では、経験的数l仙のものが2i(肱U:のものに比べ

より ~I[計的に受けとめている。しかし、符験iG数が長いもの

ほど不安に感じていないとはいいきれない。

(7) キャンプ講門会参加肝験においては、講習会参加軽験

のイ州!t(表21欄)と、議i'1会参IJLI~υi数の多少(表2-J欄)につい
て比較を行った。

議狩会参加師験の有無においては、環境的要i却をのぞいて

イI怠な足・傾向がみられた。指導的要因では、参加僻験のな

いもののほうがより~Il詩的にうけとめており、[J的的要倒で

有意差なし 有意差なし
3畿二 有意差なし

K 必要性 L m離感 M 適当と考える泊数

結訴訟18人 an 泊田62 人7人@@2柏4泊685 人人

83ω4② 3.757 
3.952 

83“7② 3・7
3.929 

84mg3121 
3.582 @ 3.629 

----.-.-・・ーーーーー-ー・. ー・・・・・・ーー・ーーーーーーー-- ---------------------------・ーー・・岨咽

有愈差なし ①①②〈⑤〈様③捺 3j!?護憲幹線療燦 l 
83蜘②2切1

2.381 
83m@zm 

3.αm 
83m4g3蜘|

3.725 ¥l) 3.657 
--------・ーーー・------ -・・・・・圃・・・・ー・・・・・--

I~~様液凝 〈 燕策※ ①②<@@議※業
持楽4提※4 猿 液凝 〈謙※様様様担軽

〈楽※※

83悶② 2.913
3.“7 

83側②捌9
3.463 

83回 g3W
2.736 @ 3.775 

-------------.-----ーー---_.・・・・・・・・・・・--

giE22382鐙鰍集er 畿を3来線来議 様様
減E詩型提 自提縦波

83m② 3蜘
4.脱却

83脚② 2.9判
3.200 

83mg3m 
2.716 ¥l) 2.533 

--------・---------- -ーー----・ー-・ー・・・・・-- .--ー・・・ー.-----晴・ー・ー・・ー-ー・・・・ー・・・・・

髭83i燕
有意差なL

李総委総蕊;液凝

/:'P<O.l 様 P< 0.05 桜議 P< 0.01 ※縦覧員P<0.005 

は参加経験のあるもののほうがJUI間延長にともなう効果附を

より認めている。主体的要因では、参JJI肝験のあるものは阿l
科的に受けとめていないが、終験のないものは逆にやや開12
的に受けとめている。

講習会参加l司数の多少による比較では、対象人数が少ない

せいもあって有意な差はみられなかった。

(8) 学校キャンプの必要性(表2-K欄)においては、指導的要

因をのぞいて、目的的、環境的、主体的要凶に有志な先がみら

れた。目的的要因では、午校キャンフ・の必要性を感じている

ものほど期間延長にともなう効果噌を認めている。環境的、

主体的要因では、予報キャンプの必吏ー性を感じていないもの

のほうがより阻害的なものとして受けとめている。
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(9) キャンプに対する好嫌感(表2-[綱)においては、主体的

要i刈をのぞいて、指導的、目的的、環境的要因に有意な差が

みられた。指導的、環境的要因では、はっきりと嫌感を示す

もののほうがより阿l主的に受けとめている。[1的(I'-J~闘では、

.æにはっきりとH践をjJ~すもののほうがJUIIIIJ延長にともなう

効!制作を認めている。1¥'γ校教Ilの場合は環続的要凶にのみ

lii/械の車占拠がみられたが、他の要因については差はなかった。

(10) 迎汚だと考える学殺牛ャンプの的数(表2M欄)におい

ては、寸べての喫同に有志な走がみられた。指導的要1~1では、

liI'lと1I11持したものが厳も阻害的にとらえている。また、 2泊

以内とIlil符したもののほうが3iL夜i上と回答したものに比べ

より肌存的にとらえている。目的的要闘では、 3i1'1以上と阿

才写したもののほうが期間延長にともなう効果憎を高く認めて

いるが、 2i1'1以内といl答したものはほとんど認めていない。

環t売が1・~凶では、 2i1'1および納'1と Iji/7年したものはほとんどI!IL

咋的にはとらえていないが、逆にli1'Jおよび4AIと回答したも

のはより ~IL詩的なものとして受けとめている。しかし、適当
だと考えるit'l数の長短との関i車は言及できない。主体的要因

では、 l汀!と阿符したものが援も強く、ついで2泊とFい例iリ|字符FしTたこ
4も〉のがF開n'.t~的にとらえており、 3i1'IWニと剛容したものは逆

に~1 L'i時的にはとらえていない。中学校教nの場合は、ほとん

ど同憾の結果で、 2的以内と回答したものは、目的的要因を

のぞいてより阻害的な受けとめかたをしていた。引

芝Eミ之二ef，/:>

以 Lの車.'i*を総!;f;すると、
1.約64%のものが2がJ3Hを、約70%のものが2i1'I3l1以内を、

また、約30%のものが柿'14日を適当な学校キャンプの実施期

111/として考えており、【l'学校総社比較して、より長い実施

JUIIIIJを，臼iiJしている。

2. 適~~'rだと考える学校キャンプ実脳UI聞に影響をおよぼす
・起点として、相当教科、ヲ1;手軽験、綱人的キャンプ経験、キャ

ンプ講i句会参加眠験、キャンプに対するH嫌感があげられる0

(1)体行科教n、②キャンプ引率未経験者、@キャンプ引率経験

!Iのうち引率I口l数の多いもの、④5i1<16E1以上の個人的キャン

イ符験打、⑤キャンプ講rt会参1服干験持、⑥キャンプに対して

好感をもっているもののほうが、 3iEHEI 以上のfp校キャンプ

主施lU1II1Jをより j'iAしている。

3. '''j:校キャンプ実施lU1I1IJが3i1'14日以上になった場合、中学

校教nと同械に、 JUllln延長』こともなうキャンプ効果の増大は

認めるものの、それ.J;LJ:に指導サイドの要因を大きな阻害要

!刈として受けとめている。

~.指導的要因については、①女性、@教員経験がより長い

もの、③体育科以外の教科の教員、@引手都験者、⑤引率経験

|れほの少ないもの、⑥キャンプ講習会参加弘樹験者、⑦キャン

プに対して嫌感を持つもの、⑧より短い学校キャンプ淵酬

1111をぷ!句しているもののほうが、より強く阻害的に受けとめ

ている。

5.PY校キャンプ刻包JU/IIIJ延長にともなう効果噌は、①{lc育

科教目、②引ヰi未終験持、③引率経験回数の多いもの、@キャ

ンプ講習会参加眠験者、@学校キャンプの必要性をより強く

感じているもの、⑥キャンプに対してはっきり好感を示すも

の、⑦より長い学校キャンプ実施期間を志向しているものの

ほうが、より認めている。

6. 環境的要闘は、全般的にはI!Il~守的にとらえられていない

ものの、教n経験"1:数が長いものやより.:O:j¥，''.1:代のもののほ

うが1fT、マ:校キャンプの必要性を認めないものやキャンプ

に対してはっきり嫌感を持っているもののほうがかなり強く、

阻害的に受けとめている。

7.主体的要凶は、全般的にみると阻害的にはとらえられて

いないものの、引率ドi数が少ないものやキャンプ講門会参加l

元謂験者のほうが若r、学校キャンプの必要性を認めないも

のやより短いマヰ交キャンプ実施!日IIUJを志向するもののtまうが

かなり強く、阻害的に受けとめている。

ということが明らかになった。

向校教nの.~識としては、学校キャンプ実脳UII:Uが延長さ

れるとその教育的効果が別大することは|ー分認めているもの

の、実際に延長実施となると、指導而での問題がおおきく立

ちはだかり、それ故、長期実施期間を適当とするものが少な

かうたものと恩われる。今回はあくまで意識を分析すること

に主眼をおいて考察を進めたわけであるが、今後の課題とし

て、学校キャンプの現状と支標の問題点のよりiE礁で多角的

な把握、指導而での問題点(技術、符験、専IIIWI:、プログラ
ム等)を解決していく方策を検討することなどが上げられる。

本研究の結果から、教nが')i標に4i1'I以上のキャンフ.を体験

することや、キャンプ講門会に参加することで字校牛ャンプ

実施期間延長をより i弘主的にとらえるものが附加する1;11跡1:

があり、そのための訴町内、環廃作りが指導imでの問題点

解決のー助となろう。

Xf句犬
1) 古ilL/J市 r “自然教宅"を*例とした我が[I;~における野

外教宵活動の実態に関する調査 1r筑波大学体育科'芋系紀

要~ 45~50， 11. 1988 

2) 金flI平野外教育で何を学ばせるか1!'体育科教n.1
17~19， 1980.8 

3) 福山芳則キャンプ'JUI間についての民礎的研究1¥'

字校教員のキャンプ'lUI聞に対しての，部龍一 11"第3311ill.l

本体1'1''-芋会大会号.! 739， 1982 

4) 飯HI稔野外活動を見(~fすJ ~.体育科教育J 26~27， 

1978.8 

5) 福田芳則他 rキャンプ}瞬間についての怨礎的研究一

中学校教員の意識の分析 J rレクリエーション研究1
54~57， 16， 1986 

6) 江縞憤阿創編著 r野外教育のflP.論と実際|

杏林書院 1987 

7) 文部省初等中等教育局 r日然教室lft佐lT業(通述)1
1984. 2 

8) 大阪市青少年活動協会臼然教室資料集 11985 

9) 深谷昌志 f'子どもにとって「野外教育|とはやIかJK体

育科教青J6叶， 1980.8 
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リゾート開発の現状と課題

O村越 子容(住環境計両研究)楢原 敏(住環境計画研究所)問中章夫(住環涜計何研究所)

-偶人J臼il)・余暇活動・リゾート開発

・はじめに

余暇に対する窓織の変化、労働時間0涼滋宿に関する目標、生活

の多機化雪社会変化により今後の余暇市場は拡大することが予想

される。また総合保養地械整備J去が策定され、各地でリゾート開

発1;1:;急ヒ・ッチで進められている。しかし、本絡的なリゾートと現

;fEO)観光、レジャーとは求められるものも大きく異なることにな

るものと考えられる。日本にお』するリゾート開発は歴史も浅く、

今回の報告もその概要を示すものであるが、本報告では、これか

らのリゾートのあり方に関する基本的な考え方と、開発にあたっ

ての課題を繁fII.Iすることを目的とする。

) .リゾート開発の考え方

退作、生活に対する自制IIi織や窓識の変化と共に余暇に対する考

え}j及び選好も変化しつつある。これらの社会変化の中で、長期

に波り成立するためのリソ.ート開発を検討するにあったては、リ

ゾートの日的を繁埋し、明確にする必要がある。

現孔のような短期滞仕用回嗣3と、長1¥1柵ifl型の保養を中心と

するものでは、その日的、幣備するJi)tJ1宇治f大きく異なる。

i拘-Itは時評肋<jにも経済的にも活郵ょが限定される。これに対し、

後おはより自分らしさを追求するもの、心のn:かさを求めるもの、

地jj;とのコミュニケーションを楽しむもの等、様々 な活観的宮可能

になると考えられる。また、日常生活との関連カ句虫くなり、滞在

地での生川が、 11¥なる口常からの脱出ではなく、日常の延長線上

にある、 D.'ifl ij(~Jにも連続したものとなるものと考えられる。した

がって、滞!化地でOYt活をより堕かなものにするためには、日常

生ri'iで何をやっているカが噴要になるとともに、滞在地での楽し

み}jがLI常生活へも色濃く影脅することになるものと考えられる。

このような保養地械を本来のリゾートと見ることができよう。こ

れらの変化を、現ftの観光・レジャー地とリゾート地として対比

したものを表.11ご示す。
表. 1 観光・レジャー地とリゾート地の比較

L~~-~~竺三三三云立丑|

[~=:]O豆1- !l S:'"三二三二~:~=:J

[三]lE7三二主|
ピヨ[亘三三三二二百]
恒塑[!?ふ〉下三ミJ玩]

日比七二-24
巴三二]@正三三三三二二 ftll. I 
巴亘元日[~~-三三三三三二孟二~_;J
渡辺貴舟r現代のHι-ÿ ・ ~XJ(事刊かい事んIno.1)1981

聖書帯に住環境計酬研究所で作成.

リゾートでのコミュニティの形!ωま、今f刻JD発が進む中でも大

きく求められることになろう。リゾートでのコミュニティ形成に

は、来訪者が共感をf号た上にさらに何努力、の“しかげ'が必要と

なると考えられる。

これらの新しいコミュニティの形成は、繰り返し来訪するリピ

ーターを1I1JH:し、新たな需要を生むことになる。このような鰹備

を行うには、ハード面の讐備が必要であるとともに、地元での受

付入れ体制(ソフト繁備)が重要となる。したがって、開発にあ

たっては、長員肋切な視野に立ち、しっかりした目的怠識を持つこ

とが必要になろう。(図. 1参照)

関.l リゾートに於付るコミュニテイ形成の概念

リゾートを考えるに当たっては多様化する余鍛活動に視点を慣

き、来訪者側人々々の志J有lに着目し、志向を満足させるハード、

ソフト両面の周期を考慮することが求められる。

保袋地での行為を大別すると以下の5つの要素に分げられる。

α漁船Z動樹首泊@t.吹食 @f勅⑤コミュニティの形成

宿泊、飲食、買物も全て、余椴活動を構成する大きな要素であ

るが、ここでは、整備品慢を明確にすることを考!札、活動行為

そのものとは分げて考えることとする。

( l )繍活動

余暇活動は、リゾー卜での活動・行為の中心となるものである。

活動の内容と，起句から考えて、分類したものを関.2に示す。

余暇ぱ'遊ぴ'の要素が極めて強いものとなると同時に、その

ニーズ、，剖旬は極めて個人的で多様なものになる.これらの，却旬

は、さらに、問一志向においても、線々なグレードやレベルが要

求される.ここでは、余鵬首動の内容を以下の5つに分類し、各

々の考え方を示す。

①スポーツ @測{乍③保提・休養@)ft裳 6湧糠
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また、この他に、@爵日として、研修・合宿も余暇活動のつ

といえる。

ポ

開 2 余暇治手~J の 11 的

(1).1 スポーツ，却旬

スポーツは、日常'1::泊の中にもJlミく定2守した活動である。また、

スポーツには線qな要素と労~mと文化自明性絡カ守ttJ1Jられており、
そ0ヌ楽しみ}jは多岐に波る。ここでは、スポーツ0三葉しみIiを以

下の:lつに分Miする。

①健収納進ニース・

@スキル(技官~)、ゲームニーズ
刷機ニーズ

①健!友情進ニース・

健康に関するニーズは骨量めて高いものであるが、病気の治療よ

りはより館劇Jな身体をつくること、様々なストレスから開放さ

れること等がその主なニ?ズて‘ある。

健JJfifil進には、規則的なトレーニングが求められ、.fol日では、
エアロビクス・エクササイズ、フィットネス・エクササイズ、水泳、

ジョギング、サイクリング等があげられる。

これらのスポーツを行うには、以下に示す項目の繁備が必要と

なる。

[ )身体;.0斤'¥'f唱に関する科学治(Jな研究知識

[[) Iれに施設をfIM!tするだげでなく、これらの科'1:官~~u.識を提供
できるトレーナーの懲俄

111)ジョギング、サイクリング等のコースに関する情報制服

健康明進ニーズにおいて、上部1外の競技性側虫いスポーツを

選択するケースも多却兄られる。ゴルフ、テニス、野球、バレー

ポール、ゲートボール等がそ0)代表的なものである。これらのス

ポーツにおいては、以下に示す項目の整備が必要となる。

1 )個人の熟度に関係なく自由に動き岡れたり、7fをかげたり、

運動慢を諒慢できるハードとソフト整備

[[ )インストラクターが相f'をする等の配慮

111)運動をifiじての健康特理に関する情報の提供や、楽しく運動

できるためのメデイカルケアー(その人O)f，j;調に応じて運1Ilfttを
決めたり、治療に関するアドバイスを行うケアー}

さらに、精争''*充 J による納付I的な健やかさを志必lするr.に対し

ては、アーチェリー、エアライフル等の的を射るスポーツ、ヨガ

等制喫~W-Jなスポーツも自Fまれる。

②スキル(技自~)、ゲームニーズ

スポーツを楽しむ大きな要素であり、技術・技能の向上を日m
すものと、ゲームを通じて付根司と楽しむ、制!fll)f乍りを行う写にま

とめられる。

精日としては、団体スポーツは、リゾートでのコミュニティを

形成する上で.fi効てあるが、リゾートでの活動は、綱人や小グル

ーフヨ枚杉里となることが多いと考えれられることから個人スポー

ツが中心的なものとなろう。

スキルニーズについては、その人の妓能』ご応じたインストラク

ターの附采がi必要である。また、スキル・ゲームニーズとも、技

能の異なる者向，j切符Tう場合、両持古市lじような満足感を得るこ

とは非常に灘しい。したがって、インストラクターの瞥備はifl要
な課題となる。また、整備においては、以下のJf{にi羽怠する必要

があろう。

J)初心者川、レッスンJfJから本続的な施設までの1ドリヱサョン

[[ )インストラクターの繋倫

・スポーツの科守的知峨 ・指導のノウハウ

.楽しく遊ばせるねト・ね7J..としての資質

!日)人数に応じたb悩量移備

・数人JlJの独也した明11)から10人初動t業しめる全JlOまで

IV)アフタースポーツを2楽しむ付m施設

V)ゲーム相手を探す情報システム

@休験ニーズ

日常;0)'主治では体験しにくいスポーツを休験、チャレンジしよ

うというニーズである。参加者の多くが争刀心省である点、自然環

境、立地条件により純白カ叩応主される点写力宮iIIjの2つのニース・と

}は異なる。これらのスポーツを行う際には、以下の点に悶尽した

l空襲備力t必要となる。

1 )インストラクターの確保

11 )安針生を厳しくチェックした施設d1.1t
• 111)安針生に関する情報提414
lw)緊急医療体制の整備

V)山、 JIIを手IJJl)することからそこで生活する人との事前調樫

(1).2 tl lJ{~二白白l

! 陶袋、木工、演奏、著作、都鴨文説明沖クラインガルテン

(での農作業等を通じて、自己表現したり、 tllH~ 怠欲を満足させる

|ニーズであり、年齢的には符年屑から高齢者1情まて~ID.よくみられ
l るニーズである。ほとんどカ可閑人的な活動であり、 ~}þ心者から、
本格的な技能者まち幅広い対rciiJf要求される。

11iH'乍ニーズは、1)休験的なものと 11)技術.t虫館の向上の2

つに大別することができる。前者は、初心身を.fI1r.とし、比較的

多人数に対して、簡単な{午業を用意することでも対応は可能であ

J る。これに対し、後者は、来訪者の妓術・技能や求める内容・質

}が異なることから、インストラクターの整備についても、織々な

要求に対府羽Eな人材の確保が必要となる。また、作業そのもの

が個人的なものであることから、コミュニティを形成するための

クラフソ、ウス、発表・馬示の場、情報交換の場等が必要となる。

[さらに側斜活動閥、抑制1然の小で州慨践械を整備するこ

!とも重要な頃日となろう。
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(1).3 保養・ f.K1も臼旬
リゾートて‘の中心的なニーズで‘ある。ゆったり、のんびりし、

仕事でのストレスや疲れを月符l'するニーズであるが、長JlJI滞在ヨOl

Ji1;ノドとなる。

係費・休養ニーズは、肉体的な疲れをいやすものと、精神的な

ストレスを解消するものの2.ffに大別される。日光浴、森附谷、

散~苦等のn然の'1'での保義である。また、鹿仰等も保第二一ズを

満たすものとなろう。

施設繁備の上では、飾的な活動であることから、宿~!'蝿à~1ご近

f&していること、 ffかなn然カf確保されていること考が必要とな

る。

これらの胞設讐備と同時に、人聞が行うサービス(ヒューマン

ウェアー)、つまり、ゆったり、のんびりするための素朴でさり

げない媛客サービスが必要となる。

ソフトウェアーとしては、精神的なストレス暗号消のためのカウ

ンセリング舎も付加価値を高めるものとなる。

(1).4 教主主志向

知的な探オもbを満たし、知識や教養を高める，志I何であり、学習、 l

観察、 nrrt，収集令の行為である。倉IJf午志向とJG盛する，起句であ
るが、教先;;l.;j'iJは、自然や創作されたものを対象とした行為とい l

えよう。

各純哲腕4、コンサート、祭り等のイベント的なものから、蝦糊

閥、支符湖、縞物I司、水族側、資料館等での観察、槻伐を過して l

歴史、日然、文芸に接するもの、植物、昆虫録集、バードウォッ!

チング帯酬の活動、史跡の傑索等様々である.また、各種講習

会、論演会、教室等、非常に帆IAいものである。

教養剖ilJのニーズは、?需に新しい感激、新しい発見を求めるも|

のであり、教材も次々と新しいものを周忌する必要がある。 I

これらの繋備には、地元での積憶がjな取り組みが不可欠であり、

鍬統的なイベントを実施し、同好者を車邸織化するためのしかけが l

所要になる。また、知識人、有識者の来訪に関しては、特に留怠 l
し、受付肌を務備する必要があろう。 i

(1).5 舵来志/:'1

余暇活動としては、ウェイトの高いもので・あり、"遊ぴ'そのも

のである。つまり、今1I1(I'-ri活動を除いた「楽しむための暇つぷしJ

を求める志向である。また、来訪者のコミュニティを形成する上 l

では有効に{慨する。 ftlし、保酬での最終目的とは成り難いが、|

来;l}jfiを楽しませる上では、欠くことのできない志向である。

ゲーム、ディスコ、カラオケ、パプ、パ一、レストラン、遊関 l
I也、ウインドウショッヒ・ンク待が只体的なI).J容になる。また、各 t

f1R~交B厨j):O)特性を活かしたイベントの企耐も有効となろう。但 l

し、製備にあたっては、 J)事専用を考慮したデザイン、配罰、内|

符の選択に岡山議する、 JI)街並、周阿の環境と耕11のとれたデザ|

イン、~~Ifiに翻意する、JIl)集会施設、宿iúh'踊笠との連携を考慮 l

する等が必要となる。

(2 )市i自

術)(防磁立は、保護地での生活の場である。したがって、街iu施
設のイメージが来訪地のイメージを左右することも考えられ、非

常に事要な要素である。~ITi自施設を楠成する要素は以下に示す5

つに分げられる。

①ロケーション(立地条作)

②艦宣の内容

@l技

④雰囲気(即兎)

⑤価格

①ロケーションは、交通アクセス、周辺の環l兎を怠Hまする。②

施設の内等では、部尽のスペース、空調、家具等の設備、ロビー、

バー、レストラン、プール、テニスコート、会議室等各種付帯施

設、③社交では、宿花搬語堂内でのイベント、パーティー、会貝伽j

クラプ等、@開E気では、眺沼、内外装、{言頼性つまり安針生と

品格、客府き卒、邸直正な有『絡(特に長期間在を前提とする場合に

は重要な要素である)。これら様々な要素が荷足施設には求めら

れるわげであるが、抑H~'橡者により、懇伊耐hl'lJ!ま大きく異な
る。つまり、キャンフ.場のロッジから本怖がJな総合ホテル、別荘

に至るまで、各縄各織の対』勧g考えられる。

(3 )飲食

来訪J者にとって、来訪地て、の食事は非常に盈要な要素である。

観光地等については、サ支見れば良いという考え方もあるが、飲

食は非常に生理的な欲*"('あることから、その良否は繰り返しi訪

れるリピーターを確保する tで重要となる。

飲食の要素は、以下に示す4つに大別することができる。

①食べるもののP-l容

②調理する楽しみ

@境開気(食べるI鵬l)

@偽有損保J飲食

①食べるものの内容については、健成志l旬と、グルメ，却告1とが

考えられる。健康志1;唱には、自然食、ダイエット、バランスのと

れたカロリー煩取等が考えられるが、これらに対する食材の出~~

から助言、地元の生産方法の解説等も必要となろう。グルメに関

しては、さらに様却なニーズが.Jtえられる。したがって、地局の

豊かな食材を利用したメニューの開発や、都会人の好みに合う調

理がまの開発等が必要となろう。また、そこにこな』すれば食べら

れないという食品を周忌することも、来訪者の印象を高める上で

重要なしかげとなろう。

@調理する楽しみを，剖旬する選好には、調理設備と、食事する

スペースや、食2賊Hが、先ず必要である。また、地元の農産物の

提供と阿時に、来訪者カfE!慨IJJfjしている調嚇持制対的必要

となる。特に、長期滞在を前提とする場合には、経済的Ol!lhから

も、これら施設型軽備が重要となる。

@湧囲気を業しむ志J向については、昧と雰閥知可おっOl重要な{午

Jllを及ぼすものと考えられることから、様qなグレードが考えら

れ、インテリア、サービスの両者に充分留怠する必要がある。ま

た、個i絡は、雰閥気を左るする大きな判断材料になるものと考え

られる。対象とする客層を明確にした上で、適正な側格3鉱卸g重

要なポイン卜となろう。

@f~ド験自再燃食は、例えば、キャンフ.やイベント警での野外での

飲食であるが、コミュニティ形成の上では、有効なH主である。

自然を平明lした、楽しい雰閥気づくりが重要となる。但し、衛生

面、ゴミ処.fIl等の整備が必要となる。
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宿j白8偏量、レジャー施設等のハード整備を中心とするものは立

地条件が大きく影響する。立地条件が大きく影響する開発では、

安い土地を確保することは軍要な条件となる。特に、レジャーl刻
迎施設の場合、スキー場以外はIiKdiに近いことが大きなポイント

となり、安い上地の確保は必須条件になる。また、』樹立繁備に対

す る限切l叫収刷臓が府浪!刷を日棟、とするものが多い。つまり、

イニシャルコストは開発車l雌で吸収できることを前提とするわげ

である。

但し、これらの側発は現状の余暇のニーズに対応するものであ

り、今f匙御殿活動のニーズが多様化するF犠?では、これに応える

ハード、ソフト阿凶の整備を行うことも必要になるものと考えら

れる。

これに対し、儲童隔地での開発では、fi'fil功極量は当然のことな

がら、余暇活動に関する明確なテーマを重視した開発が必要とな

る。開発の内容からそれぞれの開発の特徴を以下に示す。

(4 )買物

fl!物には、同物のI^J~寺と、山の雰~tl気、弘治として民うの3つ

の要系カ'Jtえられる。従来の観光地では、もっぱら、 b喰物の販

売が1:休であるが、iAI容、 mの雰同気ともにfIの高いものとはい

い策い。また、これらの上産物1占が、徐々に飽きられていること

も事実である。

これからのリゾートにおいては、地元で0滑産品の販売はもと

より、都会で青梅入するものと阿等の品揃えと、応の雰囲気づくり

に飼惑すべきである。大慣にヰ蜘'1J~給される現代では、持1費者の

商品を選択する日は急速に向上し、また、多様化している.また、

買物を!楽しむニーズも高く、保麹也においても、 ft寓て噴の高い

品揃えと、応の雰閥気づくりが重要になるわげである。

(1 ) i(11(威厳立を主f本とした開発

別荘分譲、会員制リゾー卜クラプを中心とする開発であるが、

別荘分譲は以下に示すもののいくつかの条件を満足する必要があ

る。

2.リゾート開発の分頬と成立条件

耳UE行われているリゾート開発は、従来の別荘分譲、スキー場、

ゴルフ場単独の開発から、綾合型開発へと変化しつつある。これ

らの開発はlJJ也条件と開発の内容との2つの視点で分類すること

ができる.表.2は、既イfのリゾート開発を上記2つの視点で位

悶づげたものである。

立地条件については以下に示す2つに分類される。

I)週末滞在の革IJJ"カ旬I能なE郭耳・距蛾に立地すること

日)周辺にスキー場、ゴルフ場、マリーナ警の余暇t綿服司迎の純

設があること

111)別粧地の責任ある維持・ f存型のf'ド自制Iが敷かれていること

①liK市や観光地などの集寄力の高い地繊の近隣に部自するもの

②築制Jの高い地蜘t近くに無い遠隔地に旦加するもの

また、会員制リゾートクラブは顔託金術!と.!~fftll防fあるが、以

;下に示すもののうちいくつかの条件を満足する必要がある。

また1m発の内容については以下の通り分煩される。

1 )有名観光地に立地する

11)全体で10-15ヶ所以上の立地を確保する(特に鼠託金制

t の場合は多いことが必要条件)

~ III )首細から 100k酬に立地する(特に抑制の場合)

i IV)一流リゾートホテルと比べ、遜色のない規模、内容を控える

V)大型 (500客tιlニ)で付帯施設カt充実している

V1)ゴルフ、スキー等のメジャーなスポーツ施設を有する

①T苛j敵国宝を主体とした開発

②リゾート施設を主体とした開発

③遊問地、外国村等のアミューズメント脳立を主体とした開発

④コンペンション、研修脳宣を主体とした開発

立地条{すと開発内容とは、大きな関連を持っている。立地条件

て包凍客力の高い地域に附要する場合、成立可制生は、宿泊脳宣

以外の余暇活!f1刷連施設の内容にあまり左右されない.現在行わ

れている別荘分譲、会貝措IJリゾートクラブの多くがこれらの立地!

条例制視した開発となっている。また捌地、外聞樽の開発l
もこれに相当する。 宿湖舗空中心の開発の場合、東京闘が中心となる。これは、関

西国でこれら分譲別荘、オーナーズマンション、:I~fßilJリゾート
マンション等が不振であることが大きな理由である。

立 地条件と開発内容からみた成立可能性の位置づげ | 2 

内 容 を 主 体 に し た 分 頬

宿泊施設を主体 リゾート施設を 遊園地や外岡村 研修施訟を主体
とした開発 主体と Lた開 発 等 の 7さま -1.'1-'.1ト とした開発

別荘 ;全員制
Il訟を主体とし
た開発

舟誠 γ-t ，ヲ，. 
立 集客力 の
地 ある地磁 O O O O O 

主条 の周辺に
体件 立地
とを
し 周辺力 に軍
た 客 の 畠 x ロ O x ロ
分 る地場が
期 な い

表.

- 47-

い
通
い

高
曽
低

合
M
品目
w
合
M

性
性
性

鑓
能
能

可
可
可

の
の
の

立
立
立

成
成
成

O
ロ
x

注)



また、分j制II~tに関しては、大手ディペロッパーカ苛7う場合、

売り逃げに近い開発はnい輝く、分i豊後の符珂運営を考慮した開

発がIf!視されている。道路や施設の側ーを含め、開発カt終わった

段階で新たな施j立業が怜まると考え、イニシャルコストは開発利

I.'fで凶収できるが、符理・運営貨は延qと継続することになる。

但し、 rr1型・運営の秤貨は郡昭電では脇、きれない励明状であ

る。従って、施設の平IIJIJ率を上げ革IJJH料金の収入を礁保すること

が必喫ーとなる。手1間帯fをtげる為には、立地条件が非?常に重要に

なり、このl爵でも恥潟習を"，心とした開発が主体となるわげであ

る。もちろん、 3刀也条f初旬将s恋くても中核となる魅力的なB低空
整備を行い、周辺を月IJ荘分議するJiit(別荘地のキャピタルゲイ

ン叩11党利畿をrr!.}みむもの)も行われている。さらに、販売上は

コスト高になりデメリットとなるが、建売り分譲とし、 ~11J1l家を

上げる等の対Lぬtみられる。

会只伽lリゾートクラプも立地条件が大きく影持する。会貝制リ

ゾートクラプには、①IJ~Î制と@預託金制とがある。制['雌設中

心のIln発であるが、徐々に余暇活動S匝22を整えた開発カt行われる

ようになってきている。しかし、短期ifrl{Eがl:f.本の余暇では立地
条例は大きな安泰となっている。

fJi.iE金伽!の場合、一般に~I同率(客室の嫁動率)は共有制に比

ベイltぃ。これには以下に示す2つの理由が考えられる。

①立地条件のJE @手IIJIIシステムの本:

①也I地也条刊の;r
一に責対'1悩此応;するものになつているのに立弁対、{比し、 fn.1f;金制は遼附也に立

地し、夏休み等のHJUIf~暇に対応する形態になっていることがあ
げられる。

@手I仰lシステムのAでは、』与NlfiiJは草IIJU券システムとなってい

る為、メンバ一同f¥'でなくてもビジターカ叩聞できるのに対し、

預託似Mは、メンバードtlf1'カ情iHllになる等の差があげられている。

f.lUE似liIJの場合、ロケーション数を多〈し、会員を募集するが、

"，伎となる地域での繋備を中心として、全体としては僻地での冒

険カ町可能となるわけである。

(2 )リゾート』宙空を中心とする開発

fJWは、ゴルフ湖、スキー場、マリーナ等のリゾートB舗立が中

心となっているが、今後は文化・芸術、最l治活動、教築関速に至

るまて1þ;3Jj~い活動施設が求められることになると考えられる。

リゾー卜B街宣は、来iiJj.者ーのII~JtiJを満足させる中心的な3極量であ

り、ハード整備とともに、活動日的に対応した多くのソフト開発

が必要不可欠である。現在の開発では最も立ち遅れている分野で

あり、特に今後の余暇活動の，まw11が多線化すると考えられること

から懲備すべきソフトも多機なものとなろう。

例えば、各階活動プログラムの提供、インストラクターの捕皇

制 g必要となる。スポーツ，酬を例にとると、健康倒産持噌進ニ

ーズ、精神的ストレス解消ニーズ、 t鮒i・技能の学習ニーズ、コ

ミュニケ←ションニーズ等によってスポーツプログラムの選択や

スポーツ0:伊東しみJi(ftmが違うことに間意しなげれ』まならな

い。これらのことは、文化・芸術、自1M午、教養の各，音wiJlごついて
も問機である。

従って、これらの同jtい余暇活動ニーズに応える為には、ある

H1J変まとまりのある広さの中で傾合附m発を行うことが必要であ

る。

(3)遊園地、外国村のアミューズメント施設を主体とした開

発

ディズニーランド、オランダトf等の開発であり、fJW:阿織な開

発が進行中である。

アミューズメント施設を中心とした開発には以下の条件が必要

である。

1 )日帰りレジャー客を樹号できる都市近郊に却出する

[J)明確なコンセプトの作製

1IJ)一日中遊んて-いられるだげの堕寓なメニューの整備

この内容はリゾートよりもむしろレジャー・観光に近いもので

ある。しかし、現花の余暇活動に消費可能な附10と金を考慮すれ

ば、 I見'Æ(I'~なn日発。){UUみとみることが出来る。何し、速隔地で

の成立の可能性は低いと考えられる。

(4)コンペンシヨン、研修胞設を主体としたIl日発

開発についての留意点は以下に示すものがあげられる。

1 )各締研修に対応できる人的ネットワークの整備

11 )独自開発によるオリジナリティの高い研修メニューの幣備

1IJ)研修テーマの開発、資料叫T製等の研究スタッフの整備

基本的には、リゾート施設中心の開発と同微な条件を務えるこ

とが必変である。しかし、間休利IIJがWI1J11することや、会議、ミ
ーティングが噌加することなどの両面に対応できる施JEが必賓と

なる。今後は企業の研修と社会教行の両者より、研修に関するニ

ーズが高まるものと考えられるが、研修を主体とした物、研修と

リゾートを兼ねた物、コンペンション .1i~ぷを主体とした物など、

様々なニーズがあるものと考えられる。

3.今後の調E

リゾート開発に取り組む安勢としては、以 Fに示す2者が考えら

れる。

jCD短期回収を前提とした別荘分線、 jも干I性リゾートマンション等

の開発

②長期目H胤野に立つ本絡的リゾート開発

i ①は、立地条件の恵まれた地域で刷育j飢断立の分識を中心とし

iた開発であり、②は開発の内容を重視し、様々な余目防磁宣と荷)(1

i 施設を整備する方向である。

前者は立地条件、土地価格などが成立の可否を大きく決定ず付、

後者は、開発と運営に係わるソフトを環祝するものである。また、

10年20年という長期に波る開発が成立の条件となり、同時に

長期に渡る出財宝必要となる。し:かし、集客力を持たない地域で

も需要を創出することが可能となる開発である。

今後のリゾート開発では、後者の開限Eがより重視されることに

なると考えられる。これらの開発を行うためには、来訪j者のニ-

i ズを把梶し、来訪者が充分に満足できる余目隠活動施設とソフトを

i 整備する必要がある。開発の基本的資勢には以下に示すものが必

要になるものと考えられる。
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①レジャーだげでなく広〈、深く生活全般をみる

②どこにもない付1JI崎町慢をつげる

③ソフトの街員、特に人材の権保、l'n献 t重要

町封{乍りを窓議した開発

@マ←ケットは点1)り:11すものである

@即制限腕野にたっ

等であり、これらの項目は相互に関連するものである。第一に

考えられることは整備すべき余暇活動のテーマ、コンセプトの重

要性である。現tffIわれているものの多くはスキー場、ゴルフ場、

マリーナ、テニス警であるが、今後はこれらのスポーツ・レジャ

ー施設だけでなく、文化、芸術舟教養、健康、医療、コミュニケ

ーション、書IH~等もより軍祝される物となろう。特に遊び方、レ

ジャーが多様化しており、スポーツは今後もその中心となるもの

の、他の志向も多副首9に捉え、牛活令般に対応するものが必要と

なる。リゾートのありかが、日常生活を基盤にしたものになると

考えられることからも4指令般の活動向E支鏡、提f共する開発が重

要になるものと考えられる。

また、ー方では、仰の他舗にない付加価僚を付げることが重要

となる。

竹島%の開発、街.~~みの祭備等がその{回総jなものであるが、

これらの付B柵備を付げる開発はともに 10年単位の蜘mを必療

とする。リゾート地ゆ付h胴附割引する初別庖日の開発等は、

地域の産業娠興仁直t務れF付くものであり、地元と、開発主体両

行にとっても大きなメリットなる。当初jよりリゾート開発を臼的

とするよりは、 HJJufiBi耐を付付、 10if後にリゾート地として開

発を行う努め取り.n，みも必要!となろう。また、リゾート地は人々

を楽しませるものであり、楽しませるソフトの格備、特に人材?の

盤銀ι1w&は非常に一司I要なものとなろう。各締スポーツ、1I!吋情活

動のインストラクタ一、サービス業としての般客のノウハウ、料

開のメニューに至るまで繁備すべき項目は多岐に渡る。これらの

ソフトを積み1:1ずPた結果がリゾートにつながるという見方もでき

ょう。また、開発に当たっては街づ〈りを麗能した計爾も求めら

れる。地減全体の魅力度を高約、開発地ρ>HJJ雌耐自を高めるもの

であり、自治{初計う開発においては当然であるが、民nl桝 7う
場合でも噴要な視点と考えられる。リゾート開発は、装慣産業で

あり、開発め~にはインフラストラクチャーを含む燦々な投資が

必要となる。開党主体方。抑主で出来るものもあるが、道路整備、

上下*1担務備等、地局と開発主体が協調しながら開発する方方f効

果的である。

リゾート地は、提供する余暇活動の内容が1ft要となる。また、

その秩備にはIミJIIJIIIJを要す。従って、現住のニーズを迫うだげで

なく、今後控主するであろう新たなニーズを発掘することも重要

な要素となる。この窓Rまでは、マーケザトは創り出すものという

考えJiも成り立つ。最近の例では、アルファトマムやサホロの地

中海クラプも新たなニーズを喚起することにより、マーケットを

創り出したとみることができよう。

マーケットを創出する開発は、今後のリゾート開発の中で中心

的な縦Eになるものと考えられる。生活全般をとらえた開発、他

の地域に無い付加価値を付げる。ソフトの蕎積、人材の健保等は

新たなマーケットを創出する上での剣午となるものである。この

ような開発には長期的な限努と計断、長期に渡る投資、ソフトの

務積努カ有必要となる。

自治体，;òftjう湯合、民~Iめ勾7う場合と開発主体によりその対応

は様々なものになるものと考えられるが、本絡的なリゾート開発

を行う為には、長期的な視野に立ち、目標を明確にし、かっq蛸司

に持ちつづげるとともに、社会変化に柔軟に対応する安勢が求め

られることとなろう。

本格的リゾート開発には長い年月を要し、日本にお付る計plij的

なリゾート開発はまだまだ廃史カ守主い。今後、余暇の駒大と多様

化が進行するなかで、リゾート開発においても嫌々な開ヲ肋t行わ

れるものと考えられるが、余蝦のニーズを的確に捉え、これに対

応する盟問の整備及びソフトの開発が求められるものと考えられ

る。
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:t土妥き f本 τ当j r手予ド守町職」 α::> ~ド旨却If:辛苦てすーそr 、ソ ト乙こ修司すーるliJfヲモ

原岡 宗彦〈大阪体育大学〉 1暗戸 俊男(BIG-S体育研究所〉 富山 浩三〈大阪体育大学専攻科〉

社会体育指導者 労働マーケット カリキユラム

純貫

近年、スポーツの商業化、大衆化にともない、社会体育
に対する関心が急速に高まってきた.特に高度情報化社会
の到来に、歩調を合わせるかのように社会に蔓延した『運
動不足病』や『テクノストレス』は、運動やスポーツによ
る健康づ〈りや、健全なレクリヱーション活動の重要性老、
再認識するきっかけを与えてくれた。さらに、 21世紀に向
けての長寿化社会への急速な移行は、高齢者の健康づくり
や、ゆとりある余暇生活の実現に対する社会の関心を晩起
した。このような社会的背景の中で、近年社会体育の普及
と制度化が、徐々に進行を見せてきた。その中でも特に、

社会体育指導者に対する関心が非鍛t<:高まっているのが注
目される.
文書R省が提案した rt士会体育指導者資格付与制度」や r

スポーツプログラマーJ、厚生省が行っている r健康運動
指導士』といった資格制度などは、制度化の端的な例であ
る.資織に関しては、この他ACSM(全米スポーツ医学
会)フィットネスインストラクター認定制度や、 YMCA
フ fツトネスインストラクター資格のように、民間団体の
認定によるものもある.しかしながら、社会体育に対する
関心の高まりにもかかわらず、指導者の現状やマーケット
に関しては、われわれは限られた知識しか持ち合わせてい
ない。特に1士会体育を職業とする『専門職Jt<:関しては、
資質、専門的知識、資格、職業経歴等不明な点が多い.そ

の理由のーっとして、社会体育がこれまでに制度として確
立されておらず、社会体育の現場が、多くのボランティア
やパートタイマーによって支えられてきたため、調査をす
るにもその対象が不明確であったという点があげられる.
社会体育指導者マーケットが急成長を見せる中、社会体育
『専門職」の現状と実態を把揮することは急務である.本
研究は、現在、社会体育の専門職として、現場での指導や
管理にあたる人々の実態を、特に指導者の資質や専門的知
識、そして職業経歴について調べ、社会体育指導者の養成
や、カリキコラムに関する提言を行なうことを目的とする.

先行Mf1l!

社会休育指導者に関する研究は、東京オリンピックが終
わり、社会体育に関する世の中の関心が高まりを見せた、
1970年代より噌加の傾向を示した。日本体育学会で発表さ
れた社会体育指導者に関する研究の数は、 1970年から74年
が15縮、 75年から79年が23編、そして1980年から例年が2
8編と徐々にmえている.川西ら刊は1987年にこれまでに
行なわれた社会体育指導者に関す忍研究のレビューを行な
い、その中から115編の論文を選んで研究動向を報告した.
その結果、研究は(I)社会的特性、 (2)社会的機能、 〈
3)パーソナリティ・資質と専門的知識・技術、 (4)指導
行動、 (5)カリキユラム・養成システムの5つの領域にわ
たって行なわれていることが明らかになった.しかしなが
ら、研究の対象となった社会体育指尊者は、スポーツ娠興
法で定められた体育指導委員や引 3)4)引引円引日本体育

協会公認のスポーツ指導者など引 1・)11) 、その多くがボ

ランティア指導者である事実も判明した r専門職Jとし
ての社会休育指導者を対象とした調査研究の数は少な〈、
従ってその実態を把握できるデータは非常に乏しいのが現

状である.
従来の社会体育指導者についての研究は、指導者の社会

的機能や役割といった個人的属性tこ重きがおかれ、 『型車鎖
的な指導者像と以Jあるいは『影響力の強い指司事者像とはj

等のテーマが好んで用いられてきた.しかしながら、守能
12)が指摘す忍ょう氏、研究対象とな忍スポーツクラブが
異なれば、そこでの理想的な指募者も異なるように、その
受けmの遣いを無視して指導者の優劣を諮ることは労多く
して実りの少ない作業といえよう.そして守能は、今後の
諜題として、クラブの肉都t<:潜り込み、指導者を含めた全
ての環境条件を個々に具体的に記述し、ケースを積み重ね、
そこから普遍的な原則を導〈現象学、あるいはヱスノメソ

ドロジーの手法による研究の可能性を示唆している.
専門職としての社会体育指導者の研究は、近年のフィッ

トネス・インストラクターやアスレティック・トレーナー
の僧加立ともない、、少しずつ研究者の関心を集め始めた.
社会休育指導者の養成をめざして関学した腐屋体育大学が、
1987年に全国の社会体育指導者(専門職に限る〉に対して
幹細な調査を行なった.その結果は、社会体育指司事者の臓
業綾歴13)、資質と専門的知機H¥そして指導者養成問》
の3つの領域にまとめられ、体育学会にて発表された.こ
れらの研究は将来の指導者研究の方向性を示唆するもので
あろう.
専門職に関するその他の研究では、アスレチッククラブ

の指導者像そ考察した研究や1刷、民間の社会体育専門学

校における、指導者養成システムとカリキュラムに関する
研究報告17) そして、社会体育専門職の実態を調べた、社
会体育研究会の一連の研究18)1引が自につく程度である.

社会体育専門職の需要が急憎している現在、その労働市場
の現状とメカニズムを犯鐙・分析することは、将来の社会
体育の発展と、社会のニーズに合った指理事者養成システム
の確立に必要不可欠な研究課題であ忍と考えられる.

盟蛮盟友法

本研究では、関学から現在までの大阪体育大学本業生の
中から、社会体育の専門職として働いている者524名を調
査対象として選んだ.調査対象者は1987年度同窓会名摘の
中から、社会体育施設〈公立体育館、公立・民間スポーツ
クラブ、スポーツ教室、社会体育課など〉にて給司事者とし
て働いている専門職を選び、調査表と返信用封筒を各名簿
に記載されている住所宛に郵送した.調奈時期は、 1987年
10月でその1カ月後に調査表の悶収率をあげるため、その
時点における非回答者に対しフォローアップ・レターを送
った.

鐘墨

1)回答者の特性

調査衰の回収率は42.7%で、 2211名の有効回答を得た.
その人口学的特性は、表lにまとめた通りである.
全回答者の67%(1119名〉が男性で、女性は33%である。
これを年齢別にみると、比較的若い世代 (23~30歳〉は男
女比が似かよっているが、 30歳以上では男性の割合が圧倒
的に高くなっている.他の職福岡織に、社会体育指導者の
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場合も、女性は結婚や出産を機ti:.職場を織れることが原因
であると推察される。なお回答者全体の平均年齢は27.1歳
と若いが、これは大阪体育大学の歴史が20年と浅く、卒業
生の最高年齢も42歳どまりであることに影響を受けている.

表 1、回答者の特性(%)

年齢 男 女 合計

20趨-30段来i措 56.6 43.4 100 (N=132) 

30&1'1以上 85.9 14.1 100 (N=95) 

2) n会休宵を選んだ現!由
x2 = 20.13 (P > .05， df =1) 

現在、社会体育指導者として働いている卒業生の、大学
時代の進路希望を調べた結果、男女とも教員志望が半数以
上を占めていることがわかった.大学時代から社会体育を
志現していた回答者は、全体の約20%であるが、性別では
女性が男性をわずかに上回っているのが目につく.また現
職についた動機は、表2に示される通りである.問答者は
社会休育に進んだ主な動機をたずねられ、それを強い細か
ら3つ選ぶよう指示された.

表2、現臓についた動機(%)

動概 第l tlt2 第3

自分!~向いていると思ヲた 35.6 20.2 12.9 

fょを動かすことが好宮だから 8.6 21.0 15.5 

体育、スポーツに興昧が晶ヲた 16.7 22.7 18.5 

過去の経験をいかしたい 18.9 20.2 16.3 

経情的にi躍になるかも 1.3 0.9 0.4 

スポーツを社会に普及させたい 3.9 5.6 -13.7 

人事移動でやむをえず 2.6 0.4 1.3 

回りの人に進められて 2.6 3.0 6.9 

なんとな〈 0.9 0.4 1.7 

合計 100 100 100 

(N=229) (N=229) (N=229) 

表を見れば明らかなように、 35.6%の回答者が自分に合っ
ているかどうかを職業選択の第一の動機とし、続いて過去
の経験や、自分の興味をその理由にあげてい."5.その逆に、
経済的な理由やスポーツ振興という社会的使命を動機とす
る回答者は少ない.また表には示されていないが、動機に
閉しては男女の差はほとんどない.

3)職業経歴

回答者の職業緩歴については、全休の31%(71名〉が現
在の臓業につ〈前に前職を経験していると答えている.そ
の中で、前職名がわかっている61名の前職の内訳は、表3
に示したとうりある。
その中で最も多いのは、保健体育の非常勤講師であり、全
体の26.2%を占めている。また、常勤の保健体育教師の割
合も多< (24.6%)、学校体育から社会体育への『職業開

移動」が約半数を占めていることがわかる.また、他の社
会体育自信設から現在の社会体育線設への『職椅悶移動」を
行った卒業生も約4分の1(24.6%)を占める.これは著者
らが以前に実施した調室結果とも類似しており、このとき
は転職を経験した社会体育指導者153名のうち、 37.9%の
58名が傑健体育教師(常勤・非常動を含む〉であった

表弘前砲の内訳(%)

的聴名 1'1合

保健体育教師(非常助〉 26.2 

保健体育教師(常勤) 24.6 

他の社会体育路段 9.8 

一般企!!l: 4.9 

体育 11i~員 1.6 

子供会専任主事 1.6 

傷害者自在投更正l¥il耳員 1.6 

教育努員会 1.6 

公立体育飽ISl 1.6 

スポーツ用品庖 1.6 

公務員 1.6 

合計 100 (H=61) 

では、社会体育施設で働〈回答者は、現職ti:.対してどの
ような不安を抱いているのだろうか?現織に対する不安を
男女別に見た場合、将来への不安を抱いている岡答者の割
合は、男性 (68.8%)が女性 (62.9%)をやや上回ってい
た.では不安を抱いている回答者は、具体的にどのような
不安を持っているのだろうか?表4は、不安があると答え
た男性97名と女性47名の内訳であ."5.

ヨ~4、不安があると筈えた者の不安の具体的内容(%)

不安の内容 見 女

昇段・界進に対する不安 24.7 11.4 

移動・転劫に対する不安 9.3 4.5 

社会体育指導者の需要低下に関する不安 8.2 6.8 

自己の体力の低下に閲する不安 22.7 45.5 

その他 35.1 31.8 

合計 100 100 
(~=97) ( H=44) 

x2 = 9.20 (P < .10， df = 4) 

男女共に、 r界級・界進』と「自己の休力の低下』をそQ)

理由にあげているものが多い.しかしながら、 r昇級・昇
進jについては、男子の割合が女子の割合の倍近〈を占め、
『自己の体力の低下Jではその逆の問答パターンがみられ
る.昇級昇進では、女性指導者の多くが、自分の職業を一
生のものとしてとらえていないために、それほどの不安を
感じていないことがわかる.また女性は、半数近〈が『自
己の体力の低下』に不安を感じてい."5が、これは休力その
ものの低下に加え、加齢や出産にともなう容姿や体型の変
化などが、不安をt慢す原因となっているのではないかと考
えられる.さらに社会体育線設の多〈が歴史も浅く、組織
も涜動的であるため、会社や組織内で初級や昇進の道筋〈
Promotion radder)がきわめて不明確である.昇進試験、
資格、経験等の昇級・昇進システムが明文化されている会
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社組織はまれで、これが男性の将来への不安をt智大させて

いるとも考えられる。
しかしながら、男女共G割以上が、現在の仕事に対して何

らかの不安を抱いているにもかかわらず、積極的に転職を
試み、新しいチャンスを求めようとする翁導者の数は少な

い。表5(;1、回答者に対し、現在転職を考えているかどう
かを訪ねた結果である。意外な乙とに、男子は女子に比べ

安定志向が強く、全体の時IJ近くが転職を考えていないと
答えている。これに比べ女子はより積極的に新しい可能性

を探ろうと考えており、公立の社会体育施設や教員に次の
希望を託す指導者が女子全体の2割弱を占めている.

表5、転戦の可能性(%)

男 女

転職は考えていない 77.7 65.3 

一般企業へ転聴希望 4.1 4.2 

民間の社会体育絶段へ転戦精製 2.0 4.2 

公立の社会体育飽蹟へ転職希望 2.7 8.3 

教員へ転聡希望 7.4 9.7 

その他 6.8 8.3 

合計 100 100 

(N=H8) (N=72) 

11)専門知識・能力及び資機

表6.IJI在の指噂者のI事つ専門知結・能力と、将来必担とされる専門知掠・能力

かなり晶るH 非常に占:.~~I

公立(N=59) 16.9 74.6 

運動処方、トレーニング~:=

民間(N=97) 19.6 76.3 

公立(N=S9) 。。 33.9 

スポーツニーズの別~及UIf価法

民間(N=97】 6.2 39.2 

公立(N=59) 10.2 30.5 

体力il~定のデ-"\'処四

民間(N=97) 12.4 35.1 

公立(N=59) 25.4 28.8 

告『主スポーツの実践Ð~力

li¥!:!(純=97) 15.5 2'3.9 

公立制=59) 20.3 50.8 

陀段、プロゲラムi:t:宮の知~.1rIE力

民1:!(N=97) 19.6 53.6 

公立(N=59) 32.2 42.4 

1.11客恕度

民1:!(N=97) 39.2 71.1 

公立(N=59) 16.9 28.8 

スポーツ用具、倒穏に閲する知拠

民間(N=97l 18.6 42.3 

公立(N=59) 1.7 23.7 

OA、パソコンt;:閲する知r.I

民間(N=97) 5.2 27.8 

公立(N=59) 15.3 45.8 

名話実績指導能力

民間(N=抑〉 16.5 67.0 

公立(N=59) 8.5 44.1 

レヲリエーションの実路llil草能力
民間(N=宮7) 13.4 47.4 

公立(N=59) 72.9 

スポーツ医学や救1副長

畏r.1(N=97) 79.4 

社会体育指導者には、どの様な専門知識や能力が必要と
されるのであろうか?表8は、 11種類の専門知識・能力を

現在十分t<:身につけているか、あるいは、それらが将来非

常に必要とされるのかどうかを、公立・民間別に比べた結

果である。左官IJの数字を示す「かなりあるJは、現在回答
者自身が身につけている専門知識・技能のことを意味し、
布側の「非常に必要であるJは、これから社会体育指導者

を目指す人間が、ぜひ身につけてお〈べきであるという回
答者の考えを意味する。これら2種類の数字は、同じ種目
に対する2つの異なる質問から得られたものである.なお

最後の、スポーツ医学と救急法については最初の質問項目
から抜けていたので、これから必要とされるかどうかの意

見を開〈にとどまった.
これからの社会体育指導者に必要とされ忍専門知識・能

力の中で、公立・民間にかかわらず必要と考えられている

のは、運動処方・トレーニング理論とスポーツ医学・救急 1) この項目 It 、 r晶なたは腕、次の事柄に対してど国間町時門知~.taU能力持ラてい
法の領域である。これらは近年、健康産業で働く指導者の l お考えですかJという質問に対する『かなり晶苓』切るf!Jl:晶吾J rどちらともいえないJ r 

数がI替えたことと密綾な関係があると思われる。その反対 りないJ rほとんどない』のわ由選択肢の中かふ郎nO)rかなりあるJ1:事えた者の剖告を
に、それほど必要と考えられていないものには、各種スポ

ーツの実技能力と、 OA・パソコンに関する知識がある。 がこの項目tt、r己れかもI士会体胃指噂者になるためにはどの限な噂門的トレーエンずがE

社会休育指導者には、コーチや学校体育教師と異なり、乙 リという質問に封ずる『非常に占、uであるJ rやや必要であるJ rどちー
と実技指導にはスペシャリストとしての優れたスポーツス 、えないJ r余り必嬰でないJ r全〈必1l!でない』の 5角巡択肢の中から ~llnの r非常に必uて
キルよりも、ジヱネラリストとしての幅広い技能が求めら ーと菩えた図書者の訓告を示す
れる。またスポーツの内容も競技と異なり、レクリヱーシ 1 

ヨン的なものが多〈、幼児から高齢者までときわめて多彩

である。そのため、実技能力にはそれほど重点が置かれて

いないのである。また社会体育は、人的官官度の高いサービ

ス業務であり、指導者は、会員管理以外に、日常業務でパ

ソコン~用いる必要性は少ないと言えよう。 現在指導者
が持っている知識・能力と、これから必要とされる知識・
能力の絡差が大きい項目には、先tこ述べた「運動処方・ト

レーニング理論』の他に、 『スポーツニ司ズの調査及び評

価法』と『施設・プログラム運営の知識・能力Jがある。

乙れらはいずれもスポーツ経営の領峻であり、これまでの

大学カリキュヲムの中で過小評価されてきた分野でもある.
国民のスポーツニーズが多機化してい〈中で、指草事者は同

時t<:緩営者としての知識・能力を身につけ、参加者のニー
ズを先取りし、それに答えて行〈校総を身につけていかな

n
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ければならない。

また、将来必要とされる知識・能力について、公立と民
間を比べた場合、 rt賓客態度Jと『スポーツ用具・機器に
関する知識』において、大きな裳がみられた.両者とも民
間の数字が高く、ザービス業として、妓客態度の必要性が

索視されてきた傾向に加え、ハイテク化したトレーニング
機器を使いこなす知機が求められている嫌子が読み取れる.
さらに、実技指導能力についても、民間が公立を上回り、
運動・スポーツプログラムの指導場面にたつ機会の多い民

間と、施設・用具管理の機会の多い公立の仕事内容の微妙
な異なりが数字の上に反映されている。
最後に現在持っている資械に関しては、表7に示してい

るように、公立と民間においてあまり差はみられない.し
いて指摘すれば、民間に教員免許を持った者の割合が多く、
公$[tζスポーツテスト判定員とスポーツ指導員を持ったも
のの割合が多い程度である.前者の理由は明確ではないが、
後者は、職場の特性上、上司や仲間から研修を受け、公的
資絡を持つように動機づけられた結果ではないかと推察さ
れる。

表7、現在もっている資格(%)11 

資待名 公立

教員免許 51.6 

日本赤十字指導員 9.3 

スポーツIli導員 14.8 

トレーナー 2.8 

社会教育主事 6.5 

レウリエーションlli海員 4.6 

キャンプllil耳員 0.0 

オリエンテーリング指導員 0.0 

合計 100 

(N=108) 

1) m1l!回答(資格tl; 1人当り最高 4つまで選択可〉

結論蓋よ立三監察

民間

67.4 

11.3 

12.1 

2.1 

2.1 

2.1 

0.0 

0.0 

100 

(N=14J) 

全国的に、休育学部卒業生の教員への道は年々険し〈な
ってきている.そしてそのような傾向と逆行するような形
で、社会体育指導者への需要が急速な高まりを見せている.
本研究では、拡大する社会体育指導者マ由ケット t;:関す忍
基礎資料を得るために、 『専門職Jとしての指導者を対象

とした調査・分析を行い、次のような結論を得た.
J)先行研究を調べた結果、従来の社会体育指導者に関

する研究は、その大部分が日本体育協会公認のスポーツ指
導者や休育指導員等のボランティアを対象としたものであ
った.
2)現職の指導者の半数以上は、もともと教員志隻であ

ったが、その道がなんらかの形で閉ざされたために、開業
栂の社会休育の道を選択した.

3)転戦経験者は全体の約3分のlで、戦業問のモピリテ
ィはそれほど大きくない.しかし、常勤の体育教師からの

転機も多く、転職経験者の24.6%を占めている.
4)回答者の半数以上が現臓に対し、なんらかの不安を

抱いているものの、実際t;:転職の可能性を示唆したのは全
体の3割程度にとどま~.ただし転職tこ関しては、女性の

方が男性よりもやや積極的である.
5)指導者t;:求められる専門知識・能力では、公立と民

間でかなり異なる部分がみられた。これは、運営母体がサ
ービス業である民間の特色を反映したもので、特に、 『機
客態度』に強い関心が示された.

現在、社会体育指導者の需要は急速に高まっており、そ
の大部分は民間のアスレ・ヘルスクラプや第3セクタ一方
式で運営される社会体育施設に職を得ているのが現状であ
る.これまでの指導者マーケットは歴史も浅く、ブームに
乗って急成長を遂げたため、社会体育業務を運営す忍組織
や制度もきわめて未発達・未成熟な状態にあった.しかし

ながら、近年、大企業が社会体育の領域に進出したり、文
書匹省や厚生省、あるいはACSM(全米スポーツ医学会)

などの民間団体の認定による資格制度が整備され~など、
社会休習を取り巻〈状況が徐々に制度化される傾向が強ま
ってきた。問時に、専門的な知識・能力を備えた高度な専
門職として、質の高い指導者が求められるようになった。
これまでのような学校休育教師の『すべりどめ』程度の認
織では、ますます専門化する社会体育の現場からの要請に
答えることはできないのである.大学教育においても、専
門的な社会体育指導者養成の課程が設置され、学校体育と

異なったカリキ立ラムが組まれるべきであろう.本研究で
は、現在の社会体育指導者の職業経服や専門知識・資質な
どが明らかになったが、乙れはあ〈まで現時点の状況であ
り、急成長を見せ~指導者マーケットを的確に把握するに
は、一定期聞をおいた継続的な調査が実飽きれる必要があ

ると考えられる。
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フライングラコf ィスクの幸重fEヒと多迭尽蔓に関する郁F多毛

レクリエーシヨン・スポーツ フライングディスク 発展史

1 ，はじめに

いまからちょうど 40年前、フライングディスクは道

具として誕生した.プラスチックでできたこの円盤は当

初、安全で老若男女を問わず、どこでも楽しめるという

ことで人気が出たが、単なる玩異としてしか扱われなか

った.

ところが、その後ボールとは遭った特有の飛行性能を

利用してさまざまなゲームが開発され、遊具からスポー

ツへと変化していくことにな~.

フライングディスクディスク・スボ}ツ〈注1)には、

i欠のような特徴がある.

・年齢、性別を問わず、楽しむことができ、かっ、奥

が深い.

・運動量の多い積回から軽い緩目まで9f重自があり、

高齢者、障害者等でも、体力tこ応じて楽しむことが

できる.

・一人から大勢まで人数に応じた楽しみ方がある.

.体力向上に役立つ全身運動である.

・身体接触を許さない積回ばかりであるし、期異も安

全である.

・用具の運機、セッティングが容易である.

.用具が安価である.

・左右上下へのカ}プ、プーメランの織なスローなど

多種多彩なスローができ、驚異的な飛距撹(世界記

録 186. 83m)21)等、ボールにはない飛行性能

がある.

つまり、 『いつでも、どこでも、誰でも」という、レ

クリエーション・スポーツとしての要素を十分に満たし

ており、子供からお年寄りまであらゆる年齢層の人がー

絡に楽しむことができる.さらには障害児・者たちにも

楽しむことができ、 「みんなのスポーツJ r生涯スポー

ツJ r三世代スポーツ』として期待されている.

週休2日常iの導入、高齢化社会が進む今回、余暇時閑

はますます憎大する傾向にあり、いつでも、どこでも、

誰でも楽しめる、レクリエーション・スポーツの果たす

役割は重要なものとなることが予測される.本研究では、

レクリヱーション・スポーツとして優れた特徴を持つフ

ライングディスクに焦点を当てて、過去に出版された関

係文献及び日本フライングディスク協会の会報からその

普及と発展の過程を明らかにし、今後のフライングディ

スクの将来を探る基礎資料を得ようとするものである.

0島 健 師同文男

〈上智大学〉

2，フライングディスクの誕生と発展

フライングディスクの誕生については、いろいろな説

がある.

現在最も信頼性の高いのが、 1920-40年代にア

メリカ東鶴アイピーリーグの名門校、ヱ-JJ，大学の学生

逮が近くのパイ屋のバイ皿を授げて遊んでいたのがはじ
まりというものである 1)2) .， 5円リド16) (現在、エー

ル大学権内には「フリスビ一発祥の地』を記念してフラ

イングディスクを役げる少年の像が立っている.) 

その他に、ギリシャの有 写 1 彫像ディスコボラス

名な彫像ディスコボラス

“円盤を綬げる人" (写

1)が最初にフライング

ディスクを綬げたのだと
いう説川引 7)18)、ヱリフ

.フリスピーという青年

が、学校の礼拝参加に反

発し、大学の中庭に皿を

投げ飛ばしたのが最初だ

という説引川》、遊びに図

った軍人たちが自動車の

ホイ -JJ，キ十ツプを飛ば

して遊んだのがきっかけ、

という説川¥米国のユタ州にあ;sト}ジャムの発福地か

ら発見された土の皿に投げて遊んだと記されていたとい

う説引、ローマ軍の兵士が紀元前202年のカルタゴと

の戦いで削った楯を妓げたという説5¥ネアンデルター

ル人が土で焼いた皿が最初だという設引、アルパート・

J ・フォールが鉄製のパンmタイプのフライングディス

クを発明したという綬引等である.

円盤状の物を授げたというだけならば確かに紀元前か

らあったかもしれないが、現在のフライングディスクの

織に投げあって遊ぶようtこなったのは最初に挙げたエ}

ル大学の学生が綬げあったのが始まりのようである.そ

れ以前から行われていたという説もたくさんあるが、ど

れも事実としてあいまいな点が多い.引

そこで比較的資料のある 1940年代以降について、

フライングディスクの普及と発展を年代順にまとめるこ

とにする.

1940年代

当時エール大学の学生遣は、近くにあった『フリ

スピー (FRISBIE)・ベーカリーJのパイ皿

- 56一



を投げて遊んでいた.そのパイ皿は金属製のもので、

直径が4、8、 10インチの3種類があり、レスト

ラン周の 12インチのものもあったらしい 1)16) 

写2 現在のフライングディスク〈左〉とパイ皿

1940年代の終わりにロサンゼルスの建築検査

官であったフレッド・モリソンは学生遣がキャンパ

ス内でそれらの皿を投げていたところを目輩、それ

をもとに皿のへりに鉄のリングをまくなどして金属

製のディスクを自作した 5)16)しかし、金属でつ〈

られたディスクは思うように飛lまないうえ、危険で

あったために金属製以外のフライングディスクをつ
くる実験を重ねた1)5)7)16) 

1948年、モリソンはウォーレン・フランシオ

ニと世界初のプラスチック製フライングディスクを
完成させた 1)5) 7) 9) 16) 

195 1年に、第 1号のモリソン式円盤の表面に、

浮力を増そうとする意図でついていた風車の翼のよ

うなカーブした 6つの突起が飛行性能に関係がない

ことがわかり、モデルチェンジによって、現在のフ

ライングディスクの原型ともいえる rプラトー〈プ

ルート〉・プラッターJが生まれた 1)5) 

1 950年代

このモリソンの考案したフライングディスクに着

目したのがフラフープのメーカーとして有名なWH
AM-O 社であった.社員のリッチ・クネールとA
• K・メリンは、行商中のモリソンのフライングデ

ィスクに興味を持ち、同社のカリフォルニア州サン

・ガブリヱルの工場に招き、そのディスクにさらに

改良を加えた.引 1955年には、モリソンがW
HAM-O社にディスクの発明の権利とディスクの
鋳型を譲渡した.日引 7)11川6)

1957年 1月 13 日 t~WHAM-0社はフライ

ングディスクの生産ラインをスタートさせ、 「フラ

イング・ソーサー』として市販をはじめた.日引 7)

、，，
 

2
 

この頃になると単ある遊びであったフライングデ

ィスクも次第にゲームとして盛んになり始めた.デ

ィスタンスといった個人穫目の他に、ガッツなどの

団体種目が考案された.円

1958年、ミシガン州カバナで世界最初のフラ

イングディスク・トーナメント、 「世界フリスビー

選手権(IFT)Jが開催された川町〈注2)

1959年、クネールが全国にフライング・ソー

サーを広めようと旅にでている崎、アイビーリーグ

のキャンパスでハーバード大学の学生が『フリスピ

ーJと言いながらバイ皿を投げているのを初めて聞

き、 「フライング・ソーサー』の商品名を『ブリス

ビ-Jに変更した.5)11)14)16) (WHAM-O?土は

商標権のトラブルを避けるため、わざわざスペルを

一字変え rFR1 SBEE]として登録した.) 

しかし、フライングディスクを単なるひまつぶし

の遊びとしか考えなかったため、 WHAM-O社の

誰もがフライングディスクを熱心に宣伝しようとは

しなかった.そのためあまり涜行せず、当時同社の

ヒット商品であったフラフープの爆発的ヒットの除

にかくれて忘れられた存在になってしまう1)11)

1 960年代

WHAM-O社の副社長兼総支配人のヱド・ヘ F
リックは、フリスビーを単なるオモチャとしてでは

なく、スポーツの分野にまで発展をさせたいと考え、

熱心にフリスビーを普及させようと行動を開始した.
1) 5) 11) 16) 

1965年には『プロ・モデル」のフリスビーで

パテントをとり、同モデルを販売し好評を1存した.
5) 16) 

1967年には国際フリスピーディスク協会(I 
FA)を設立.そして、会員の妓術に応じ、ノピス、

エキスバ}ト、マスター、ワー)(.， l'クラス・マスタ

ーなど、各自の妓術レベルを認識できるようなシス

テムをつくり、震初の 1F Aマスター資格審査をア

メリカンフットボールで有名なカリフォルニア州バ

サディナ市のローズボウル・スタジアムで行った.
1)5)7)9)1・)15) 16) 

その後 IFAの会員はどんどん増え、 1 F A は
rI FAニュースレター』の発行をはじめた.また、

全米各地で鋭妓会も開かれるようになった.日

1970年代

何人かのプレイヤーはプロに転向、全米デモンス

トレーション・ツアーをはじめ、また新しい鱗妓も

次々と考えだされ、それとともに競技会がいくつも

開催され、記録がぬり変えられていった.日またフ

ライングディスクもWHAM-O社だけでなく、他

の4つのメーカーからも製造されるようになった.

1974年に、ラトガーズ大学のダン・ロディツ

クが「フライングディスク・ワールドJという専門

隔月刊誌を出阪、竹同年夏にはローズボウル・スタ

ジアムにおいて観衆5万人を集めて第 1回世界フリ

スビ}ディスク選手権大会 (WFC)を開催した.

(当初は3カ国の参加であった)1) 5)引11)1・)1引
16) 

1975年には IFA会員制度を改訂.全米各地

の競技会を統一、 「ナショナル・チャンビオンシツ
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プ・シリーズJとしてWFCの出場権をかけた予選

とした.また同年ダン・ロディックが IFAの2代

目ディレクターとなり、 r 1 F AニュースレターJ

と「フライングディスク・ワールド』を発展させた

「フリスピーディスク・ワールド』誌が発刊され、

世界各地での競妓結果や贋味あるニュースなどを伝

えるようになった.全米各地域におけるディレクタ

ーを任命し、さまざまなルール制定などの目的で、

プレーヤー委員会も設立された 1)青少年のための

ジュニア選手権大会も開催され、障害児・者の人た

ちのためのスポ}ツ大会スベシャル・オリンピック

の正式種目としてフライングディスク競妓2種目が

選ばれた.

1980年代

1983年、スポンサーであるWHAM-O社の

経営不振により、国際フリスビ}ディスク協会(1 

F A)は事実上の活動を停止してしまった。

1985年になって、ヨーロッパ・フライングデ

ィスク連合が中心となり、全世界のフライングディ

スク協会に呼びかけ、すべてのメーカーのフライン

グディスクが使用可能なアマチュア・スポーツとし

てのフライングディスク国際組織、世界フライング

ディスク連盟 (WFDF)を設立した. (注2)同

年、 WFDF主催の第 1回世界ディスクゴルフ選手

権大会を開催した.

1987年には第2のオリンピック「ザ・ワール

ド・ゲームズ』の主催団体である国際スポーツ連盟

(GAISF)への加盟が認められ、 1989年の

ザ・ワールド・ゲームズ西ドイツ大会からフライン

グディスクが種目として取り上げられることが正式

に決定した.その他、国際オリンピック委員会(1 

o C)に対して、フライングディスクをオリンピッ

クのデモンストレーシヨン種目に取り上げるように

働きかけが行われ、国際スポーツとしての地位の確

立が進んでいる.

1988年5月現在、 WFDFには23カ国が加

盟している.

3. 日本における普及と発展

日本国内での普及、発展に関しては記議されている文

献が少ない.参考資料である会報等を加えてまとめた.

1969年〈昭和44年)

1975年〈昭和50年〉
この年の春から『フライングディスク・スポーツ」

を本格的に普及させようという動きが生まれ、 WH

AM-O祉の fフリスピー」の正式な輸入が開始さ

れた 7)16)またアメリカより、 WFC男子チャンピ

オン、ピクター・マラフロンテ、同女子チャンピオ

ン、モニカ・ルーの両選手を招き、日本各地でデモ

ンストレ}ションと講習会を行った 7)11 ) 

1 0月には「日本フリスビ}協会(J F A) Jが

名古屋を本部として設立された.協会の主な事業内

容はライセンスの認定、議習会、競技会の開催等で

あり、 IFAにも日本を代表する組織として加盟し
... _ 7)11) 13) 16 】
もι.

1976年〈昭和51年〉
〈財〉日本レクリエーシヨン協会の月刊誌『レク

リヱーシヨンJ8月号より翌年 1月号まで6固にわ

たりフライングディスクの投げ方が紹介された.
22) 

9月には JFA主催のもと、初の全日本選手権大

会が名古屋市市営白川公園において開催され、その

後毎年、全日本選手権大会が開かれるようになった.
7) 9) 13) 

1 0月、米国から 11人のプレーヤーを招き、日

米フリスビー・チャンビオンシツプが行われた。 7)

1 977年〈昭和52年〉
世界フリスピーディスク選手権大会 (WFC)に

日本が初参加.参加国5カ国中総合第4位になった.
13) 

〈社)全国大学体育連合の実t責務習会でフライン

グディスクが紹介された.岡地方支部における諸習

会でも、アルティメットやディスクゴルフといった

競技が紹介され、体育実技の授業で取り入れる大学

が出始めた・3

1 978年〈昭和53年〉
高知大学で開催された日本体育学会で、フライン

グディスク競技の紹介及び実技講習会が行われ、そ

の後5年間、毎年体育学会でデモンストレーション

が続けられた・3フライングディスク餓妓を、大学

体育に取り入れる大学が20校以上に噌加した.
18) 

この年、岐阜県恵那峡ランドに協会公認の日本第

1号のディスクゴルフ・コースが作られた 18)

日本にフライングディスクがはじめて紹介された 1979年〈昭和54年〉
しかし、当時はフライングディスクに関するテク WFC において日本が総合第2位〈参加国 14カ

ニックや競技方法等の知識や情報が少なく、普及す 国中〉となった.日印刷

るまでにはいたらなかった 7)1 o )11 ) 
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198 1年〈昭和56年)

神奈川県藤沢市で行われた第 1回スベシャルオリ

ンピック全国大会において、正式種目として2種目

が探周され、障害児・者への普及が行われるように
なった 19)2目》

また同年に行われたWFCにおいて日本は総合第

3位(参加国 13カ国中〉になった 13印刷

普及強化のため、第 1回公認審判養成講習会が開
催される 19)

1982年〈昭和57年〉

全国ではじめての試みとして、高齢者スボ}ツ活

動モデル市に指定された愛知県小牧市で、高齢者に

も楽しめる新しいスポーツとして、ディスクゴルフ

が取り上げられた・， (小牧市は、 2年後の 198

4年に、市営四季の森ディスクゴルフ・コースを作

った.) 

1983年〈昭和58年〉

1月に、それまで名古屋にあった JFAの本部が、

会員の増加と業務の多線化、フライングディスク競

技の普及強化およびスポ}ツとしての地位確立等に

対応するため東京に移された 20)

米国ルイジアナ州バトンルージュ市で開催された

第8図夏期国際スベシャル・オリンピック大会に日

本チ}ムが参加、フライングディスク部門で優勝し
た 19)

1984年〈昭和59年〉

全日本選手権大会に中華民国チームが特別参加.

千葉県総橋市老人大学講座においてディスクゴル

フの講習が行われ、高齢者にも楽しめるスポーツと

して普及が進められた 21) 

この年、 『日本フリスピーディスク協会』は名称

を正式な競技名称である r日本フライングディスク

協会 (JFDA) Jに改めた 21) 

議議社予Jr現代体育・スポーツ大系J第29巻に

7ftにわたって『フライングディスク・スポーツ』

についての記事が掲鍍された 13)

国立鹿屋体育大学開校記念、スポ}ツフヱアで、フ

ライングディスクのデモンストレーシヨン・講習会

が行われた.

世界アルティメツト・ガッツ選手織大会〈スイス

・ローザンヌ市〉ガッツの節において、日本第3位

〈名古屋コスモス〉、アルティメットの部は第9位

〈東京経済大学〉になった 21) 

1985年〈昭和60年〉

東京都立川市の国営昭和記念公園に、国の施級と

しては初めて常設ディスクゴルフ・コースが訟置さ

れ、そのコースを利用しての4回の諦習会を開催、

フ7ミリ}に人気を呼んだ 21) 

第38回全国レクリヱーシヨン大会レク・スポー

ツフェア〈三重県鳥羽市〉で、ディスクゴルフのデ

モンストレーシヨンと諸習会が行われた.以後毎年

全国レクリエーション大会でデモンストレーション

が行われている 21) 

文部省・筑波大学共催、大学体育指導者研修会

(茨娩県南荻市〉で大学体育教員にアルティメット

の講習が行われた.体育実技でフライングディスク

を取り上げる大学が30校以上になった 21) 

世界フライングディスク連盟 (WFD F)に正式

加盟.船橋市老人大学チームが中華民国第2回嘉義

杯大会に招待参加し、目撃両国の高齢者プレーヤー

の交涜が始まった 21) 

この頃より講習会の依頼が激憎する.

NHKが高齢者向けディスクゴルフ紹介番組 (3

O分〉を再放送を含め、 4回放映した 21) 

1 986年〈昭和61年〉

世界アルティメット・ガッツ選手権大会〈英国コ

ルチェスター市〉に、日本女子チーム初参加〈上智

大学)、第 13位ながら敢闘貨を獲得した 21) 

usオープン選手織大会〈米国カルフォルニア州

ラ・ミラダ市〉にて、大島 寛がディスタンスの部

で優勝、日本選手として初めての快挙を成し遂げた.
21 ) 

臼量産友好フライングディスク大会開催.中高年プ

レーヤーの人口増加〈約 10万人). 21) 

1 987年〈昭和62年〉
競技者人口の噌加に伴い、全日本選手権大会の9

種目の肉、普及のめざましい rディスクゴルフJと

「アルティメット」を独立した大会として、残りの

7種目と 3分割した 21) 

全日本ディスクゴルフ選手権大会で初めてシニア

の部 (55歳以上〉が成立した 21) 

usオープン選手権大会で、大島寛がディスタ

ンス 2連覇、 TRC優勝、 MTA第2位、個人総合

第2位と昨年以上の活躍をした 21) 

文部省主催・生涯スポーツ実技指導者養成講習会

〈東京都渋谷区〉で、フライングディスクが種目と

してとり上げられた 21) 

〈財〉日本体育協会監修「最新スボ}ツ大辞典』

にとりあげられた 11)

1988年〈昭和63年〉

第 13回全日本フライングディスク個人総合選手

権大会ディスタンスの節において、大島 寛 153.

21mで優勝. 8年ぶりに日本記録を塗り変えた.
21 ) 

文部省、 〈財〉日本体育協会、 (財〉日本レクリ
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ヱーション協会他共催『第 1回スポ}ツ・レクリエ

}ションの祭典・山梨大会』でレク・スポーツとし

て、ディスクゴルフがとりあげられる.

厚生省、兵庫県共催「第 1回全国健康福祉祭・兵

庫大会』でもディスクゴルフががとりあげられる.

現在、愛好者約60万人、 3支部4県協会.体育実技

の正課にとり入れている大学50校以上、内ディスクゴ

ルフのゴールを設置している大学9校.そして 1991 

年には、世界大会が東京で開催される予定である.

4. まとめと考察

最初にフライングディスクが誕生したのは紀元前であ

るという仮説は、古代にすでに円盤状のものを投げて遊

んでいたという記録や、円盤投げのルーツからすれば考

えられないことはないが信頼性に乏しい.やはり、パイ

皿から始まったと考えるのが一番信頼性が高いが、この

フリスビー・ベーカリーのバイnntこも、同社のパイ皿と

クッキー皿の2つの説があり、どちらとも限定できない.
5 I 

いずれにせよエール大学の学生遠の遊びであった皿投

げから始まったといわれるフライングディスクは、 40

年程の問に著しい変化をとげた.

まず、フレッド・モリソンがプラスチック製のフライ

ングディスクを発明したことが重要である.これによっ

て安全性が確保され、また大量生産が可能になった.そ

して実際に工場で大量に生産を開始して販売を始めたW

HAM-O社の存在も見逃せない.この二者が 1940

年-1950年代に発展の基礎をつくった.ただこの時

期にはフライングディスクはまだ玩具としての色合いが

濃く、投げあって遊ぶだけのものであったようだ.

1960年代にはいると、フライングディスクは新た

な成長の段階をむかえた.それは、エド・ヘドリックに

よって、フライングディスクが単なる遊び道具からスポ

ーツへと変化をはじめることにある.彼は国際フリスビ

ー協会(1 F A)という組織をつくり、フライングディ

スクの普及と発展に努めた.また、スポーツとしてカリ

フォルニア・マスターズ・ガッツ・チームというガッツ

競技のためのチームの編成託協力した. 1968年の世

界フリスピー選手権 (1F T)でこのチームが優勝した.

引〈最初この 1F T はガッツのための大会であったが、

1 962年にディスタンス、 1967年にアキュラシー、

1 973年にはMTAも行われている.) 14 I 

ζ れは愛好者をひとつにまとめると同時に、初心者か

らエキスパートまで指導・育成ができる組織が生まれ、

普及の核となる団体ができたということである.そして

世界選手権が開催されることにより、スポーツとしての

地位も高まった.ヱド・ヘドリックの目指したフライン

グディスクのスポ}ツへの発展が2つの大きな柱によっ

て実現されたわけである.

1970年代にはいり、 60年代の基礎をもとにフラ

イングディスクはさらに急成長した. 70年代前半、 I 

FA  により全米への普及が進み、愛好者、競技者の人口

が徐々に増加した.そして、 1974年にWFCが開催

され、同時期に国際統一ル}ルの型車備も行われたことで、

国際スポーツとしての基盤がこの時期に固まった.

これは IFAの2代目ディレクターであるダン・ロデ

イツクが、専門誌発行等による普及活動を進め、統ーさ

れたルールをまとめていった功績が挙げられる.競技も

WFCを中心とした 9種目のゲ日ムがルールの統一とと

もに定着していく.ただし、当時の公認大会ではスポン

サーであるWHAM-O祉のフライングディスクしか使

用を認めず、他のメーカーから出されていたフライング

ディスクは使えなかった.日本ではこの頃から JFAを

中心にして普及が進み、徐々に愛好者の人口が増加する.

1980年代になり、フライングディスク発展もひと

つの転換期を迎えた.それは IFAの活動停止とWFD

Fの設立であった.各国のフライングディスク協会の中

心であった IFAが活動を停止することは、横のつなが

りがなくなり世界選手権等の国際大会も開催できなくな

るということであり、それを心配した各国協会は、スウ

ヱーデンを中心とするヨ}ロッバ・フライングディスク

連合の呼びかけに応じ、これを期に全てのフライングデ

ィスクを大会で使用可能なアマチユア・スポーツの組織

としてWFDFを設立した。

現在、 WFDFはフライングディスクをより国際的な

スポーツとするために、その地位の確立に努力している.

日本では、障害者、高齢者、そして学校を中心として

普及が進み、その愛好者人口は現在60万人以上に遣し

ている.また、そういった普及と何時に競技者レベルも

向上し世界大会で入賞する選手も育ってきている.

以上 1940年頃から現在までフライングディスクの

普及と発展の涜れをまとめてみた.

約40年という短期間に急成長したのは、 IFAとい

う組織を作り育て、あらゆる年齢層における鏡抜種目の

普及に努力してきたエド・へドリックとダン・ロデイツ

クによるところが大きい.彼らの「フライングディスク

をみんなのスポーツにJという考えがなければ、これほ

どは普及はしなかったと言える.そしてその意向を汲ん

で現在はWFDFを中心として各国フライングディスク

協会が普及活動に努めており、震好者、競技者はまだま

だ僧加する傾向にある.

また日本では、 JFDAを中心として各種目の普及が

進められてきている.現在、あらゆる年齢層への普及が

盛んに行われており、ディスクゴルフを中心に高齢者に

対する講習会は年々増加し、高齢者のための大会や、目

撃交涜のような地場を鎗えた幅広い交流が行われている.

また、子供のための大会、スペシャル・オリンピックに

代表される障害児・者のための大会も関かれ、それぞれ

のレベルに応じた楽しみ方や競技が行われ、幅広い層か
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らの支持を受けている.

そういった講習会と同時に各地に常設ディスクゴルフ

コースなどの施設ができ、休日などにはそれらを利用し

てファミリーで楽しむ人たちも培えてきている.船橋市

では高齢者のディスク・クラブ員が小学校を巡回し、小

学生に指導を行うなどしており、三世代にわたってレク

リヱーシヨン・スポーツとして楽しまれている。

また、学校体育においてもその普及は進んでおり、高

佼では既に4校の学校が実施、大学に関しては50校以

上が体育実技の正課として採用している.これによって、

スポーツ嫌いの生徒・学生に意識変化を起こさせること

も可能である。フライングディスクの学校教材としての

採用は、単にレクリエーション・スポーツとしての魅力

があるからだけではない.ゲームの中には運動時の平均

心拍数が最大心拍数の88%まで上がるような競技〈ア

ルティメット)もあり、運動量も他の運動種目に決して

ひけをとらないことがわかってきたからである 17) 

臨もこのようなさまざまな動きに注目し、文部省、厚

生省、建設省といった各省庁も「生波スポーツJとして

講習会や大会にフライングディスクをとりいれたり、自信

設を遣ったりしている。

rフライングディスク Jと聞くと、まだまだ投げてキ

ャッチするだけの単純な遊びというイメージが強い.そ

れは、気軽に楽しめるという点で、レクリエーション活

動として初めて取り組もうとす~人々にとっては好都合

であるが、単なる遊びとも見られがちである.しかし、

1枚のフライングディスクで行える競技種目は多稽あり、

年齢層、運動穆目、運動強度に幅広く対応することがで

き、かっ奥が深いという特徴がある。今後フライングデ

ィスクの理解が深まれば、より一層の普及・発展の可能

性がある.

注釈

(注1)フライングディスクを使用して行う競技全般を

指すが、ここでは世界選手権大会および日本選手権

大会で行われている世界フライングディスク連盟公

認競技9種目に絞って取り扱う. 9糧自とは個人種

目のディスクゴルフ、ディスカソン、ディスタンス、

アキユラシー、セルフ・コート・フライト、フリー

スタイル、ダブル・ディスク・コートと団体種目の

ガッツ、アルティメツトである.

〈注2)翌年の 1959年にWHAM-O社が rフリス

ビー』という名称を出したにもかかわらず、この年

の大会で『フリスビーJという名称が使われている。

資料がないのでわからないが、おそらく後から大会

名称を変えたのではないかと推測される.

(注3)WFDFの本部は現在スウヱーデンに置かれ、

世界23カ国が加盟している。事業としては、国際

統一ルールの制定、世界記録の公認、世界選手権大

会の開催などである.
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ソビエトの社会人レクリエーシ ョン制度成立過程に関する研究

箆見悦郎

{東海大学}

ソ ビ エトのレクリエ』ション、制度史、施設経営

はじめに

ソ ビエト社会主義共和国連邦{以下ソビエト)

では、レクリエーションを 19 1 7年のロシア革

命後の社会主義国家建設期に、共産覚と政府の重

要な政策課題の 1っとして位置付けていた。国民

の 教 育手段として義務教育と社会教育を同等に位

憤 付 けているソビエトは、国民の余暇時間のより

u!設的な活用とそのための社会制度を革命後 70 

年 を 脅して般立してきた。特に、ソビエトのレク

リ エ ーション制度と社会教育制度が共産免と労働

組合の協力と援助によって成り立っている点はソ

ビエトのレクリエーションの最も大きな特長であ

る。

これ までの研究のう ち 、 ソ ビ エ ト の 社 会 人 を 対

句としたレクリエーションに|勾する研究は、後回

1)、 111Ylf辺 2)、 J・Tomiak3) R・Kraus4 )ら

の 研 宛に拠るところが大きい。特に、ソビエトの

社会人レクリエーションを成人教育、あるいは学

校外教育の一部として位置付けている点はこれま

での研究の共通とするところである。後回、 Kra

-usは成人教育、学校外教育の成立過程を教育史

の視点 から、解明している。

本研究では、これまでの研究をふまえ、ソビエ

トの勤労者・社会人層 のレ クリ エー ショ ン活 動を

そ支える社会制度の成立過程を新たに政治経済鬼

教育制度史、社会思想史、スポ』ツ史の視点から

考察し、ソビエト史におげる各時代の社会人レク

リエーションの成立 過程と役割について究明しよ

うとするものである。

研究の方法

ソビ エトのレクリエ ← シ ョ ン 制 度 成 立 過 程 を 政

治経済、教育、社会思想、スポーツの面から、次

の 5期に分ける。

第 1期、ロ シア 革命から、新経済政策下まで(1 

917-27)。ポリシエピキの革命政権樹立か

ら、戦時共産主義政策下の内戦を経て、共産免の

政 治 支西日をソビエト全焼に確立する時期。

第 2 期、第 1 次 -~3 次 5 カ年前闘期 (1 9 2 8 

高橋和敏

(東海大学}

41-50) 。第 2次世界大戦による国土の荒

廃後、国家の再鐙とその後のソビエトの政治経

済路線の基本方針が確立された時期。

第 4期、第 5次~第 8次 5カ年計阿期(1 9 5 1 

.... 7 0 )。フルシチョフ改革後、米ソ対立と冷戦

体制下に政治経済、文化、約苧 f!Z術の急進政策

が確立された時期。

第 5期、第 9次~第 12次 5カ年前闘WJ(197

1 - 9 0 )。米ソ 2械化時代の到来、ソビエト国

民生活水準が急速に向上すると同時に、国内政

治経済、文化面のひずみが広大し、 1985年

以来、行政制度、文化面等の改革が広く実施さ

れている。

以下、ソビエトの政治経済、教育制度、スポ

ーツ史に関する文献を諸に、社会人レクリエー

ション制度の成立過程について考察を加える。

考察

第 1期、ロシア革命から、新経済政策下まで

(1917-27) 

191 7年 10月 25日のロシア厳命の結果，、

共産主義政権を目指す人民養員政府が樹立され

た。この人民政府はヨーロツパで最も社会、政

治、経済、さらに国民教育の遅くれた国の支配

を 受継 ぐこ とと なっ た。 1917年末から 19 

2 2年までの約 4年間は共 A免 が 実 権 を 握 っ た

ロシア社会主義共和国とその周辺の共和国に残

る旧情政箪との内戦状態が続いていた。その後、

ソビエトの政治が安定し、経済が順調に成長す

る の は 19 2 8年の第 1'tJ<経済 5カ年計岡実施

後のことである。 19 1 8年教育人民委員部は

9年制の無償義務教育制度を決議した。さらに、

1 9 1 7年教育人民委員部学校外教育部長に就

任したクループスカヤは、学校外教育施設の充

実に努め、 19 1 9年 3月には校外教育の施設

として図害館、成入学校、人民宮殿、限聞館、

劇場を位置付けた 5)。

1 9 1 8年の決定に従い無償義務教育の実施

に努めたが、第 1次大戦、革命、そして西津諸

- 4 2)。経済 5カ年言f闘の実施によって、計図 国の干渉によって疲燃し、さらに、園内産業と

経済体制 を 確 立 、 工 業国へと発展すると同時に、 農業の不振による国家経済の伸悩みは理怨主持

教育制度を確立し、さらに、共産主義思想の普及 的な無償教育制度の実施を不可能とし、共庵主

と 徹底が前られた時期 。 義教育制度の基本原則、無償義務教育制度は 1

第 3期、第 2次大戦と第 4次 5カ年計菌l期 (19 923年に撤回された。この結果、有料の義務
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教育に参加できない児抵のための社会教育施設が

共 産免とコムソモールの青年労働者、芸術家、高

等教育機関 の研究者の手によって創設された。ピ

オネ ー ル 日殿、少年技術者ステーション等のこれ

らの施殺は合ー業-工J:Ihと労働組合の援助によって

急速に??及 した。ー方、成入学校、人民宮殿等で

も多 く の 芸術家、研究者、熟練労問者のボランテ

イアによる指導力t行われ、社会人、青年労働者の

教育 水 準 の向上に貢献した。これらの施設はこの

後 、社会人 の余版活 f仰の揚として確立して行くこ

ととなった 。スポ』ツは革命直後、軍事訓練の手

段と見なされていたが、 19 2 0年代に入ると余

カ養成の義務化)は社会人の余暇活動を利用して

の体力作りの動機付けとなった。同年のスポーツ

マス タ F 制度の制定は、産業別労働組合が組織す

る任意スポーツ団体聞の鍛争を促進させた。同体

は惚れたスポーツマンの発掘と恭成に力を入れ、

1 9 3 4年青少年スポ←ツ専門学校を i役立し、主11

合員の子弟の中からも優れた資質を持った者を選

ぴ教育を始めた。この後、社会人の余暇活動の組

織 と し て 成 立 し た 労 働 組 合 系 の 任 意 ス ポ ー ツ 同 体

は ソビエトのチャンピオンスポーツの鶏鍛として

の役割を果すこととなった。}方、 1940fl::に

は、国民の文化活動と教化を目指す「文化教育事

阪の .11嬰 fよ活 lfilJと見なされるようになった。また、 業 J誌 が 発 刊 さ れ た 。

11<1民の 休 息の揚として 1928年「文化と休息の

公 闘 jが創設され、さらに、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 文 第 3期、;;g2次大戦と第 4次 5カ年計間期

化クラブが組織され、国 1¥¥の余暇活初の裳礎が築 (1941-50) 
カ)fl，t，こ。

第 2刻、 第 1tx-第 3次 5カ年計図期(1 9 2 

8 - 4 2) 

1 928年、第 1次経済 5カ年計闘が実臆され

た。第 3次言f闘が完了するまでの 15年間、ソビ

エトは農業国から、工業国への脱皮を計り、工業

経済機構の改革そ強力に抑し進めた。さらに、優

秀な労働者投成の~;~礎となる校育制度の改革に替

手した。 19 3 0年、共産生省は 19 30-3 1学

年度から初等義務教育を無償とする決定 6)を行

った。この結 果、 ロシ ア革命以来 13年を経て、

初めてソビエトは教育の 機会平等を確立した。一

方、ピオネ ール宮殿等の施設での教育活動は義務

教育を補助する課外教育制度として発展して行く

こととなった。当時、経 済 5カ年計聞の短期遂行

のため、合 .業・工場には 突 甥 隊 が 組 織 さ れ 、 重 労

働が課された。第 1次、第 2次計画は共に 4年 3

カ月で完了した。この時期ノルマ遂行の社会主義

競争が強化 され、翠労働に疲れた勤労者の余暇活

動と休息が ffi要な問題となった。文化活動予算は

鍔 1次計間期に 240億ルーブルであったものが

第 2次計悶では 1100億ルーブルに糟加され、

休息の家、 サナトリュウ ム、文化の家、文化宮殿

等のm設 が精殺された。

193 0年ロシア共和国教育人民委員都大衆事

業委員長と なったクループスカヤは、社会人の余

暇活動と成人教育の合体を目指す制度作りを主張

し た 7) 01930年に成立した全ソ連邦体育協

i務会は企業と官庁に織揚毎のスポ←ツクラブを組

織させた。スポーツは 5カ 年 計 図 の 遂 行 に 疲 弊 し

た 国民の余暇活動の中心と成り、職場チーム対抗

鼠 合は職場 の 団 結 を 強 化 することとなった。

193 4年 に 制 定 さ れ たゲ』テーオー制度{体

1 9 4 1年 6月に始まった m2次大戦はソビエ

ト全土に 2000万人以上の戦死者を出し、 7万

以上の 都 市 と 町 が 破 壊 さ れ た 。 大 戦 中 、 学 校 は 農

村へ 疎開し、企業・工場の疎開とともに、スポー

ツクラブは労働者、住民の箪事訓練を行った。 1

945年、第 2次大戦の終結を前に、戦後の国土

再建計画が立案されていた。この年 2月 6日、ロ

シア共和国並びに構成共和国の閣僚会議附属文化

教育施設事業委員会設債を決定、社会教育ぎJ~誌を

蜜要政策課題とした。翌 19 4 6年、第 4tx5カ

年計画が開始され、国土の再建が持手された。労

働考 の 文 化 水 準 と 物 質 的 福 祉 事 業 の 大 幅 な 引 き 上

げが計画され、 1947年 7月任意社会組織「ソ

連邦政治・糾学知識普及協会 Jが創設され、社会

人の 知 的 な 余 暇 活 動 の 実 縮 基 盤 と な っ た 。 図 土 再

建に向げての 5カ年計図遂行のノルマ遂行 jo'lllfiJJの

申で、スポ F ツクラブと文化宮殿での活動は労働

者の数少ない余暇活動となった。 5カ年計廊の遂

行 のため、競争の原因が社会主義競争として湾入

された。優秀な成績を治めた者には名誉という代

償が与えられ、新聞、工場、町角に顔写真が飾ら

れ、名普のメダルが授与され、職揚や町の英般に

塁き ら れ た 。 物 質 、 食 併 と も に 貧 窮 し た ソ ビ エ ト に

とって名誉こそが最も安価で、効果的なアメであ

った 。 正 に 、 経 済 5カ年前聞というムチと名脅と

いうアメを使い、国民を果ることのない社会主義

競争に駆立てた。スポーツと余暇活動は璽労動と

ノルマに追われた国民にとって、その活力を克電

ずる揚となり、職場毎に組織されたスポーツクラ

ブの対抗試合は職場の志気を高め、団結を固める

重要な手段となっていったと推測する。

共産免と政府の 19 4 9年スポ』ツマスター制

度実施決議。つづいて、 19 4 8年ソビエト選手

による各種競授の世界選手権獲得の決議によって
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労働者・社会人の余暇活動の揚であったスポ F ツ

クラブは競妓スポーツ振興の役割を飼うこととな

っ7こ。

ffi4期、第 5次--~，お 8 次 5 力作言1" @j J切 (19 5 

1 - 7 0) 

第 5次、第 6次 5カ 年 計 図 は 国 民 経 済 の 発 展 を

目指し、 m工業部門の発達が最優先とされた。さ

らに、 g~ 業生産の閉加が言「られた。教育の分野で

は中等教育、同等教育への進学を増やし、斜学教

717を拡大した。技術革新が進み、震工業生産が増

加Iし、第 7次、第 8次 5カ年計匝IjJ!ljにはソビエト

はアメリ カ と 並 ぶ 大 国へと成長した。

1 951年ソ 連 邦 労働組合中央委員会は、増加

したクラブ活動の交部と普及を目指し、雑誌 fク

ラブ 」を創刊した。 19 5 3年 3月 15日ソ連邦

文化省を設町、文化宮 殿、文化の家宅苧を管室E下に

tnいた。

1952floヘルシンキオリンピックに初参加し

たソビエトは健れた成績によって、スポーツ大国

としての地位を築くこととなり、 19 5 3年から

6 4年までスポ』ツ施設用具の年間予算は 160

万ルーブルに述した o 1 9 5 8年、文化宮殿、文

化の家、クラブでの文化教養講座を中心とした新

しい治問 f文化大学 Jが 創設 され た。 その 受講 者

は 1960年には 100万人に淫し 8)、急速に

~l~ ~たした。

1 9 6 2年オリンピ ッ ク の モ ス ク ワ 誘 致 を 決 定

し た ソビエトは、オリンピックでのソビエト選手

の活 VMそ悶威I司錫の手段と位置付け、競技力強化

の同策化 を 進 め た 。 現11労 者の スポ ーツ 活動 の基 盤

であった任 意 ス ポ ー ツ団体は、余暇活 n切としての

スポーツからよりー府、競技スポーツの揚へと体

質を改め ら れ て い っ た。この反動として文化宮殿、

文 化 の家、人民大学で実施されるスポーツ以外の

余暇活動の人気は急速に ~fli まった。 1 9 6 3年、

「ソ述邦知識協会Jが投立され、講座を中心とし

た余暇匹'ijfil} の j !I~ ~~2t と講師の派 i丘を組織的に行うよ

う に なった。以上の点から、今日のソビエトの余

暇活動 の制度は 1960年代末までに完成したと

鍛察する。

第 5J則、第 9i':7(-mI2次 5カ年計岡!切(1 9 
71-90) 

第 24回共路銘大会は第 9次 5カ年計画の課題

を ~t" j1TI力の効率化、斜与技術の進渉と労働生産性

の向1::を:七合にして、由民の物質的文化的生活水

mの大師な向1::を計ることであるとした c 1 9 7 
2年の米国ニクソン大統仰のモスクワ訪門を皮切

りに 米ソ関係は改汚さ れ た 。 19 7 4年にはソピ

エ ト は 石 油 援 出 量 世 界 1位となり、 lヨ内経済も改

脅された。続く第 10次、第 11次 5カ年計 IiNで

も国内経済の改誇が進み、同民の生活水準の向上

に 努 め る 方 針 ・ が 決 め ら れ た 。 特 に 、 1967年か

ら実施された週休 2日制はソビエト|可 J(;の ll'.i'1iに

影智を与え、余暇活jdi)}の計四ijrJ<]な 1，11I日が II~ 胞とな

っ7こ。

1 9 7 4年間際オリンピック委口会はモスクワ

オリンピック開催を決定、 1980年の念願のオ

リンピック H月催に向け、ソビエト全土で競技Jii!jfr~ 

の売とだと競技力の強化が進められた。 1977$

1 0月、新ソ連邦滋法が公布され、第 7策、第 4

1条「ソ連邦の市民は休息の権利を持つ j では

「この権利は労相両者及び職員のための週 41時間

労働、}遂の町民N!と廃業における '"W縮労働日、夜

間作業時間の短縮、年次有給休暇と毎週の休息日

の設定、並びに文化事攻守胞抑と保/，n!jffi設車問の拡大、

大 衆 的 な ス ポ ー ツ 、 体 育 、 観 光 旅 行 の 玲 展 、 居 住

地における休息のためのめぐまれた可能性とその

他の余暇の合理的利用のための条件の創設によっ

て保証される J 9) とソビエト国民の余暇活動の

権利を再認識した。

1 9 8 1年第 11次 5カ年計画が実施された。

国民経済の発展とともに、国民の余暇沼市11と根興

が遺視された 1 0) 。一方、対ポ』ランド政策の

強化などがら米ソ関係は悪化した。

198 5年、ゴルバチョフ新舎記長の指導の下

第 12次 5カ年計阿が実施された。これまでの国

内政策に対する反問の高まりに対して、ペレスト

ロイカ{立て直し)路線を明らかにし、政治経済

政策の公聞をその基本方針として、国内政治の改

革に替手した。教育、スポーツ、余暇活動の分野

で も 改 革 は 進 め ら れ て い る 。 勤 労 者 の 休 息 の 諸 条

件の改誇のため社会消脅基金を 2倍に引き上げ、

国民の健康とレクリエーションに関して保健機関、

サナトリュウム、休息の家、ペンション、旅行nrn

殺 の 組 織 網 の 充 実 と こ れ ら の 施 設 の サ ー ビ ス の 向

上を行っている。文化活動へのサービスも向!二さ

せるため劇場、映 tlJl館 、 博 物 館 、 サ ← カ ス 興 業 、

コンサートホール、児童音楽美術'学校網を鉱大レ、

地主義住民の余暇活動サークル、クラブへのサービ

スの向上に努めている。これは 5カ年計闘の遂行

を信者先した結果、その軍事容として、民の低下を導

いたことが大きな問題となっていた。改革では余

暇活動も実質的な貿の向上を ffi視 し て い る 点 が 特

長である。この様な余暇活動の改善と並び、スポ

ーツ活動の基盤であった任意スポーツ団体{1 9 

8 8年任君主体育スポーツ団体と改称)の機m、行

盟運営制度の改革が進められている。この様にソ

ビエトのレクリエーションはスポーツ等の身体活
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動、 そ れ に文化宮殿、人民大学等の文化活動があ 注記・引用文献

り、現在、これらのレクリエーション施設の運営 1) 10シ ア ・ ソ ビ エ ト 教 育 史 2J 

と智朗面に改革が加えられている。 2)r.Jピエト教育制度郷謝

P8 4 

P2 0 3 

まとめ

ソ ビエトの社会人レクリエーション制度を成人

教育、学校 外教育の成立渦程の上においてのみ位

m付げるのではなく、政治経済史を中心としたソ

ビエ ト 史 全般の中で、レクリエ』ションがどのよ

うに位関付けられ、形成されたのかを検討しよう

と読みた。

3 )励。rld Ed uca ti on 
Soviet UninnJ 

4) rRecreation and 

Mod e r n Soci etyJ 

5 )励。rld Education 
Soviet Un i onJ 

6) I官。rld Education 
Soviet UnionJ 

Series The 

lcisure i n P9 1 

Series The P 1 7 

Series The P2 1 

この結果、ソビエトの社会人レクリエーション nrロシア・ソビエト教育史 2J P9 7 

制度の J，1;/i警は、余暇活動として従来形成されたの 8) rロシア・ソビエト教育史 2J P213 

ではなく、 19 2 0年代 の悶土開発期に、勤労者 9) rソビエト社会主義共和関連邦愈以 P 1 1 

の技能訓練と教育水準の向上のために共産先、労 基本法 j

働組合が実路した職業技能講習の活動が社会人レ 1 0) r現代ソビエト教育学大系、 P2 1 3 

クリ エ 』 ション制度と位霞付けられ、その基礎と 教 育 制 度 の 現 状 と 課 題J

なったと考 える。 20年 代の職掲スポーツクラブ

は 、 当初、勤労者の余暇活動としてよりも、スポ

』ツを利用して勤労者の団結、職場意識の向上を

目指し、最終的には 5カ年計図の遂行の円滑化を

目的としたものだった。この後、 1928年より

経済 5カ年計闘が開始され、社会主義競争とよば

れるノルマ遂行運動の中で、必働者の余暇活動が

if ¥視 さ れるようになり、スポーツは勤労者、社会

人のレ クリエーション活動 の 中 心 と な っ て い つ む

労働組合の資金を基に組 織 さ れ た 任 意 ス ポ F ツ

間体は、 19 3 4年のゲ』テーオー制度、スポ』

ツマスタ』制度制定をきっかけに、競技力向上政

策へ転換した。この決果、 1930年代を通して

競筏 ス ポ ーツは社会人レクリエ』ションの中心と

して の 地 位を弱めた。}方、スポーツ活動への傾

倒に対し、文化活動を中 心とした社会制度と組織

が相次 いで確立されていった。これらの点から、

ソビ エ ト の社会人レクリエーション制度の基礎は

194 0年までに完成されていたと考える。第 2

次大戦後の 米ソ対立の国 際政治の構図の申で、社

会 人レクリエーションに tj1;般を持つ労働組合のス

ポー ツ 間 体は、ソビエトの悶威高揚政策に組込ま

れていった。以上のことから、ソビエトの社会人

レクリエーシ ョ ン 制 度 は 19 6 0年代前半に完成

したと 推測する。

このように、ソビエトの社会人レクリエーショ

ン制度は、ソビエト史の中で、政治経済政策と密

接 に結びつ い て 確 立 さ れ てきたことが政治経済奥、

教育制度史、社会思想史、スポ F ツ史の漏れの申

に 指掃する こ と が で き る 。
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ホノルルマうソン 7ィニシャー日米比較研究
ランナーのプロフィールと日本人ランナーの課題

OUJ回文男〈大谷女子大学〉 神野 総(近畿大学〉

ホノルルマラソン フィエッシャ一 日米比較

1.緒言 在り方が誌面を賑わしている。特に“健康"を求める社

現代人の健康に対する願い 1;1相当強いと言われている。 会的潮流と健康 7 ラソンランナーの実態とのギャップは

υ それは、まさしく健康が阻害されている今目的状況 逆に健康を阻害する要因ともなりかねない。我が国の健

からの脱皮として、また、将来の「健康で文化的な生活J 康マラソンランナーがより良きランニングライフを確立

を営むための権利としてとらえられる。 2)3) 4)今日、我 するためには、ランナーの実態と意識傾向を把握し、我

が国のスポーツをめぐる状況は、国民の広い層がスポー が国のランナーの課題を明確にすることが急務となって

ツに参加してきていることである。スポーツの発展は人 いる。

々を楽しませ引、健康にするだけでなく、社会発展の纂 今回、健康マラソンランナーの在り方を採る方策とし

継にもなゥている。引 て、ランナーの実態と意識傾向を国際比較しようとした。

特に運動不足による体力減退の防止や、健康の保持・ 特に今回は日米比較を試みた。日米両国のランナーが岡

地進と言った願いは、市民レベルでの 7 ラソンやジョギ 時に出場する大会として、ホノルル 7 ラソンに注目し、

ングに代表的に具現されている。全図的にジョガーが見 両国ランナーを比較することで、我が悶の健康マラソン

られ、 7 ラソン大会が盛況である。その数は、増加のー ランナーの課題を明確にしようとした。

途をたどる傾向にある。例えば、 20年前 337人の参加で

始った宵梅 7 ラソンは 1986年で第20回大会をむかえ、 I

万 5千人の定員に 3万人以上もの申込が殺到した。河口

市lマラソン(!987年11月)には 1万373人が出場し、関西

での 7 ンモス大会篠山マラソンには 1万1247人が出場、

沿道はおよそ 5万人で埋められた。日本人に人気が高い

ホノルルマラソンには海外での大会であるにもかかわら

ず、我が悶からの参加者が年h増加し、第15副大会(!98 

7年12月〉で3900人ものランナーが完走した。日本人ラ

ンナー(以下、日本人、米国人という)は全完走者の46

%、およそ、 2.2人に 1人は日本人という状態であった。

D. 方法

1 被調査者 第15回ホノルルマラソン完走者

日本人497名、米国人276名

計773名(表 1) 

表 1 国別・男女別人数

かつてフルマラソンといえば、オリンピ y クや国際大 2 調査時期 1987年12月13日-16日

会を目指しているような専門的トレーニングを積んだ選 3 調査場所 ホノルル市カピオラニ公園一帯

手が行なう苛陪なスポーツというイメージが強かった。 4 甥査方法 ホノルル市カピオラエ公園一帯?で研究

それが最近では、「健肢のためJr楽しむためJとして スタッフ 10名が日米両語の調査用紙で

受け11:.められ、実践されている。いわばマラソンに対す フィニッシャーに一問一答式函接法

るとらえ方とランナーの意識変策が進行したと見るべき (directlve Interview法)を実施

であろう U 。

しかし、このように健康マラソンが盛況であるにもか

かわらず、マラソンランナーの実態や意識傾向を分析・

考察した研究は多くない引7)。林ら引は「中高年飴者ジ

ョガーの実態調査Jを行ない、加齢と共に走る理由が

「健康Jから「自己への挑戦Jへ変化すると指摘してい

る。有吉ら引は河口湖マラソン参加者を対象に f大衆ラ

ンナーのフルマラソン完走度に関する調査研究Jを行な

い、ラ yナーの月間違行距離とレースタイム、完走率、

スピード低下の地点との関係を明らかにしている。

だが、これまでの研究で健康マラソンにおけるランナ

ーの実態と意識傾向が総指されたとは言い難い。今日、

ジョガーのランニング中における事故や鍵践 7 ラソンの

皿.結果と考察

1 ホノルルマラソンフィニッシャープロフィール日米

比較

表 2は今回調査した日米フィニ y シャーのプロフィー

ルである。

{l)体格比較

身長比較では日本人男子の平均167.90士6.22に対し、

米国男子176.51土8.29、日本人女子 156.45士5.58に対し、

米国女子162.56土6.55であった。共に平均値の差は、 o.
1%水準で有意であった。

体重比較では、日本人男子59.98士7.04に対し、米国

男子71.46士9.69、女子50.65土5.67に対し、米国54.49
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表2 ホノルルマラソンフィニッシャープロフィール日米比較----男 ナ t. 実 子
日 本 米岡 検 日 本 米国 検

回 剛健 1 S D 且 S D 定 x S D λ S D 定
儲 鼠 34.8 11.7 33.5 10.41 事 83.5 11.1 30.4 8. 0 事

長 c・117. • S.2 176.5 8.2 事申事 158.4 5.5 1・1.5 1.5 事事章

11 kr 59. • 7.04 71.4! •. S9 事事事 50.6 5.8 54.4 8.5G 事事事

同定時間 " 4" 4t 1" 01 3" 59 53 5" 29 1" 09 4" U 50 
50"22 18" 52 08"41 17"27 事事事・ 39.S7 41"15 3S"81 59"01 点事事 l 

鐙lIt 蜘 25. • 7.7 29.2 ..32 事孝章 21.5 ..4 30.4 8.7 事章

7'7 'i1~完走皮 回 2. SO 2.5 11.2 19.09 事事事 1.8 1.8 4. • 4.8 事事事

ベストタイム 3" 48 44 3" 21 41 4" 11 44 3" 51 34 . 
58・13 37・75 1l"04 51.31 章事事 21"50 38"37 。."U 4S"41 事事事

週平均ト~-:)f日数 日 4. 1 1.s 4.7 1. 50 事事事 a.75 1.7 4. 7 1. Z 事事事

E限 h・44.9 33.8 81.0 32. 1 宇章事

専門的u-，経験~ % 56.1 75.9 事事事

士8.50となり、共に0.1%水準の有意性が認められた。

体格では周知のとおり米国人が優れていた。

(2)完走時間日米比較

図ト1、図1-2に男女それぞれ完走時間別に比較を示し

た。

関 1- 1 男子完走時間日米比較

{矧位:，，) 

図 1-2 女子完走時間日米比較

{単位:，，) 

男子についてみると、 2時間台では米国人It日本人の

割合の5.5f昔、 3時間台では2fi告となった。米国人は 2

-3時間台で被調査者の過半数(56.7%)を越えるのに対

し、日本人は23.1%にとどまった。逆に 4時間台では日

本人は米国人の1.4fi昔、 5時間台では1.7Ii告となった。疋2

検定の結果0.1%水望者で有意となり、日本人完走時間の

低さが目だった。女子についてみると、 3時間台で米国

34. 3 21.0 52. 5 24.5 事事事

38. 2 82.5 事事事

It日本の6.7倍を示し、逆に 5時間台で日本は米国の1.4

倍、 6時間台で2.7倍となった。日本人女子は 3-4時

間台で被調査者の39.6%であったが、米国は71.1%を占

める結果となった。 X2検定の結果0.1%水箪の有意性が

認められた。

この結果は、男女とも日本人は建く、米国人は速いと

いえる。

平均完走時間比較では、日本人男子 4時間49分50秒22

1己対し、米国人男子のそれは 3時間59分06秒4で、 平均

50分(3秒の差が認められた (0.1%水車で有意)。

女子の場合、日本人 5時間29分39秒67に対し米国人 4

時間34分38秒68と江り、平均55分の差が見られた (0.1

%水準で有意)。男女とも日本人は米国人に比べ50分以

上多くかかっていることになる。

平均50分以上の完走時間差は表 2のフルマラソン完走

度、ベストタイム、週平均トレーニング日数、週平均走

行距隊、すなわちトレーニングの貴及び賀、期間及び頻

度の差で説明されよう。

疲れたと感じた距院は、日本人男子平均25.94km、女

子26.印刷、米国人男子29.26畑、女子30.42kmの順とな

うた。男子は検定の結果0.1%水準で、女子は 1%水噂

でそれぞれ有意であった。

(3) フルマラソン完走度及びベストタイムの日米比絞

被調査者の今回の出場完走を除〈フルマラソン経験率

は日本人男子53.1%、米国人男子75.0%、女子27.6%に

対し67.5%であうた。逆に、日本男子の46.9%、女子の

72.4%、米国男子の25.0%、女子の32.5%は初めてのフ

ルマラソン参加であった。(表 3)

表 3 フルマラソン完走度比較

---11ヨ 2困 s回以上 針 X後定

男目* 11司41.t 15'111・1 11訂i4:? 141 z・34.I!
米国 41115. • U 115.' .11・1St.Z E・Z.dr・2

子 肘 JOI " UZ 537 P<.・・1
女 目 * I1Ilu.4 Jt 111.' 151 z・14.1~

~ 11 IIT47.5 .. dr・2
子 計 131 2・ 17 1311 P<.・・2
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日本人には初出場者が多く、米国人は経験者が多かっ

司，-九。
続験者のベストタイムの平均値における日米差は男子

で 27分 ~5秒 1 、女子は 19分 12秒 9 であった。男女とも O.

1%水!fIiの有意性が認められ、フル 7 ラソン経験者のベ

ストタイムは日本に比べ米国が優位であった。

w週平均トレーニング日数及び週平均走行距離日米比

較

表 4に週平均トレーエング日数を示した。

表4 週平均トレーニング日数

-、、ー、、、 1-2回 3-4回 5-7閏 It K可量定
男 日本 54116.9 1而T35.3 15(141. i 3ZD 許U.2

米国 n 141.1 1051 54.7 192 dl'2 

子 針 n 112 251 S12 1'(.骨骨I

女 日本 14 1 24.1 51140.1 48134.1 131 許22.“
米国 3D 1 17.5 10 dl'2 

子 It 36 11 11 2U pq01 

日本は、男女ともトレーエング日数が少なく、米国は

多い傾向にあうた。男女とも 0.1%水単で有意であった。

また、平均値比較でも t検定で男女とも 0.1%水準の有

窓性が認められた。

表 5に週平均走行距離を示した。

表 5 週平均走行距離

---。-20.. 21-40k 41"以上 針 r検定

男 日本 51'1 u. d' I3tl40. .. 13(1 4L 2 121 Z‘21.0 
米国 41125.0 m115.1 111 dl.2 

子 針 71 110 251 515 P(~ODJ 

女 回一本 311 U.3 61141.2 351 25.5 137 許制.111

米国 2・IIZ.I 11113.1 6・164.1 71 dl'l 

子 It 41 14 as 215 J'(.ooi 

週あたりの走行距慨が40km以下では、男女とも日本人

の比率が高〈、 41km以上で米国人の比率が高かった。ま

た、平均値では男子 16畑、女子18kmの差があり、 t検定

の結果は男女とも 0.1%水車で有意を示した。

以上から、男女とも日本人のトレーニング日数及び走

行距離は少なく、米国人のそれは多かった。特に走行距

離では男子平均16畑、女子18kmの差が認められ、日本人

のトレーニング量の低さが目立った。

以上を詳しくみるため、完走時間と諸変畳間の相関を

求め表 6に示した。

表6 完走時間と諸変量の耳1相関

度 盤 日 本 米 国

l 年 1110.1134 0.1491 

2 身 長 0.1115** 0.2・・2念念
3 体 alo.om 0.0412 

4 鑑総t感tt距雌 0.1411事章 0.044& 

5 J，.亨;n完走度 0.1111参事 0.1111$事

6 ベ見トタイム 0.1171意志 0.7741毒事

7岡平均怜・ユ河包柏 0.11&5** O.4IlIt事

8困乎均走行lIIi随 1.1171** 1.55・3**
t-p<.・5 毒事-p<.・1

米国人はベストタイム、週平勾走行距離、週平均トレー

ニング日数の変質で完走時間との相関が高〈、日本人は

低い相関であった。このことから、米国人はトレーニン

グ経験の度合いによって完走時間が決定される傾向にあ

ったが、日本人はそうした関係は認められないことを示

した。日本人の場合、表 2にみる調査結果は、一応トレ

ーニングに励んではきたが、それは大会に出場するため

の一過性のトレーニングによるものと考えられ、ランニ

ングが生活の一部として定着していないことを示すもの

と言えよう。

(5)専門的スポーツ経験率日米比較

表 7は、ランナーの専門的スポーツ経験の有無を示し

ている。

表 7 専門的スポーツ経験の有無--有 無 It ~検定

男目* 1111 51.1 14門U.t' 335 1¥21.71 

米国 1‘.175.t n12l.1 ns ."2 

子 針 131 114 511 r(. .・I1

女 自ヨド 55111.1 "111.1 152 XM5.1 刷
米国 “181.5 141口.5 .. dl.1 

子 It UI JIJ 212 P(.OO 

専門的スポーツ経験率は日本人男子56.1%、米関人男

子75.9%、日本女子36.2%、米国女子82.5%であった。

共に米国が高率を示した。 X2検定の結果、男女とも 0.1

%水準で有意であった。この結果は、米国人の多くが専

門的スポーツ経験を持ちフルマラソンに挑戦しているの

に対し、日本人は専門的スポーツ経験のないものが多数

挑戦する傾向にあることを示した。

(6) 日米ランナーのプロフィール

以上の結果より、日米両国ランナーの平均的プロフィ

ールを措くと次のようになる。

日本人は、専門的スポーツ経験が少なく、フルマラソ

ン完走疫の低いランナーが、男子で週4.19日、女子で

3. 75日、平均3.9日のトレーニングを実施し、男子で 1

日6.4km、女子で4.9km、平均5.7kmの距離を走り、ホノ

ルルマラソンにおいて、男子は 4時間49分50秒の記録で、

女子は 5時間29分39秒の記録でそれぞれ完走したことに

なる。

米国人は、専門的スポーツ経験が聾富で、フルマラソ

ン完走度の高いランナーが、男子で週4.71目、女子で

4. 70日のトレーユングを実施し、男子で 1日8.7km、女

子で7.5畑、平均8.1kmの距雌を走り、完走タイムは男子

3時間59分06秒、女子 4時間34分38秒であった。

このように、男女ともに見られる平均50分以上の完走

時間差は、トレーニング経験(費、質、期間、頻度}の

差によるところが大きいと言える。
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表 8 ランニングの目的

¥ 前銭大会 健廠・体力 疾病治磁 ストレス 祉交・ ダイエヲト そ自他 It x検定

を目指す 叫司上 etぬ 解消 仲間UtlU eU 
男 日ヰ 5(111. 2011 10. 3 i O. 3z i 9. Ifl 4. Ifl 4. Ir-j 1. m か11.1

米国 1051 51. 51 2. u1!l. 111 dt'l 
子 It 10 101 a 55 11 
女 臼ヰ 11 4.1 10 i 52. 21 ! 11. 11111. 

米関 50111. 。I0 1・i12. 
l子肘 11 130 2 3s 

2 ランニングの目的J日米比較(表 8) 

ランニングの目的を表 8に示した。

4 i 5. 
官l

11 

151'. 
1 i 1. 
11 

健康・体力向上を目的に走るランナーは、日米両国と

も53-63%にのぼった。競技大会を目指すランナーは、

日米とも男子が女子を上回った。日本人が米国人より比

本が高いものに社交、ダイエ y トがあげられた。また、

日本人女子のストレス解消の割合が他に比べすこし高か

った。米国人は、その他の比率が少し高かったので、内

容を検討した結果、 I楽しむためj、 「楽しみのためj

が大半を占めていた。よって、日米両国ランナーは健康

・体力の向上を目的にランニングする巾で、日本人は社

交及びダイヱ y トを、米国人は楽しむことをそれぞれ目

的にランニングする傾向がうかがえた。

3 ランニングを通して獲得したものJ日米比絞

ランニング効果I!、身体に直接現れるもの、伊lえば体

力等の他に、ランナーの生活や精神に関わるものも挙げ

られよう。ランナーが獲得したと思う項目中、特に日米

聞に差が認められたものについてその割合を表 9に示し

た。

表9 ランニングを過して得られたもの日米比較

35 521 P<O，t・1
151 か4.・1

ー!1. 10 I dt'l 

11 lIt 15 

差がみられた。日米差が顕著な項目は、生きる寓ぴ、思

考力、体力、健康、忍耐力であった (0.1%水徹で有意}

一般に、日本は精神主義的文化に支えられ、スポーツ

も精神主義に陥っていると批判されるが、生きる寓び、

思考力、忍耐力、勝利、自信、チャレンジ精神等内而に

かかわる意志や感受性など、精神にかかわる項目のすべ

てで、米国は日本に比して高かった。換言すれば、米国

人はランニングによって得られる健康、体力、精神力を

より多く獲得し、ランニングのメリ y トをより多〈享受

していると言えよう。今回の結果は、日本人lと比して米

国人の方が、より多くトレーニングし、早く走り、、それ

を生活の一宮sとして定脅させている傾向にあると考えら

れる。よって、日本人のランニングライフをより堕ゃに

するためには、ランユングに対する取組みと{立問づけ会、

より厳しいものにする必要があろう。

4 rランニング継続実施上何が必要j 日米比較

質問は、スポーツ実施の必要条件と考えられる項目か

ら、 1大いにそう思う、 2ややそう思う、 3どちらでも

ない、 4あまりそう恩わない、 5全然そう思わないの 5

段階の選択肢から評定させた。(表10)。

表 10 ランニング継続実施上の必要条件の評定平均値

l¥¥ ~l 子 t 女子 t 
日 本 米 凶 検 日 本 米 凶 t~ 
x SD X SD 定 x S.D 瓦 SD 定

Hilf的余 3. 127 1. 35 3. 481 1.39 キヰ 2.97 1.18 3. 32 1.41 KS 
Il1tuWJ余 1. 92 1. 06 2. 281 1. 37 4事 1. 894 1. 02 2. 17 1.31 NS 
UI1申的余 2.350 1.14 2.834 1.38 t事事 2.11 1.09 2.821 1.33 毒事

2.894 1. 32 2.6Z 1. 45 4 2. 21S 1.18 Z.15 1. 38 毒事

3. 32 1. 22 3.14 1.3& ヰ宇宇 2. 821 1. 15 3.21 1.44 ヰ

2.114 1. 29 2. 28 1.51 KS 2.040 1. 12 2. 50 1.42 ヰ輯 2. 01 日，-J7 2.30 1.55 l聖110O. 95 z. 00 1.07 NS 

米国人は、仲間を除くすべての項目で「獲得したと思

うJ割合が日本人に比べて高かった。特に健康は米国84

%に対し日本63%、体力は米国76%に対し、日本45%と

日米の男子闘で「走れる場所、走れる環境jは有意差

が認められなかったが、他の項目の全てで有意差が認め

られた。すなわち、経済的余裕、時間的余裕、精神的余

裕、指導者・コーチ、精神力の 5項目では、日本男子が

米国男子より強く必要としている結果となった。また、

走る仲間については、米国男子が日本男子より強く望ん

でいる結果とな勺た。

日米の女子聞で、経済的余裕、時間的余裕および精神

力の 3項目については差異が認められなかった。有意差

がみられたのは、精神的余裕、走る仲間、指導者・コー
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チ、走れる場所・走れる環境の 4項目であった。 4項目 あった。男女とも 24%の差がみられた。

とも、日本女子が米国女子より強〈必要としていた。 次に男子では時間的余裕(17.7%)、経済的余俗 (14

(j窓が認められた項目中、わずかに米国男子が走るfoIl 1%) となり、女子では走れる場所・環境(22.2%) 、

1mを日本男子より必要とした他は、すべての項目で日本 走る仲間(19.4%) となった。つまり、 E1本男子は米関

人の必要度が高かった。つまり、日本人は米国人に比べ、 男子に比べ、精神的、時間的、経留守的余裕がなく、それ

ランニング実施の必要条件が満たされておらず、将来ラ らの必要性を訴えているといえる。

ンニングを継続実施する上でそれらを強〈必要とし、欲 このことから、日本人男子は、特に精神的、時間的、

求しているとみることができょう。 経済的なゆとりをとりもどすことが課題として挙げられ

次に、評定の割合をみるために、 5段階を 3段階に換 る。全体として、日本人は米国人より劣悪な条件の下で

算(1そう思う、 2どちらでもない、 3そう思わない) ランニングを実施している状態にあり、総合的な改善策

し、国別・男女別に比較した。(表11) が望まれよう。

表11より「そう思う Jについての割合比較で日米関の差

がもっとも顕著であった項目は、男女とも納神的余裕で W 総括および結論

表 11 ランニング継続実施上の必要条件

型経空:剛B 評本定
i そう思う 2どちらでもない 3 そう思 ht~ い

1四人目 8% 39人 12.0% 156人。柑 1%

男 7メリカ 叫人 25.7% 日人 23.0% 町人 51.3%

的情 It 177 82 252 

日本 個人 403O9H 6 ト12すま 日人 13.6%
金

24人 30 34人 12.5%立 7メリカ

裕 It 84 46 " 日本 268人 82.7% 17人 5.2%
ー四38人人→一210205H % 一.~ 

男I干可7 121人i日 0% 26人 14.1%
間

It m 13 71 
的

最
日4: 日4人 82.1% 8人 5.3% nAj 12.6% 

裕
女アメリカ 同人 12.5% 10人 12.5% 12人 15.0%

ピ云同丸山
18 31 

卜一
出入。 18.0% 同人。 18.0%

'4 
男 7メリカ 73人 40.3% 同人 32.0% 同人 27.6%

神

的
lt 280 JJ6 108 

109人 12.7% 同人。 12.0% 23人j 15.3% 日本

余 女 7メリカ 38人柑 7% 同人 23.1% 22人 28.2%
裕

It 117 36 45 

日本 140人 13.5% 日人 18.3% 123人 38.2%
走 男 7メリカ 開人 49.2% 45人24.6% 叫人 26.2% 
る

俳や
It 230 10・ 171 

101人 66.9% 四人 19.2%日本 21人 13.9%
問 主作百" 38人 17.5% 20人 21.0% 22人 21.1%

E十 230 41 51 

日本 91人 28.4% 13人 22.8% 116人:柑 8%

15 胃 T'リカ 白人 19.3% 43人 23.8同 問3人 56.9%

言 lt 126 JJ6 259 

コ 目本 砧人 “ 0% 35人 23.3% 日人 32.1珂

テ女 アメリカ 24人 30.0珂 24人叩 3% 32人柑 0%

It ，。 59 81 

日本 230人 71.1% 26人 8.1% 同人 20.2%

ヲJI7メリカ JJ6人目。同 24人 13.0% “人 23.9%
れれ ト→It 

316 50 109 
るる

場周
日本 112人 14.7% 18人 11ρ珂 20人 13.3%

所2章
t.1:アメリカ 42人 52.5% 20人 l!.o% 間人 22.5% 

lt 154 38 38 

日本 240人 74.3% 38人 11.8% 45人 13.蜘

1高男 ."リカ 119人 64.3% J8人 9.1% 岨入。 25.9%

It 1H  t/. 
11人qi3 72M 

神
16人 10.5%日窓 125人 82.2%

力主 アメリカ 58人 71.4% 14人 17.9% 6人 7.7%

lt 183 30 17 

， '検定
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今日、健康を求める社会的潮流に支えられ、ジョガー

のマラソン大会参加が隆盛を極めている。そして、ジョ

ガーやランナーの事故があいつぎ、健康7 ラソンの在り

方が問題視されている。我が固においても健康 7 ラソン

ランナーがより良きランニングライフを確立するため、

その実態と意識傾向を把狸し、諜題を明確化することが

急務となっている。

ホノルルマラソンランナーを調査、分析、考察した結

果は次のように総指することができる。

rフィニッシャーの平均約プロフィールj 日米比較

(!)日本の場合、専門的スポーツ経験者が少なく、その

トレーニング盤は少なく、フルマラソン完走皮の低いラ

ンナーが多かった。完走タイムは、男子 4時間49分50秒、

女子 5時間29分39秒であった。

(2)米国の場合、専門的スポーツ経験者が多く、トレー

エング蟹は豊富で、フルマラソン完走度の高いランナー

が多かった。完走タイム lま、男子 3時間59分06秒、女子

は4時間34分38秒であった。

2 rランニングのg的J日米比較

日米両国ランナーの過半数(53-63%) は、健康、体

力の向上を g的にランニングする中で、日本人は社交お

よびダイエットを、米国人は楽しむことを目的にランニ

ングする傾向にあった。

3 rランニングを通して獲得したものJ日米比較

米国人ランナーは日本人に比べ、トレーニング経験

(璽及び質、期間及び頻度〉が多く、 早〈走り、それ

を生活の一部として定着させている結果、ランニングに

よって得られる健康、体力、精神力を多く獲得し、ラン

ニングによるメリットを多〈享受していた。

日本人ランナーはトレーエング経験が少ないため、走

力が低く、トレーニングが生活に定着していないため、

米国人に比べ、ランニングによるメリァトを享受してい

ない傾向にあった。

4 ランニング継続実施上何が必要J日米比較

日本人男子は、精神的、時間的、経済的余裕を必要と

していた。また、日本人女子は、精神的余裕、走れる場
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所・環境及び走る仲間を必要としていた。日本人は、米

間人に比べ、ランニング実施の必要条件が満たされてお

らず、劣恕な条例ー下でのランニングを強いられており、

将来ランニングを徽統的に実施する上で、こうした問題

を解決する改許策が望まれる。

以上のことから、我が国の鍵康 7 ラソンランナーの課

題は、トレーニングの質的堕的経験を高め、トレーニン

グの生活化を目指し、臼らのランニングライフをよりシ

ビアーなものとして確立する必要があろう。そのために

は、特に今後ランニングを継続的に実胞する上で必要と

した籾神的、時間的、経済的余裕を取戻すことが大きな

課題と言えよう。
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参加者への御案内

1.受付

8月22日(月)午前8時30分より受付を行います。下記参加費をお支払い下さい。

正会員・特別会員 1. 500円

学生会員 1. 000円

名誉会員・賛助会員 無料

その他一般の方

2.本部

函館ハーパービ、ューホテル内

3. 車輔の入構について

入構および駐車可能です。駐車場をお使い下さい。

4. 休憩と食事

ホテル内の食堂が営業していますのでご利用下さい。

5. 会場内禁煙のお願い

発表会場内は禁煙です。喫煙所でお願いします。

(発表者へのお願いとお知らせ)

1. 発表受付

2，000円

各発表会場の入口で発表受付を行います。各自の発表時刻の30分前までに受付をすませ、「次

演者席Jにおつき下さい。

2. 発表資料

研究発表50部を発表受付時に提出して下さい。資料には、必ず演題番号(例・ A-l、A

2 )、演題、演者氏名を明記して下さい。
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3. スライド

スライド映写を希望される方は、発表受付にあるホルダーに、各自で順序正しく正像に写る

ように婦人して、発表受付にど提出下さい。スライドの大きさは、 35棚フィルム用の標準マウ

ント (50x50mm)に限ります。

4. 発表時開

発表15分、質疑討論 5分程度です(13分ーベノレ 1回、 15分一ベル 2回、 20分ーベル 3回)。

(座長へのお願いとお知らせ)

各発表会場の入口で座長受付を行います。座長開始30分前までに必ず受付をお済ませいただき、

開始20分前までに「次座長席」におすわり下さい。

時間を厳守して進行させるようにど協力下さい。

発表取消などで空き時聞ができた場合は、討論や休憩にあてられるなど、自由にご裁量下さい。

ぐ討論者・質問者へのお願い)

挙手のあと、座長の合図を待って、所属、氏名を告げたのち、参加者にわかるように発言して下

さL、。

-75-





編 集 委 員

吉 田 章(委員長)

鈴木秀雄

宮下桂治

A. Yoshida 

H. Suzuki 

K. Miyashita 

Editorial Commitee 

~ 

松浦ゴ代子

寺島善

M. Matsuura 

Z. Terashima 

Subscription published two times a year: one issue in Japanese with ab-

stracts in English and two issues in only Japanese， by Japanese Society of 

Leisure and Recreation Studies. Subscription is available to libraries， institu-

tions， departmint， and individual members at the equivalent amount of foreign 

currency of 6，000 Japanese yen as a member CU. S. $30 at present inclusive 

of postage) . 

Address : Subscription Manager， Japanese Society of Leisure and Recreation 

Studies， 

Health & Physical Education， Meiji Univ. 

1-9 -1 Eihuku， Suginami-ku Tokyo， JAPAN. #168 

「レクリエーション研究」 第19号

~第18回日本レクリエーション学会大会発表論文集~

1988年 8月1日 印刷

1988年 8月10日 発行

発行人 田中鎮雄

発行所 日本レクリエーション学会

〒 168

東京都杉並区永福 1-9-1

明治大学 保健体育科内

電話 03 -322 -3151 

印刷所 附文天閣

〒951

新潟市川岸町 1-48



1I.~-maIIl::t1・ 1084

J U NA 

lmt!iil=tat'It..RkA2Milbila;siihlm!l 

No.19 

Special lssue: 

Paper Presented at The 18th J apanese Society of Leisure 

and Recreation Studies Congress 

(August 22，1988) 

(Hakodate View Hotel) 


	aa0001
	aa0002
	aa0003
	aa0004
	aa0005
	aa0006
	aa0007
	aa0008
	aa0009
	aa0010
	aa0011
	aa0012
	aa0013
	aa0014
	aa0015
	aa0016
	aa0017
	aa0018
	aa0019
	aa0020
	aa0021
	aa0022
	aa0023
	aa0024
	aa0025
	aa0026
	aa0027
	aa0028
	aa0029
	aa0030
	aa0031
	aa0032
	aa0033
	aa0034
	aa0035
	aa0036
	aa0037
	aa0038
	aa0039
	aa0040
	aa0041
	aa0042
	aa0043
	aa0044
	aa0045
	aa0046
	aa0047
	aa0048
	aa0049
	aa0050
	aa0051
	aa0052
	aa0053
	aa0054
	aa0055
	aa0056
	aa0057
	aa0058
	aa0059
	aa0060
	aa0061
	aa0062
	aa0063
	aa0064
	aa0065
	aa0066
	aa0067
	aa0068
	aa0069
	aa0070
	aa0071
	aa0072
	aa0073
	aa0074
	aa0075
	aa0076
	aa0077
	aa0078
	aa0079
	aa0082

